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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, xv ページ

• 表記法, xv ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xvii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xvii ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Directorまたは を使用し、以下の少なくとも 1つの分野において
責任と専門知識を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

表記法

用途テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素
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用途テキストのタイプ

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮で

きます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。警告の各国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器

に付属している各国語で記述された安全上の警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください。

警告

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、毎月更新される

『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂版の
技術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

この章の内容は、次のとおりです。

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
次の表に、最新リリースに関するこのガイドでの重要な変更点の概要を示します。この表は、こ

のマニュアルに加えられた変更やこのリリースの新しい機能をすべて網羅するものではありませ

ん。

表 1：Cisco UCS Directorリリース 5.3 の新機能と動作変更

参照先説明機能

リソース制限値, （53ペー
ジ）、リソース制限の編集,
（54ページ）

MSP組織へのリソース制限値を編
集できます。ただし、MSP組織と
その中の顧客組織への制限値の設

定時に従うべき特定のガイドライ

ンがあります。

組織へのリソース制限値の編集

顧客組織のブランディング,
（78ページ）

MSP組織と顧客組織へのブラン
ディングタスクを実行できます。

MSP組織へのブランディング
サポート

ストレージポリシーの追加

と設定, （149ページ）
VMwareストレージポリシーの作
成時に、ストレージプロファイル

およびデータストアの情報を入力

する必要があります。

ストレージポリシーを設定す

るための新しいフィールド
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参照先説明機能

カタログの公開,（188ペー
ジ）

カタログの作成時に、ユーザが属

しているグループに割り当てられ

ているイメージが [イメージ
（Image）]フィールドに表示され
ます。

カタログ作成時のイメージの

フィルタリング

ユーザまたはグループへの

VMイメージの割り当て,
（268ページ）

ユーザまたはグループに VMware
クラウドの特定のイメージを割り

当てることができます。これによ

り、VMのプロビジョニング時に
使用できるイメージがフィルタリ

ングされます。

グループにVMイメージを割り
当てる機能

コストモデル, （243ペー
ジ）

コストモデルをコンテナにマップ

できるようになりました。

コストモデルがアプリケーショ

ンコンテナにマップできるよ

うになりました。

チャージバックレポート,
（255ページ）

グループ内の特定のVDCのチャー
ジバックレポートを生成できるよ

うになりました。チャージバック

レポートには、ベアメタルサーバ

の情報も含まれます。

特定の VDCのチャージバック
レポート

CloudSense Analyticsについ
て, （301ページ）

ユーザのシステムで利用可能なレ

ポート数はユーザロールによって

異なります。

CloudSenseレポートのフィルタ
処理されたリスト
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第 2 章

概要

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco UCS Directorについて, 3 ページ

• 最初のログイン, 11 ページ

• システム設定の推奨順序, 12 ページ

Cisco UCS Directorについて
Cisco UCS Directorは、シスコおよびシスコ以外の多岐にわたるデータインフラストラクチャコ
ンポーネントと、Cisco UCSおよび Cisco Nexusプラットフォームに基づく業界をリードするコン
バージドインフラストラクチャソリューションに対する、安全性に非常に優れたエンドツーエン

ドの管理、オーケストレーション、および自動化のためのソリューションです。サポート対象の

インフラストラクチャコンポーネントとソリューションの完全なリストについては、『CiscoUCS
Director Compatibility Matrix』を参照してください。

Cisco UCS Directorは、次の標準テンプレートを使用する 64ビットのアプライアンスです。

• Open Virtualization Format（OVF）for VMware vSphere

• Virtual Hard Disk（VHD）for Microsoft Hyper-V

Cisco UCS Directorを介した管理

Cisco UCS Directorは、Cisco UCSを通じてコンピューティング層およびネットワーク層の統合を
拡張し、データセンターインフラストラクチャコンポーネントの包括的な可視性と管理をユーザ

に提供します。サポート対象のシスコとシスコ以外のコンポーネントの設定、管理およびモニタ

のために Cisco UCS Directorを使用できます。実行できるタスクには次のものがあります。

•すべてのCisco UCSサーバおよびコンピューティングアプリケーションを対象にした、サー
ビスプロファイルとテンプレートの作成、複製、および導入
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•コンバージドインフラストラクチャにおける組織の使用状況、トレンドおよび容量の継続的
なモニタリング。たとえば、すべてのデータセンター間の仮想マシン（VM）の使用率を示
すヒートマップを表示できます。

•一貫したリピート可能な方法によるコンバージドインフラストラクチャへの容量の導入や追
加

• Cisco UCSドメインや Cisco Nexusネットワークデバイスなどの、データセンターコンポー
ネントの管理、監視、報告。

•物理インフラストラクチャへのサービスを追加するための仮想サービスカタログの拡張。

•非仮想化ワークロードで動作する仮想化ワークロードに対応するための安全なマルチテナン
ト環境の管理。

Cisco UCS Directorによる自動化とオーケストレーション

Cisco UCS Directorを使用することで、自動化サービスを提供するワークフローを構築し、その
ワークフローを発行してオンデマンド方式でサービスをユーザに拡大することができます。社内

の他の専門家と協力して、単純または複雑なプロビジョニングと設定のプロセスを自動化するた

めのポリシーの作成とCiscoUCSDirectorワークフローの構築を迅速かつ容易に行うことができま
す。

一度構築および検証された後は、これらのワークフローは誰が実行しても常に同じように実行で

きます。経験豊富なデータセンター管理者がそれらを実行したり、または、ロールベースアクセ

スコントロールを実行してユーザや顧客が必要に応じてセルフサービスベースでワークフローを

実行できるようにすることができます。

Cisco UCS Directorを使用して、サポート対象のシスコおよびシスコ以外のさまざまなハードウェ
アおよびソフトウェアのデータセンターコンポーネント間で多岐にわたるタスクおよび使用例を

自動化できます。自動化できる使用例には以下のものがありますが、これらに限定されません。

• VMのプロビジョニングとライフサイクル管理

•ネットワークリソースの設定とライフサイクル管理

•ストレージリソースの設定とライフサイクル管理

•テナントオンボーディングとインフラストラクチャの設定

•アプリケーションインフラストラクチャのプロビジョニング

•セルフサービスカタログと VMプロビジョニング

•オペレーティングシステムのインストールを含むベアメタルサーバのプロビジョニング

機能と利点

Cisco UCS Directorの機能と利点を以下に示します。
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利点機能

•管理者に物理、仮想、ベアメタル環境全体のシステムをモニタ
リング、プロビジョニング、管理する単一インターフェイスを

提供

•統合型ダッシュボード、レポート、ヒートマップを提供し、ト
ラブルシューティングとパフォーマンスのボトルネックを削減

中央管理

•エンドユーザが ITの規定したポリシーやガバナンスに沿って、
新しいインフラストラクチャインスタンスの発注および導入が

可能

セルフサービスカタログ

•リアルタイムで利用可能な機能、内部ポリシー、アプリケーショ
ンワークロード要件を使用して、リソースの可用性を最適化

適応型のプロビジョニン

グ

•継続的なモニタリングにより、リアルタイムでインフラストラ
クチャ使用率を示し、キャパシティプランニングと管理を改善

•使用率の低いリソースや使用率の高いリソースを特定

動的な容量管理

• VMware ESX、ESXi、Microsoft Hyper-V、Red Hatの各ハイパー
バイザをサポート

複数のハイパーバイザの

サポート

•物理、仮想、ベアメタルの各サーバおよびブレードをモニタリ
ング、管理、プロビジョニング

•エンドユーザがスナップショットを介して仮想マシンのライフ
サイクル管理とビジネス継続性を実現可能

•管理者にサーバ使用率のトレンド分析を提供

コンピューティングの管

理

•物理スイッチ、仮想スイッチ、動的ネットワークトポロジをポ
リシーベースでプロビジョニング

•管理者が VLAN、仮想ネットワークインターフェイスカード
（vNIC）、ポートグループ、ポートプロファイル、IPおよび動
的ホスト制御プロトコル（DHCP）割り当て、アクセスコント
ロールリスト（ACL）を、複数のネットワークデバイスにわ
たって設定可能

ネットワーク管理
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利点機能

•ファイラ、仮想ファイラ（vFiler）、論理ユニット番号（LUN）、
ボリュームをポリシーベースでプロビジョニングおよび管理可

能

•統合ダッシュボードにより、管理者が組織的な使用状況、トレ
ンド、キャパシティ分析の詳細を包括的に可視性可能

ストレージの管理

• Appleの iPadと iPhone、およびAndroidデバイスによるモバイル
管理を提供

•モバイルセルフサービスプロビジョニング、仮想マシン管理、
および管理ダッシュボードの表示をサポート

Cisco CloudGenie

物理的および仮想的な管理機能

仮想コンピューティング管理

•仮想コンピューティング環境の検出、収
集、モニタリング

•ポリシーベースでのプロビジョニングと動
的リソース割り当ての実行

•ホストサーバの負荷と電力の管理

• VMライフサイクルとスナップショットの
管理

• VMの容量とスプロール、ホストの使用率
を評価するための分析の実行

物理サーバの管理

•設定と変更の検出および収集

•物理サーバのモニタリングと管理

•ポリシーベースでのサーバプロビジョニ
ングの実行

•ブレードの電力管理

•サーバライフサイクルの管理

•サーバの使用傾向と容量分析の実行

• Preboot eXecution Environment（PXE）ブー
ト管理機能を使用したベアメタルプロビ

ジョニングの実行
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仮想ストレージの管理

• vFilerのストレージおよびストレージプー
ルの検出、収集、モニタリング

•シックおよびシンクライアントを対象と
したポリシーベースでのストレージプロ

ビジョニングの実行

•新しいデータストアの作成と仮想デバイ
スコンテキスト（VDC）へのマッピング

• VMへのディスクの追加とサイズ調整

•組織でのストレージ使用率のモニタリング
と管理

•仮想ストレージの傾向と容量分析の実行

物理ストレージの管理

•ストレージファイラの検出、収集、モニ
タリング

•ポリシーベースでのvFilerプロビジョニン
グの実行

•ボリュームのプロビジョニングとマッピン
グ

•論理ユニット番号（LUN）と iGroupイン
スタンスの作成とマッピング

• SANゾーン管理の実行

• Network-Attached Storage（NAS）および
SANベースのストレージのモニタリング
と管理

•ストレージ実装のベストプラクティスと
推奨事項

仮想ネットワークの管理

• VMへのネットワークの追加

• IPおよび DHCP割り当てによるポリシー
ベースでのプロビジョニングの実行

• VLANおよびプライベート VLANに対す
る仮想ネットワークインターフェイスカー

ド（vNIC）の設定と接続

• VMのためのポートグループとポートプ
ロファイルの作成

•組織での仮想ネットワークの使用率のモニ
タリング

物理ネットワークの管理

•物理ネットワーク要素の検出、収集、モニ
タリング

•複数のスイッチ間のプロビジョニング
VLAN

•ネットワークデバイスに対するアクセス
コントロールリスト（ACL）の設定

•ストレージネットワークの設定

•動的ネットワークトポロジの実装

モデルベースのオーケストレーション

CiscoUCSDirectorには、1000以上のタスクや、すぐに使用できるワークフローなどが含まれてい
るタスクライブラリが用意されています。モデルベースのオーケストレーションとワークフロー

デザイナを使用すると、インフラストラクチャの管理や運用タスクをカスタマイズしたり、自動

化したりできます。また、個々の必要性に対応して、システムの拡張とカスタマイズを進められ

ます。
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次の表は、タスクライブラリの 1日目から 3日目のメンテナンスおよび更新アクティビティを示
しています。

3 日目2 日目1 日目

•ハードウェアの追加とアッ
プグレード

•用途変更

•パフォーマンスのモニタ
リング

•ミーティングおよび請求
の開始

•テナントの変更の管理

•セルフサービス
Infrastructure as a Service
（IaaS）

•テナントの追加

•申請者の移行または追加

•エンタープライズシステ
ムとの統合

•セルフサービスポータル
の使用

Cisco UCS Directorのウィザード
Cisco UCS Directorには、いくつかの機能の設定をサポートする一連のウィザードが組み込まれて
います。使用可能なウィザードは、次のとおりです。

•デバイス検出：このウィザードでは、デバイスを検出し、そのデバイスをポッドに割り当て
ることができます。

•システム初期設定：このウィザードでは、ライセンスのアップロード、SMTP、NTP、およ
び DNSサーバのセットアップなど、Cisco UCS Directorをセットアップするための初期タス
クを実行できます。

• vDCの作成：このウィザードでは、プライベートクラウドで VMをプロビジョニングする
ために必要なポリシーを設定できます。

• FlexPodの設定：このウィザードでは FlexPodのアカウントをセットアップできます。

• Vblockポッド設定：このウィザードでは、アカウントを検出し、ポッドに割り当てることが
できます。

• VSPEXポッド設定：このウィザードは、アカウントを検出し、ポッドに割り当てることがで
きます。

最初に Cisco UCS Directorにログインすると、[ウィザードエクスプローラ]ウィンドウが表示さ
れます。このウィンドウから、使用可能なウィザードの詳細を表示し、そのいずれかを選択して

起動できます。ログインするたびにこの [ウィザードエクスプローラ]を表示させないようにする
には、[今後このページを表示しない]チェックボックスをオンにします。これらのウィザードを
後で起動するには、[管理] > [ガイド付きセットアップ]をクリックします。
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システムが提供するこれらのウィザードに加え、以前に設定したワークフローからウィザードを

作成することもできます。詳細については、ワークフローからのウィザードの作成, （9ペー
ジ）を参照してください。

ワークフローからのウィザードの作成

有効なワークフローをウィザードに変換して Cisco UCS Directorに保存することができます。

はじめる前に

Cisco UCS Directorで、有効なワークフローを作成しました。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ガイド付きセットアップ]を選択します。

ステップ 2 [ワークフローからの作成（Create from Workflow）]をクリックします。

ステップ 3 [ワークフローからのウィザードの作成（Create Wizard from Workflow）]ダイアログボックスで、
次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[選択（Select）]をクリックして、ウィザードに
変換するワークフローのチェックボックスをオ

ンにします。

[ワークフローの選択（SelectWorkflow）]フィー
ルド

ウィザードの名前。これは、ウィザードの基本

名です。

[ラベル]フィールド

ウィザードの 2次名。[2つ目のラベル（Second Label）]フィールド

ウィザードの説明。[説明]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、このワークフ
ローに関連付けるアイコンのチェックボックス

をオンにします。

[アイコンイメージ（Icon Image）]フィールド

ステップ 4 [送信]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

次の作業を実行できます。

•ウィザードを起動する。

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3    
9

概要

Cisco UCS Directorのウィザード



•ウィザードを編集する。

•ウィザードの詳細を表示する。

•インターフェイスでのウィザードの順序を変更する。

•ウィザードを削除する。

共通のユーザインターフェイスオプション

次の表は、アプリケーションユーザインターフェイスのすべてのページで利用できるオプション

について説明します。現在開いているページに関係なく、これらのオプションを使用して同じタ

スクを実行できます。

説明ラベルアイコン

ページ上の報告されたデータを更新

します。

更新（Refresh）

[お気に入り（Favorite）]メニューに
ページを追加します。

このオプションを使用して、頻繁に

アクセスするページを素早く表示で

きます。

お気に入り（Favorite）

[追加（Add）]ダイアログボックスが
表示され、新しいリソースを追加で

きます。

追加（Add）

[編集（Edit）]ダイアログボックスが
表示され、リソースを編集できます。

編集（Edit）

[レポートテーブルのカスタマイズ
（Customize Report Table）]ダイアロ
グボックスが表示され、画面に追加

したい列を選択できます。

テーブルのカスタマイズ

（Customize Table）
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説明ラベルアイコン

[レポートのエクスポート（Export
Report）]ダイアログボックスが表示
され、レポートの形式を選択して、

システムにダウンロードできます。

次のいずれかの形式でレポートを生

成できます。

• PDF

• CSV

• XLS

エクスポートレポート

ページに表示されているフォルダを

展開します。

拡張（Expand）

ページに表示されているフォルダを

折りたたみます。

折りたたむ

ページに追加のフィルタリングパラ

メータを追加します。

高度な検索フィルタを追加

（Add Advanced Filter）

キーワードを入力して特定のレコー

ドを検索できます。

検索フィールド（Search
Field）

最初のログイン
ホスト名と IPアドレスのいずれかと次のクレデンシャルを使用して、CiscoUCSDirectorにログイ
ンします。

•ユーザ名：admin

•パスワード：admin
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最初の管理アカウントを作成した後、起動時の管理アカウントを削除するか、少なくともデ

フォルトのパスワードを変更することをお勧めします。セルフサービスポータルにアクセス

するには、有効な電子メールアドレスが必要です。

（注）

システム設定の推奨順序
次の表は、システム設定の推奨順序を示します。

説明章項目

ライセンスの適用、管理者プロファイルの設定、グループの作成、

およびユーザの作成の方法について説明します。言語サポートへ

2、3、
4、5

初期設定

のアクセス、ポータルカスタマイズの適用、およびシステム設定

の方法を習得します。

任意でのポッドと物理アカウントの追加、ネットワーク要素の追

加、接続のテスト、およびアカウント検出の検証の方法について

説明します。

6物理インフラストラ

クチャ

必要に応じて、物理インストラクチャよりも前に仮想イ

ンフラストラクチャを作成できます。

（注）

クラウドの作成、クラウド検出および接続の検証、接続のテスト、

および vCenterプラグインの表示の方法について説明します。
7仮想インフラストラ

クチャ

コンピューティングポリシー、ストレージポリシー、ネットワー

クポリシー、およびシステムポリシーを作成して管理する方法に

8ポリシー

ついて説明します。Microsoft Windowsカタログの OSライセンス
を追加する方法を習得します。

グループ、ポリシー、コストモデルの特定の環境を管理するため

に VDCを設定する方法、さらに、 VDCレベルでのリソース制限
の設定および管理の方法について説明します。

9仮想データセンター

カタログ項目の設定方法、カタログへのアクセス権限をグループ

に追加する方法、およびカタログ項目の公開方法について説明し

ます。

10カタログ

プロビジョニングサービスリクエストの作成および管理方法につ

いて説明します。

11Self-Serviceプロビ
ジョニング

1つまたは複数のデータストアで VMディスクプロビジョニング
を設定する方法を説明します。また、テンプレートで追加ディス

12Multi-Diskプロビ
ジョニング

クごとに個別のディスクポリシーを設定する手順についても説明

します。
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説明章項目

チャージバックサマリーレポート、詳細レポート、およびリソー

スアカウンティングレポートを作成する方法について説明しま

13チャージバック

す。コストモデルが定義され、部門や組織内のポリシーに割り当

てられる仕組みも示します。

クラウドを完全に可視化し、リソース使用率をモニタし、クラウ

ドスタック（クラウド、クラスタ、ホストサーバ、および仮想マ

シン）を管理する方法について説明します。

14クラウド管理

プロビジョニング後のライフサイクル管理アクション（VMの電源
管理、VMのサイズ変更、VMスナップショット管理などのVMア
クション）を実行する方法を説明します。

15ライフサイクル

Cisco UCS Directorで生成可能な、基礎となる物理インフラストラ
クチャと仮想インフラストラクチャに関する分析レポートについ

て説明します。

16CloudSense
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第 3 章

ユーザとグループの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• ユーザロールの管理, 15 ページ

• ユーザロールの追加, 16 ページ

• ユーザの追加, 17 ページ

• ユーザタイプの管理, 19 ページ

• デフォルトのユーザ権限, 19 ページ

• MSP管理者ロール, 45 ページ

• グループの管理, 46 ページ

• 管理プロファイルの設定, 57 ページ

• ユーザアクセスプロファイルの管理, 59 ページ

• 顧客組織のブランディングについて, 75 ページ

• ユーザグループのブランディング, 76 ページ

• 顧客組織のブランディング, 78 ページ

• ログインページのブランディング, 79 ページ

ユーザロールの管理
Cisco UCS Directorは次のユーザロールをサポートしています。

•すべてのポリシー管理者

•請求管理者

•コンピューティング管理者
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•グループ管理者：ユーザを追加する権限を持つエンドユーザ。このユーザはセルフサービ
スポータルを使用できます。

• IS管理者

• MSP管理者

•ネットワーク管理者

•オペレータ

•サービスエンドユーザ：このユーザはセルフサービスポータルの表示および使用のみが可
能です。

•ストレージ管理者

•システム管理者

これらのユーザロールはシステムで定義されており、デフォルトで使用できます。あるロールが

デフォルトで使用できるかどうかは、[ユーザロール]ページの [デフォルトのロール]列に [はい]
とマークされているかどうかで判別できます。

システムの管理者は、ユーザロールについて次のタスクを実行できます。

•システム内で新しいユーザロールを作成し、そのロールのユーザを作成します。

新しいユーザロールを作成する場合は、ユーザロールを管理者にするかエンドユーザにす

るかを指定できます。ユーザロールの作成の詳細については、ユーザロールの追加, （16
ページ）を参照してください。特定のロールに対するユーザの作成の詳細については、ユー

ザの追加, （17ページ）を参照してください。

•デフォルトのロールを含む既存のユーザロールを変更し、そのロールに関連付けられたユー
ザのメニュー設定と読み取り/書き込み権限を変更します。

ロールのメニュー設定と権限を変更する手順は、ユーザロールを追加する手順と同じです。

ユーザロールの追加
CiscoUCSDirectorに任意の数のユーザロールを作成し、そのロールのユーザのメニュー設定を定
義できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [ユーザロール]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ユーザロールの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ユーザロールの名前。[ユーザロール]フィールド

追加するロールのタイプを選択します。この属

性の種類は次のとおりです。

•総務

•エンドユーザ

[ロールタイプ]ドロップダウンリスト

追加するロールの説明。[説明]フィールド

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [メニュー設定]ペインで、このロールを定義されたユーザに表示されるメニューオプションを選
択します。

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [ユーザ権限]ペインでは、このロールに作成されるユーザのさまざまなタスクに対する読み取り
または書き込み権限を選択します。

ステップ 9 [送信]をクリックします。

次の作業

このタイプのロールを持つユーザを作成します。

ユーザの追加

はじめる前に

グループにユーザを追加する前に、そのグループが作成されていることを確認してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [ログインユーザ]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ユーザの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド名

ユーザのロールタイプを選択します。

このドロップダウンリストには、

Cisco UCS Directorで使用可能なすべ
てのユーザロールが表示されます。

デフォルトで使用可能なユーザロー

ルに加えて、追加のユーザロールを

作成できます。ユーザロールの作成

の詳細については、ユーザロールの

追加, （16ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

[ユーザロール]ドロップダウンリスト

ユーザがアクセスできるグループを選択しま

す。すでに使用可能なグループを選択するか、

または新しいグループを追加できます。

このフィールドは、ユーザロールと

してサービスエンドユーザまたはグ

ループ管理者を選択している場合に

のみ表示されます。

（注）

[グループ名（GroupName）]ドロップダウンリ
スト

ユーザが管理するMSP組織を選択します。

現在使用可能な組織を選択するか、または新し

い組織を追加できます。

このフィールドは、ユーザロールと

してMSP管理者を選択している場合
にのみ表示されます。

（注）

[MSP組織（MSP Organization）]ドロップダウ
ンリスト

ログイン名。[ログイン名]フィールド

パスワード。

ユーザに対して Lightweight Directory
Access Protocol（LDAP）認証が設定
されている場合、パスワードはロー

カルサーバではなく、LDAPサーバ
でのみ検証されます。

（注）

[パスワード]フィールド

確認のためにパスワードを再入力します。[パスワードの確認]フィールド

電子メールアドレス。

電子メールアドレスは、サービスリ

クエストのステータスをグループ所

有者に通知し、承認を要求するため

に必要です。

（注）

[User Contact Email（ユーザの連絡先電子メー
ル）]フィールド
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説明フィールド名

名。[名]フィールド

姓。[姓]フィールド

ユーザの電話番号です。[電話]フィールド

ユーザの郵便住所です。[住所]フィールド

ステップ 5 [追加]をクリックします。

次の作業

ユーザをメインウィンドウから選択し、[プロファイルの管理]をクリックすると、任意でそのユー
ザに複数のロールを割り当てることができます。

ユーザタイプの管理
システム管理者には、ユーザの追加、ユーザとユーザ権限の表示、さまざまなシステムコンポー

ネントに対する個別ユーザの読み取り/書き込み権限の変更など、CiscoUCSDirectorを管理するた
めのすべての権限が与えられています。

ほとんどのユーザは、ログイン時に管理ポータルを表示して使用します。

デフォルトのユーザ権限
各管理ユーザは、CiscoUCSDirectorにアクセスするための権限セットを持っています。ユーザ権
限のタイプは次のとおりです。

•読み取り：読み取り権限を持つ管理ユーザは、ファイルの読み取りのみを行うことができま
す。

•書き込み：書き込み権限を持つ管理ユーザは、ファイルの読み取り、書き込み、および変更
を行うことができます。この権限では、ファイルの変更、削除、または名前変更が許可され

ます。

•読み取り/書き込み：読み取り/書き込み権限を持つ管理ユーザは、ファイルの読み取り、お
よび書き込みを行うことができます。
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すべてのポリシー管理者

次の表は、全ポリシー管理者が実行できるアクションのリストを示します。

権限一般業務

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティング

はいVMラベル

はいvDCへの VM割り当て

はい仮想ストレージ

はい仮想ネットワーク

はいはい物理コンピューティング

はいはい物理ストレージ

はいはい物理ネットワーク

はいはいグループのサービスリク

エスト

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

はい予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

はいシステム管理者

はいユーザとグループ

はい仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC
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権限一般業務

はいはいコンピューティングポリ

シー

はいはいストレージポリシー

はい導入ポリシー

はいSLAポリシー

はいはいネットワークポリシー

はいはいサービス提供

はいリソース制限レポート

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート

はいCloudSenseアセスメント
レポート

はいはいオーケストレーション

はい検出

はいMSP

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

エンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

はいチャージバックの書き込み
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権限一般業務

UCSDクラスタ

リソースグループ

タグライブラリ

請求管理者

次の表は、請求管理者が実行できるアクションのリストを示します。

権限オペレーション

書き込み読み取り

仮想コンピューティング

VMラベル

vDCへの VM割り当て

仮想ストレージ

仮想ネットワーク

物理コンピューティング

物理ストレージ

物理ネットワーク

はいグループのサービスリク

エスト

承認者のサービスリクエ

スト

はいはい予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック
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権限オペレーション

システム管理者

ユーザとグループ

仮想アカウント

カタログ

vDC

コンピューティングポリ

シー

ストレージポリシー

導入ポリシー

SLAポリシー

ネットワークポリシー

サービス提供

はいリソース制限レポート

グループユーザ

はいはいCloudSenseレポート

はいはいCloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

はい検出

はいはいMSP

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス
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権限オペレーション

モバイルアクセス設定

エンドユーザのチャージ

バック

はいリソースアカウンティン

グの書き込み

はいチャージバックの書き込み

UCSDクラスタ

リソースグループ

タグライブラリ

コンピューティング管理者

次の表は、コンピューティング管理者が実行できるアクションのリストを示します。

権限オペレーション

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティ

ング

はいVMラベル

vDCへの VM割り
当て

はい仮想ストレージ

はい仮想ネットワーク

はいはい物理コンピューティ

ング

はい物理ストレージ

はい物理ネットワーク
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ユーザとグループの管理

コンピューティング管理者



権限オペレーション

はいグループのサービス

リクエスト

はいはい承認者のサービス

リクエスト

はい予算

はいリソースアカウン

ティング

はいチャージバック

はいシステム管理者

はいユーザとグループ

はい仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC

はいはいコンピューティング

ポリシー

はいストレージポリ

シー

はい導入ポリシー

はいSLAポリシー

はいネットワークポリ

シー

はいサービス提供

はいリソース制限レポー

ト

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート
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ユーザとグループの管理

コンピューティング管理者



権限オペレーション

はいCloudSenseアセスメ
ントレポート

はいはいオーケストレーショ

ン

はい検出

はいはいMSP

自動化モジュールを

開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモートVMアクセ
ス

モバイルアクセス

設定

エンドユーザの

チャージバック

リソースアカウン

ティングの書き込み

チャージバックの書

き込み

UCSDクラスタ

はいはいリソースグループ

はいはいタグライブラリ
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ユーザとグループの管理

コンピューティング管理者



グループ管理者

権限タスク

書き込み読み取り

はいはい仮想コンピューティング

はいVMラベル

vDCへの VM割り当て

仮想ストレージ

仮想ネットワーク

物理コンピューティング

はいはい物理ストレージ

物理ネットワーク

はいはいグループのサービスリク

エスト

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

システム管理者

ユーザとグループ

仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC
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ユーザとグループの管理

グループ管理者



権限タスク

コンピューティングポリ

シー

ストレージポリシー

導入ポリシー

SLAポリシー

ネットワークポリシー

サービス提供

はいリソース制限レポート

はいはいグループユーザ

はいはいCloudSenseレポート

CloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

検出

MSP

自動化モジュールを開く

はいはいCS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

はいエンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

チャージバックの書き込み
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ユーザとグループの管理

グループ管理者



権限タスク

UCSDクラスタ

リソースグループ

タグライブラリ

IS 管理者

権限タスク

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティング

はいVMラベル

はいvDCへの VM割り当て

はい仮想ストレージ

はい仮想ネットワーク

はい物理コンピューティング

はい物理ストレージ

はい物理ネットワーク

はいグループのサービスリクエ

スト

はいはい承認者のサービスリクエス

ト

はい予算

はいリソースアカウンティング

はいチャージバック

はいシステム管理者

はいユーザとグループ
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ユーザとグループの管理

IS 管理者



権限タスク

はい仮想アカウント

はいカタログ

はいはいvDC

はいコンピューティングポリ

シー

はいストレージポリシー

はいはい導入ポリシー

はいはいSLAポリシー

はいネットワークポリシー

はいはいサービス提供

はいリソース制限レポート

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート

はいCloudSenseアセスメントレ
ポート

はいはいオーケストレーション

はい検出

はいMSP

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定
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ユーザとグループの管理

IS 管理者



権限タスク

エンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティング

の書き込み

チャージバックの書き込み

UCSDクラスタ

はいはいリソースグループ

はいはいタグライブラリ

ネットワーク管理者

権限タスク

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティング

はいVMラベル

vDCへの VM割り当て

はい仮想ストレージ

はい仮想ネットワーク

はい物理コンピューティング

はい物理ストレージ

はいはい物理ネットワーク

はいグループのサービスリク

エスト

はいはい承認者のサービスリクエ

スト
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ユーザとグループの管理

ネットワーク管理者



権限タスク

はい予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

はいシステム管理者

はいユーザとグループ

はい仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC

はいコンピューティングポリ

シー

はいストレージポリシー

はい導入ポリシー

はいSLAポリシー

はいはいネットワークポリシー

はいサービス提供

はいリソース制限レポート

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート

はいCloudSenseアセスメント
レポート

はいはいオーケストレーション

はいはい検出

はいはいMSP
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ユーザとグループの管理

ネットワーク管理者



権限タスク

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

エンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

チャージバックの書き込み

UCSDクラスタ

はいはいリソースグループ

はいはいタグライブラリ

オペレータ

権限タスク

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティング

はいVMラベル

はいvDCへの VM割り当て

はい仮想ストレージ

はい仮想ネットワーク

はい物理コンピューティング

はい物理ストレージ
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ユーザとグループの管理

オペレータ



権限タスク

はい物理ネットワーク

はいはいグループのサービスリク

エスト

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

はい予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

はいシステム管理者

はいユーザとグループ

はい仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC

はいコンピューティングポリ

シー

はいストレージポリシー

はい導入ポリシー

はいSLAポリシー

はいネットワークポリシー

はいサービス提供

はいリソース制限レポート

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート
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ユーザとグループの管理

オペレータ



権限タスク

はいCloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

検出

MSP

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

エンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

チャージバックの書き込み

UCSDクラスタ

リソースグループ

タグライブラリ

サービスエンドユーザ

権限タスク

書き込み読み取り

はいはい仮想コンピューティング

はいVMラベル
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ユーザとグループの管理

サービスエンドユーザ



権限タスク

vDCへの VM割り当て

仮想ストレージ

仮想ネットワーク

はい物理コンピューティング

はい物理ストレージ

物理ネットワーク

はいはいグループのサービスリク

エスト

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

システム管理者

ユーザとグループ

仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC

コンピューティングポリ

シー

ストレージポリシー

導入ポリシー

SLAポリシー

ネットワークポリシー
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サービスエンドユーザ



権限タスク

サービス提供

はいリソース制限レポート

グループユーザ

はいCloudSenseレポート

CloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

検出

MSP

自動化モジュールを開く

はいCS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

はいエンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

チャージバックの書き込み

UCSDクラスタ

リソースグループ

タグライブラリ
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ユーザとグループの管理

サービスエンドユーザ



ストレージ管理者

権限タスク

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティング

はいVMラベル

vDCへの VM割り当て

はい仮想ストレージ

はい仮想ネットワーク

はい物理コンピューティング

はいはい物理ストレージ

はい物理ネットワーク

はいグループのサービスリク

エスト

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

はい予算

はいリソースアカウンティン

グ

はいチャージバック

はいシステム管理者

はいユーザとグループ

はい仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC
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ユーザとグループの管理

ストレージ管理者



権限タスク

はいコンピューティングポリ

シー

はいはいストレージポリシー

はい導入ポリシー

はいSLAポリシー

はいネットワークポリシー

はいサービス提供

はいリソース制限レポート

はいグループユーザ

はいCloudSenseレポート

はいCloudSenseアセスメント
レポート

はいはいオーケストレーション

はいはい検出

はいはいMSP

自動化モジュールを開く

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

エンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

チャージバックの書き込み
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ユーザとグループの管理

ストレージ管理者



権限タスク

UCSDクラスタ

はいはいリソースグループ

はいはいタグライブラリ

ユーザの役割および権限

次の表に、各管理ユーザタイプに対応する権限のリストを示します。

スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

請求管

理者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み取

り

読み取

り

書き込

み

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み取

り

仮想コン

ピュー

ティング

書き込

み

書き

込み

書き込

み

書き込

み

書き込

み

書き込

み

書き

込み

書き

込み

書き込

み

VMラベ
ル

書き込

み

書き込

み

書き込

み

vDCへの
VM割り
当て

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

仮想スト

レージ

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

仮想ネッ

トワーク

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

物理コン

ピュー

ティング
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ユーザとグループの管理

ユーザの役割および権限



スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

請求管

理者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み取

り/書き
込み

物理スト

レージ

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書き
込み

物理ネッ

トワーク

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

グループ

のサービ

スリクエ

スト

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

承認者の

サービス

リクエス

ト

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書
き込み

読み取

り

予算

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

リソース

アカウン

ティング

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

チャージ

バック

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

システム

管理者

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

ユーザと

グループ

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り

仮想アカ

ウント
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ユーザの役割および権限



スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

請求管

理者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

読み取

り

カタログ

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み

取り

読み取

り

vDC

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

コン

ピュー

ティング

ポリシー

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書き
込み

ストレー

ジポリ

シー

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書き
込み

ネット

ワークポ

リシー

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り

書き込

み

導入ポリ

シー

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り

書き込

み

SLAポリ
シー

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み

取り

読み取

り/書き
込み

サービス

提供

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

リソース

制限レ

ポート
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ユーザの役割および権限



スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

請求管

理者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み取

り/書き
込み

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み取

り

グループ

ユーザ

読み取

り

読み

取り

読み取

り

読み取

り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

読み

取り

読み取

り/書
き込み

読み取

り

CloudSense
レポート

読み取

り

読み取

り

読み

取り

読み取

り/書
き込み

読み取

り

CloudSense
アセスメ

ントレ

ポート

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書き
込み

オーケス

トレー

ション

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

書き込

み

読み

取り

読み取

り

読み取

り

検出

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

書き込

み

読み

取り/
書き

込み

読み取

り/書
き込み

書き込

み

MSP

自動化モ

ジュール

を開く

読み

取り

読み取

り

読み

取り/
書き

込み

CS共有
レポート
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スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

請求管

理者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み

取り/
書き

込み

CS共有
評価

リモート

VMアク
セス

モバイル

アクセス

設定

読み

取り

読み取

り

読み

取り

エンド

ユーザの

チャージ

バック

書き込

み

リソース

アカウン

ティング

の書き込

み

書き込

み

書き込

み

チャージ

バックの

書き込み

UCSDク
ラスタ

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

リソース

グループ
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スト

レージ

管理者

サー

ビス

エン

ド

ユー

ザ

オペ

レータ

ネット

ワーク

管理者

MSP 管
理者

IS 管理
者

グ

ルー

プ管

理者

コン

ピュー

ティ

ング

管理

者

請求管

理者

すべて

のポリ

シー管

理者

権限

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み取

り/書き
込み

読み

取り/
書き

込み

タグライ

ブラリ

MSP 管理者ロール
マネージドサービスプロバイダー（MSP）の組織は、Cisco UCS Directorでの顧客グループのカ
テゴリ化です。これは顧客組織のハイレベルなカテゴリ化で、親組織と見なすこともできます。

このMSP組織内で、複数のサブカテゴリまたは子組織をグループ化できます。たとえば、シス
コのような企業名はMSP組織です。このMSP組織内で、人事、財務、運営など複数の顧客グ
ループを作成できます。これらのグループはMSP組織内の顧客グループと見なされます。

管理者は、Cisco UCS Directorの各MSPに必要です。この管理者はMSP管理者と呼ばれます。
この管理者は、MSP組織とMSP組織内のすべての顧客組織を管理します。

Cisco UCS Directorのグローバル管理者として、MSP組織およびMSP管理者を作成するステップ
の推奨手順を以下に示します。

1 Cisco UCS Directorでサービスプロバイダー機能を有効にします。この機能を有効にする方法
の詳細については、サービスプロバイダー機能の有効化,（98ページ）を参照してください。

2 MSP組織を作成します。詳細については、MSP組織の作成, （48ページ）を参照してくださ
い。

3 MSP組織内で顧客グループを作成します。詳細については、顧客組織の作成, （49ページ）
を参照してください。

4 Cisco UCS DirectorでMSP管理者ロール権限を持つユーザを作成します。このユーザを作成す
るときに、このユーザが管理できるMSP組織を選択したり、新しいMSP組織を作成すること
もできます。特定のロールを持つユーザを作成する方法の詳細については、ユーザの追加, （
17ページ）を参照してください。

ロールによって、ユーザが Cisco UCS Directorで確認できるメニューおよびタブが定義されま
す。通常、MSP管理者には次のメニューが必要です。

•組織

•ポリシー

• Cloud Sense
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MSP組織およびMSP管理者ロールの作成に加えて、カスタマイズされたロゴおよびアプリケー
ションラベルでこれらの組織をブランディングすることもできます。詳細については、顧客組織

のブランディング, （78ページ）を参照してください。

Cisco UCS Directorは、グローバルレベル、MSP組織レベル、および顧客組織レベルでのブラ
ンディングをサポートしています。ただし、ユーザに表示されるブランディングの詳細は特

定のガイドラインに依存します。詳細については、顧客組織のブランディングについて, （
75ページ）を参照してください。

（注）

MSP管理者の場合、次の表に Cisco UCS Directorで実行するタスクを示します。また、タスクの
手順情報を確認できるこのガイドのトピックへのリンクも示します。

ガイドの情報へのリンクタスク

顧客組織の作成, （49ページ）管理する顧客組織の作成

顧客組織のブランディング, （78ページ）顧客組織への特定のブランディングの適用

ポリシーの管理, （141ページ）VMをプロビジョニングするためのポリシーの
作成と管理

CloudSense分析の管理, （301ページ）レポートを生成するための Cloud Sense分析の
使用

グループの管理

ユーザグループの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [ユーザグループ]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [グループの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

グループまたは顧客組織の名前。[名前]フィールド

グループまたは顧客組織の説明（必要な場合）。[説明]フィールド
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説明フィールド名

グループの短い名前またはコード名。この名前は、VMとホスト名
テンプレートで使用されます。

[コード]フィールド

（任意）コストセンターの名前または番号（必要な場合）。この名

前または番号は、グループが関連付けられているコストセンターを

表します。この名前は、VMwareシステムポリシーVMの命名規則
で使用できます。

命名規則にコストセンターを使用する方法の詳細については、ポリ

シーの管理, （141ページ）を参照してください。

[コストセンター]フィール
ド

この電子メールアドレスは、必要に応じてサービスリクエストとリ

クエスト承認のステータスをグループ所有者に通知するために使用

されます。

[連絡先の電子メール]
フィールド

連絡先の名。[名]フィールド

連絡先の姓。[姓]フィールド

連絡先の電話番号。[電話]フィールド

連絡先の住所。[住所]フィールド

このグループ内のユーザのグループ共有ポリシーを選択します。

このドロップダウンリストにデータが取り込まれるのは、グループ

共有ポリシーを作成した場合だけです。このポリシーの作成の詳細

については、グループ共有ポリシーの作成,（147ページ）を参照し
てください。

[GroupShare Policy（グルー
プ共有ポリシー）]ドロッ
プダウンリスト

オンにすると、ユーザにこのグループのリソースが割り当てられ、

それらのリソースを所有できます。またこれらのユーザは、グルー

プに属するリソースを表示できます。ただし、ユーザ間でリソース

を共有することはできません。

[ユーザへのリソース割り
当てを許可]チェックボッ
クス

ステップ 5 [追加]をクリックします。

次の作業

さらにグループを追加する場合は、この手順を繰り返します。追加するグループごとに、リソー

ス制限を編集し、タグを管理し、ロゴおよびアプリケーションラベルをカスタマイズできます。
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MSP 組織の作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [MSP組織（MSP Organizations）]タブをクリックします。
このタブ名は目安にすぎません。サービスプロバイダー機能を有効にしている場合は、第1レベ
ルと第 2レベルの組織の名前を指定します。これらの名前は、インターフェイスのタブとして表
示されます。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [MSP組織の追加（Add MSP Organizations）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力
します。

説明フィールド名

MSP組織の名前。[名前]フィールド

MSP組織の説明（必要な場合）。[説明]フィールド

グループの短い名前またはコード名。この名前は、VMとホスト名
テンプレートで使用されます。

[コード]フィールド

コストセンターの名前または番号（必要な場合）。この名前または

番号は、グループが関連付けられているコストセンターを表しま

す。この名前は、VMwareシステムポリシーVMの命名規則で使用
できます。

命名規則にコストセンターを使用する方法の詳細については、ポリ

シーの管理, （141ページ）を参照してください。

[コストセンター]フィール
ド

この電子メールは、必要に応じてサービスリクエストおよびリクエ

スト承認のステータスをMSP管理者に通知する目的で使用されま
す。

[連絡先の電子メール]
フィールド

連絡先の名。[名]フィールド

連絡先の姓。[姓]フィールド

連絡先の電話番号。[電話]フィールド

連絡先の住所。[住所]フィールド
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ステップ 5 [追加]をクリックします。

次の作業

このMSP組織内で顧客組織を作成できます。追加するMSP組織ごとに、リソース制限を編集
し、タグを管理し、ロゴおよびアプリケーションラベルをカスタマイズできます。

顧客組織の作成

MSP組織内で顧客組織を作成するには、この手順に従います。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [顧客組織（Customer Organizations）]タブをクリックします。
このタブ名は目安にすぎません。サービスプロバイダー機能を有効にしている場合は、第1レベ
ルと第 2レベルの組織の名前を指定します。これらの名前は、インターフェイスのタブとして表
示されます。サービスプロバイダー機能を無効にしている場合は、[顧客組織（Customer
Organizations）]タブのみが表示されます。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [グループの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

グループまたは顧客組織の名前。[名前]フィールド

グループまたは顧客組織の説明（必要な場合）。[説明]フィールド

ドロップダウンリストからMSP組織名を選択します。

このリストには、現在管理できるすべてのグループが含まれていま

す。たとえば、システムのグローバル管理者である場合、このリス

トには管理対象のすべての組織が表示されます。しかし、MSP管理
者の場合は、このリストには管理者権限がある組織が表示されます。

[MSPグループ名（MSP
Group Name）]フィールド

グループの短い名前またはコード名。この名前は、VMとホスト名
テンプレートで使用されます。

[コード]フィールド
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説明フィールド名

（任意）コストセンターの名前または番号（必要な場合）。この名

前または番号は、グループが関連付けられているコストセンターを

表します。この名前は、VMwareシステムポリシーVMの命名規則
で使用できます。

命名規則にコストセンターを使用する方法の詳細については、ポリ

シーの管理, （141ページ）を参照してください。

[コストセンター]フィール
ド

この電子メールは、必要に応じてサービスリクエストおよびリクエ

スト承認のステータスをグループ所有者に通知する目的で使用され

ます。

[連絡先の電子メール]
フィールド

連絡先の名。[名]フィールド

連絡先の姓。[姓]フィールド

連絡先の電話番号。[電話]フィールド

連絡先の住所。[住所]フィールド

このグループのユーザのグループ共有ポリシーを選択します。

このドロップダウンリストにデータが取り込まれるのは、グループ

共有ポリシーを作成した場合だけです。このポリシーの作成の詳細

については、グループ共有ポリシーの作成,（147ページ）を参照し
てください。

[グループ共有ポリシー]ド
ロップダウンリスト

オンにすると、このグループのユーザは、そのユーザに割り当てら

れたリソースを持つことができ、これらのリソースを所有できます。

また、これらのユーザは、グループに属するリソースを確認できま

す。しかし、ユーザ間でリソースを共有することはできません。

[ユーザへのリソース割り
当てを許可]チェックボッ
クス

ステップ 5 [追加]をクリックします。

次の作業

さらに顧客組織を追加する場合は、この手順を繰り返します。追加する顧客組織ごとに、リソー

ス制限を編集し、タグを管理し、ロゴおよびアプリケーションラベルをカスタマイズできます。
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パスワードポリシー

パスワードポリシーはすべてのユーザに適用され、すべてのユーザタイプに関して、ユーザを追

加するか、パスワードを変更する際に適用されます。このポリシーによって、次のパスワード制

限が適用されます。

•パスワードの長さ

•パスワードをユーザ名と同じにすることができるかどうか

•現在のパスワードを新しいパスワードとして再設定できるかどうか

•パスワードで使用できない正規表現

パスワードポリシーの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [パスワードポリシー]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

パスワードの最小文字数を選択します。[パスワードの最小長]ドロップダウンリスト

パスワードの最大文字数を選択します。[パスワードの最大長]ドロップダウンリスト

大文字、小文字、数字、特殊文字などの文字ク

ラスの最小数を選択します。

[文字クラスの最小数]ドロップダウンリスト

ログイン IDと同じパスワードの使用を禁止す
るには、このチェックボックスをチェックしま

す。

[パスワードでのログイン名の使用を許可しな
い]チェックボックス

以前のパスワードの使用を禁止し、新しいパス

ワードが古いパスワードと同一にならないよう

にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。

[前のパスワードを許可しない]チェックボック
ス

パスワードでの使用を禁止する正規表現（1行
に 1つずつ）。たとえば .*abc.*は、指定する
パスワードには文字列「abc」が含まれていて
はならないことを指定します。

[正規表現と一致するパスワードを許可しない]
フィールド
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ステップ 3 [送信]をクリックします。

グループ予算ポリシー

チャージバック機能を使用して、リソースが計上されます。グループまたは顧客の組織ごとのリ

ソース使用に対して、エンティティを予算ポリシーに関連付けます。

グループまたは顧客の組織を予算の監視機能付きで設定して、グループまたは顧客の組織が、プ

ロビジョニングされた予算内で収まるようにすることも、予算を超過できるように設定すること

もできます。

グループ予算ポリシーの表示および編集

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [ユーザグループ]タブを選択します。

ステップ 3 リストからグループを選択します。

ステップ 4 [予算ポリシー]をクリックします。

ステップ 5 [予算ポリシー]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

グループによる予算の使用状況をモニタするに

は、このチェックボックスをオンにします。こ

のグループのすべての予算エントリを無視する

には、このチェックボックスをオフにします。

[予算の監視の有効化]チェックボックス

グループメンバーに対しプロビジョニング済み

予算の超過を許可する場合は、オンにします。

予算をすべて消化した場合に、新しい予算が追

加されるまで、すべてのリクエストを却下する

には、このチェックボックスをオフにします。

[予算超過を許可]チェックボックス

ステップ 6 [保存]をクリックします。
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リソース制限値

リソース使用率を管理するために、グループ、顧客組織またはテナントのリソース制限値を設定

できます。次の制限値を指定できます。

•仮想リソース

•オペレーティングシステムリソース

•物理リソース

オペレーティングシステムリソースと物理リソースの制限に関する設定は、パブリッククラ

ウドではサポートされません。

（注）

CiscoUCSDirectorでサービスプロバイダー機能を有効にしている場合は、リソース制限値を設定
するときに次の事項に留意する必要があります。

•親組織レベルに設定された制限値によって、親組織内の顧客グループとコンテナに対し設定
できる制限値が決まります。

たとえば、親組織であるテナント 1に対しリソース制限値 8を設定した場合、テナント 1内
のすべての顧客グループに指定される累積制限値は 8を超えてはいけません。

•特定の顧客グループにリソース制限値を追加していないが、そのグループ内のコンテナに対
し制限値を指定している場合は、親組織内の別の顧客グループに制限値を設定する前にリ

ソース制限値の合計を考慮する必要があります。

たとえば、親組織であるテナント 1があり、その中に 3つの顧客グループ、グループ A、グ
ループ B、およびグループ Cがあると仮定します。グループ Aにはコンテナ C1と C2があ
り、グループ Bにはコンテナ C3と C4があります。テナント 1に制限値 10を、グループ A
に制限値 2を、グループ B内のコンテナ 1および 2に制限値 2を設定しました。さらに具体
的に言うと、グループBには制限値を設定していませんが、その中のコンテナには制限値を
指定しました。このシナリオでは、グループCに制限値を設定する場合、指定する制限値は
グループ Aとグループ B内のコンテナに指定された制限値の合計を超えてはいけません。

•すべての顧客グループとその中のコンテナに設定された制限値の合計が親組織に設定された
リソース制限値を超えることはできません。

•特定の顧客グループにリソース制限値を追加していないが、そのグループ内のコンテナに対
し制限値を指定している場合は、親組織に制限値を設定する前にリソース制限値の合計を考

慮する必要があります。

サービスプロバイダー機能を無効にしている場合は、親組織が 1つしかないので次の原則が適用
されます。

•親組織に対し制限値を設定している場合は、すべての顧客グループに指定する制限値の合計
が親のリソース制限値を超えてはいけません。
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たとえば、親組織の中に 2つの顧客グループ、グループ Aとグループ Bがあると仮定しま
す。親組織に制限値 10を、グループAに 5を設定したとします。グループ Bに設定する制
限値は、グループ Aに設定した制限値とともに追加する場合、親組織に設定した制限値 10
を超えてはいけません。

•

リソース制限の表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サマリー]の順に選択します。

ステップ 2 表示するグループをクリックします。

ステップ 3 [リソース制限]を選択して、選択したグループのリソースの現在の制限、使用状況、保留中のSR
の使用、およびステータスを表示します。

リソース制限の編集

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 組織またはカスタマーグループのリソース制限を編集する場合は、[顧客組織（Customer
Organization）]タブまたは [MSP組織（MSP Organization）]タブを選択します。

これらの名前は目安にすぎません。サービスプロバイダー機能を有効にしている場合は、

第1レベルと第 2レベルの組織の名前を指定します。これらの名前は、インターフェイス
のタブとして表示されます。

重要

ステップ 3 ユーザグループのリソース制限を編集するには、[ユーザグループ（User Groups）]タブを選択し
ます。

ステップ 4 グループをテーブルから選択し、[リソース制限の編集（Edit Resources Limits）]をクリックしま
す。 [リソース制限]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 [リソース制限]ダイアログボックスで、[リソースの制限の有効化]チェックボックスをオンにし
て、以下のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

選択したグループ名。[グループ]フィールド
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説明フィールド名

リソース制限を有効にする場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。リソース制限を無

効にする場合は、このチェックボックスをオフ

にします。

チェックボックスをオンにすると、グループに

対するリソース制限を設定するためのオプショ

ンが示され、ゼロ以外のリソース制限がすべて

適用されます。

[リソースの制限の有効化（Enable Resource
Limits）]チェックボックス

アクティブな VMの最大数。[アクティブなVMの最大数（Maximum Active
VM Count）]フィールド

VMの合計数。[VMの最大合計数（MaximumTotalVMCount）]
フィールド

VDCの合計数。

VMのプロビジョニング時に、ユーザが指定す
る VDCの数がこのフィールドに指定した数を
超過すると、エラーメッセージが表示されま

す。

[VDCの最大合計数（Maximum Total VDC
Count）]フィールド

プロビジョニング済み vCPUの最大数。[プロビジョニング済みVCPUの制限（Provisioned
vCPUs Limit）]フィールド

プロビジョニング済みメモリの制限（GB）。[プロビジョニング済みメモリの制限(GB)
（Provisioned Memory (GB) Limit）]フィールド

プロビジョニング済み CPUの制限（GHz）[プロビジョニング済みCPUの制限(GHz)
（Provisioned CPU (GHz) Limit）]フィールド

プロビジョニング済みディスクの制限（GB）。[プロビジョニング済みディスクの制限(GB)
（Provisioned Disk (GB) Limit）]フィールド

予約済み CPUの制限（GHz）。[予約済みCPUの制限(GHz)（ReservedCPU(GHz)
Limit）]フィールド

予約済みメモリの制限（GB）。[予約済みメモリの制限(GB)（Reserved Memory
(GB) Limit）]フィールド

最大のスナップショット制限（GB）。[スナップショットの制限(GB)（Maximum
Snapshot (GB) Limit）]フィールド
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説明フィールド名

グループの非アクティブなVMCPUまたはメモ
リデータをリソース制限の計算に含める場合

は、このチェックボックスをオンにします。非

アクティブな VM CPUまたはメモリデータを
リソース計算から除外するには、このチェック

ボックスをオフにします。

[非アクティブなVMのCPUとメモリのカウント
（Count CPU and Memory for Inactive VMs）]
チェックボックス

[OSリソース制限]
OSのリソース制限および物理リソースの制限の設定は、パブリッククラウドではサ
ポートされません。

（注）

CentOS（Community EnterpriseOperating System）
サーバの最大数。

[CentOS]フィールド

Windows 2003サーバの最大数。[Windows Server 2003]フィールド

Windows 2008サーバの最大数。[Windows Server 2008]フィールド

Windows 2012サーバの最大数。[Windows Server 2012]フィールド

Windows 7マシンの最大数。[Windows 7]フィールド

Windows XPマシンの最大数。[Windows XP]フィールド

Red Hatマシンの最大数。[Red Hat]フィールド

Ubuntuマシンの最大数。[Ubuntu]フィールド

FreeBSDマシンの最大数。[FreeBSD]フィールド

その他の Linux OSの最大数。[その他のLinux（Other Linux）]フィールド

その他の OSの最大数。[その他（Other）]フィールド

[物理リソース制限]

vFilerの最大数。[vFilerの最大数（MaximumvFilerCount）]フィー
ルド

ストレージの最大容量。[物理ストレージの最大容量(GB)（Maximum
Physical Storage Space (GB)）]フィールド

サーバの最大数。[物理サーバの最大数（Maximum Physical Server
Count）]フィールド
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説明フィールド名

サーバの最大メモリ容量。[物理サーバの最大メモリ(GB)（Maximum
Physical Server Memory (GB)）]フィールド

サーバ CPUの最大数。[物理サーバの最大CPU数（Maximum Physical
Server CPU Count）]フィールド

ステップ 6 [保存]をクリックします。

管理プロファイルの設定

管理者プロファイルの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [ログインユーザ]タブを選択します

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [ユーザの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

ユーザタイプに [システム管理]を選択します。
システム管理者には、すべての権限が与えられ

ています。

[ユーザタイプ]のドロップダウンリスト

ログイン名。デフォルトは [管理者]です。ログイン名

管理者アカウントのパスワード。パスワード

確認のために管理者アカウントのパスワードを

再入力します。

パスワードの確認

管理者の電子メールアドレス。ユーザの連絡先メール

管理者の名。名

管理者の姓。姓
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説明フィールド名

管理者の電話番号。電話

管理者の住所。住所

ステップ 5 [追加]をクリックします。

管理者パスワードの変更

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [ログイン名]の列で、[管理者]を選択します。

ステップ 3 [パスワードの変更]をクリックします。

ステップ 4 [パスワードの変更]ダイアログボックスで、管理ユーザの新しいパスワードを入力し、確認しま
す。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

現在のオンラインユーザの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 オンラインユーザのリストを表示するには、[現在のオンラインユーザ]タブを選択します。ユー
ザ名、IPアドレス、セッションの開始時刻、最終データアクセス、およびクライアントを確認で
きます。
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ユーザアクセスプロファイルの管理

マルチロールアクセスプロファイル

1人のユーザを複数のロールに割り当てることができます。これは、1つのユーザアクセスプロ
ファイルとしてシステム内で反映されます。たとえば、あるユーザが、グループ管理者、および

全ポリシーの管理者としてCiscoUCSDirectorにログインしようとした場合、両方のタイプのアク
セスが適切であれば、いずれのログインも可能です。

アクセスプロファイルは、ユーザごとに表示できるリソースも定義します。デフォルトでは、1
人のユーザが作成されたときに 1つのアクセスプロファイルが作成されます。デフォルトでは、
ユーザは自分のリソース、およびグループのリソースを参照できます。ユーザはプロファイルを

作成して、自分のリソースを参照することも、グループで共有しているリソースのみを参照する

こともできます。

プロファイルの 1つを、デフォルトのユーザアクセスプロファイルとして設定できます。（注）

[プロファイルの管理]機能を使用して、ユーザアクセスプロファイルに対して追加、ログイ
ン、編集、または削除を行うことができます。

（注）

ユーザアクセスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [ログインユーザ]タブを選択します

ステップ 3 リストからユーザを選択します。

ステップ 4 [プロファイルの管理]をクリックします。

ステップ 5 [プロファイルの管理（Manage Profile）]ウィンドウで、[追加]（+）をクリックします。

ステップ 6 [アクセスプロファイルへのエントリの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力
します。

説明フィールド名

プロファイル名。[名前]フィールド

プロファイルの説明です。[説明]フィールド
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説明フィールド名

ユーザロールのタイプを選択します。[タイプ]ドロップダウンリスト

このユーザプロファイルを適用する組織を選択

します。

[顧客組織（Customer Organizations）]ドロップ
ダウンリスト

ユーザがアクセスできるか、ユーザがその一部

であるすべての他のグループからのリソースを

表示できるようにするには、このチェックボッ

クスをオンにします。

[ユーザがアクセスできるすべてのグループのリ
ソースを表示します（Show Resources From All
Other Groups theUser HasAccess）]チェックボッ
クス

[選択（Select）]をクリックして、ユーザプロ
ファイルを適用するグループを選択します。

ユーザは、選択されたグループに関連付けられ

たすべてのリソースにアクセスできます。

[共有グループ（Shared Groups）]フィールド

デフォルトのユーザアクセスプロファイルで

ある場合は、このチェックボックスをオンにし

ます。デフォルトでない場合は、このチェック

ボックスをオフにします。

[デフォルトプロファイル]チェックボックス

ステップ 7 [送信]をクリックします。

次の作業

必要に応じて、追加のユーザプロファイルを作成します。
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ユーザアクセスプロファイルの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [ログインユーザ]タブを選択します。

ステップ 3 リストからユーザを選択します。

ステップ 4 [プロファイルの管理]をクリックします。

ステップ 5 [プロファイルの管理]ウィンドウで、リストからユーザを選択します。

ステップ 6 [編集]をクリックします。

ステップ 7 [アクセスプロファイルエントリの編集]ダイアログボックスで、必要に応じて、[名前]、[説明]、
[タイプ]、[グループ]、または [デフォルトプロファイル]フィールドを編集します。

ステップ 8 [送信]をクリックします。

ユーザアクセスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [ログインユーザ]タブを選択します。

ステップ 3 リストからユーザを選択します。

ステップ 4 [プロファイルの管理]をクリックします。

ステップ 5 [プロファイルの管理]ウィンドウで、リストからユーザを選択します。

ステップ 6 [プロファイルの管理]ダイアログボックスで、[削除]をクリックします。

プロファイルへのログイン

手順

ステップ 1 [Cisco UCS Directorログイン]ダイアログボックスの [ユーザ名]フィールドに、ユーザ名を「ユー
ザ名:アクセスプロファイル名」の形式で入力します。

例：Alex:
GrpAdmin

（注）
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ステップ 2 [パスワード]フィールドにパスワードを入力します。

ステップ 3 [ログイン]をクリックします。

プロファイルの削除

デフォルトプロファイルは、システムで作成した最初のプロファイルです。デフォルトプロファ

イルを別のプロファイルに変更できます。新しいデフォルトプロファイルを使用し、ユーザ名と

パスワードを入力してログインします。

デフォルトプロファイルの変更

手順

ステップ 1 ウィンドウ右上（[ログアウト]の左側）で、ユーザ名をクリックします。

ステップ 2 [ユーザ情報]ウィンドウの [アクセスプロファイル]タブを選択します。

ステップ 3 ユーザプロファイルを選択し、[デフォルトプロファイルとして設定]をクリックします。
プロファイルを追加または編集するときにも、プロファイルをデフォルトとして設定で

きます。

（注）

認証および LDAP 統合
ローカル認証に対してフォールバックがある設定、フォールバックがない設定、および LDAPに
対してフォールバックがある設定が可能です。また、フォールバックを行わないVeriSign ID保護
（VID）認証を設定できます。

説明名称

認証は、ローカルのみ（CiscoUCSDirector）で
実行され、LDAPサーバ経由では実行されませ
ん。

[ローカル認証]

認証は最初にローカルサーバ（Cisco UCS
Director）で実行されます。ユーザがローカル
サーバにない場合、LDAPサーバが確認されま
す。

[ローカルが最初、LDAPにフォールバック]
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説明名称

認証は最初に LDAPサーバで実行されます。
ユーザが LDAPサーバにない場合、ローカル
サーバ（CiscoUCSDirector）が確認されます。

[LDAPが最初、ローカルにフォールバック]

VIP認証サービス（2要素認証）が有効化され
ます。

[VeriSign ID保護]

認証の環境設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [認証の環境設定]タブを選択します。

ステップ 3 [認証の環境設定]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

認証の環境設定を選択します。

次のいずれかを選択できます。

• [ローカル認証]

このオプションを選択した場合は、ステッ

プ 4に進みます。

• [ローカルが最初、LDAPにフォールバック]

• [LDAPが最初、ローカルにフォールバック]

この LDAP関連オプションのいずれかを選
択するときには、LDAPサーバを設定する必
要があります。詳細については、LDAPサー
バの設定, （66ページ）を参照してくださ
い。

• [VeriSign ID保護]

このオプションを選択した場合は、ステッ

プ 5に進みます。

[認証の環境設定]ドロップダウンリスト

ステップ 4 ローカル認証の場合、[保存]をクリックします。
この認証の環境設定では、LDAPユーザは Cisco UCS Directorにログインできません。
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ステップ 5 [VeriSign ID保護]を選択した場合は、次の手順を実行します。
a) VIP証明書をアップロードするには、[参照]をクリックします。
証明書を見つけて選択し、[アップロード]をクリックします。

b) [パスワード]を入力します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

LDAP 統合
LDAP統合を使用して、LDAPサーバのグループおよびユーザを Cisco UCS Directorと同期するこ
とができます。 LDAP認証により、同期されたユーザを LDAPサーバで認証することができま
す。 LDAPユーザおよびグループは、自動または手動で同期できます。 LDAP同期はシステムタ
スクとしても実行できます。手動または自動で新しい組織単位（OU）が LDAPディレクトリに
追加され、同期プロセスが実行されると、直近に追加されたLDAPユーザおよびグループがCisco
UCS Directorに表示されます。

グループ、またはドメインユーザのグループに属していないユーザは、[Users with No Group
（グループに属していないユーザ）]としてLDAPに表示されます。これらのユーザは、Cisco
UCS Directorのドメインユーザのグループの下に追加されます。

ローカルに存在している、または Cisco UCS Directorで外部から同期されているユーザおよび
グループは選択できません。

異なる LDAPサーバアカウントに所属し、同じ名前を持った LDAPユーザを追加できます。
ログインユーザ名を区別するために、ドメイン名が末尾に追加されます。たとえば、

abc@vxedomain.comなどです。このルールは、ユーザグループにも適用されます。

単一のLDAPアカウントが追加され、ユーザがユーザ名のみを指定してログインすると、Cisco
UCSDirectorは最初にそのユーザがローカルユーザまたはLDAPユーザのどちらであるかを判
別します。ユーザがローカルユーザおよび外部 LDAPユーザの両方として識別された場合、
ログイン段階でユーザ名がローカルユーザ名に一致すると、そのローカルユーザがCiscoUCS
Directorに対して認証されます。あるいは、ユーザ名が外部ユーザの名前に一致すると、その
LDAPユーザが Cisco UCS Directorに対して認証されます。

重要

LDAP 統合の規則と制限事項

グループの同期規則

•選択した LDAPグループが Cisco UCS Directorにすでに存在しており、ソースのタイプが
[ローカル（Local）]の場合、そのグループは同期中に無視されます。

•選択した LDAPグループが Cisco UCS Directorにすでに存在しており、グループソースのタ
イプが[外部]の場合、そのグループの説明および電子メール属性がCiscoUCSDirectorで更新
されます。

    Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3
64

ユーザとグループの管理

認証および LDAP 統合



ユーザの同期規則

•選択した LDAPユーザが Cisco UCS Directorにすでに存在しており、ソースのタイプが [外部
（External）]の場合、そのユーザは同期時に無視されます。ユーザの名前、説明、電子メー
ルおよびその他の属性が再度更新されることはありません。

•ユーザアカウントが 2つの異なる LDAPディレクトリに作成されると、最初に同期された
LDAPディレクトリのユーザの詳細が表示されます。もう一方の LDAPディレクトリからの
ユーザの詳細は表示されません。

•複数の LDAPディレクトリが同期された後、LDAP外部ユーザは、完全なドメイン名をユー
ザ名と共に指定して Cisco UCS Directorにログインする必要があります。たとえば、
vxedomain.com\usernameのように指定します。ただし、Cisco UCSDirectorに追加されている
LDAPサーバディレクトリが 1つしかない場合には、この規則は適用されません。

ユーザ同期の制限事項

•あるユーザが複数のグループメンバーシップを持っていても、そのユーザはCiscoUCSDirector
では単一のグループメンバーシップを持つことになります。

LDAP同期プロセスの後には、ユーザが正しいグループに割り当てられていることを確認して
ください。

（注）

LDAP 統合の管理

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [LDAP統合]タブをクリックして、LDAPサーバの同期のステータスを表示します。

ステップ 3 （任意） LDAP統合を管理するため、サーバを選択し、必要に応じて次のボタンをクリックしま
す。

説明名称

検索するドメインの識別名を選択できます。

LDAP同期処理が完了すると、選択した組織の
すべてのユーザとグループがCiscoUCSDirector
に取り込まれます。このアクションは、自動同

期プロセスであるとも見なされます。

LDAPサーバ同期をシステムタスク
として開始できます。詳細について

は、LDAP同期システムタスクの実
行, （71ページ）を参照してくださ
い。

（注）

[ベースDNの検索]ボタン
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説明名称

表示されるダイアログボックスでは、LDAPユー
ザおよびグループを取得するための基本検索条

件または拡張検索条件を指定できます。

[LDAPの手動同期のリクエスト]

ステップ 4 （任意） [LDAPの手動サーバ同期の要求]を選択した場合は、次のフィールドに入力します。

説明名称

組織単位ごとの基本検索を可能にします。[基本検索]チェックボックス

詳細検索を可能にします。[詳細検索]チェックボックス

いずれかの検索オプションを使用する時点ですでにユーザおよびグループが Cisco UCS
Directorに存在する場合、検索を実行しても同じユーザとグループは読み込まれません。

重要

ステップ 5 基本検索の場合は、[選択]をクリックして検索ベースを指定します。

ステップ 6 検索ベース DNを選択し、[選択]をクリックします。ステップ 9に進みます。

ステップ 7 詳細検索の場合は、[詳細なフィルタオプション]ペインで、[ユーザフィルタ]と [グループフィ
ルタ]の属性名を追加または編集します。

ステップ 8 [次へ]をクリックします。

ステップ 9 [ユーザとグループの選択]ペインで、次のフィールドに入力します。

説明名称

ユーザを同期する必要があるLDAPグループ。[LDAPグループ]フィールド

同期する必要がある LDAPユーザ。[LDAPユーザ]フィールド

ステップ 10 [送信]をクリックして、LDAPサーバを同期します。

LDAP サーバの設定

Cisco UCS Directorでは複数の LDAPサーバとアカウントを設定できます。

LDAPサーバアカウントが追加されると直ちにこのアカウントのシステムタスクが自動的に作成
され、データ同期を即時に開始します。 LDAPサーバアカウントのすべてのユーザとグループが
システムに追加されます。デフォルトでは、LDAPアカウントのすべてのユーザが自動的にサー
ビスエンドユーザプロファイルに割り当てられます。
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はじめる前に

認証設定を次のいずれかに設定しておく必要があります。

• [ローカルが最初、LDAPにフォールバック]

• [LDAPが最初、ローカルにフォールバック]

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [LDAP統合]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [LDAPサーバ設定]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

アカウント名。

この名前は一意である必要があります。

[アカウント名]フィールド

LDAPサーバのタイプ。この属性の種類は次の
とおりです。

• OpenLDAP

• MSAD - Microsoft Active Directory

[サーバタイプ]フィールド

LDAPサーバの IPアドレスまたはホスト名。[サーバ]フィールド

LDAPサーバに対するセキュアな接続を有効に
します。

[SSLの有効化]チェックボックス

ポート番号

SSLでは 636に、非セキュアモードでは 389に
自動的に設定されます。

[ポート]フィールド

ドメイン名。

LDAPディレクトリのタイプとして [OpenLDAP]
を選択した場合は、このドメイン名が、ユーザ

名で指定されたドメインと一致している必要が

あります。

完全なドメイン名を指定する必要があ

ります。たとえば、vxedomain.comな
どです。

重要

[ドメイン名]フィールド
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説明名称

ユーザ名。

LDAPディレクトリのタイプとして [OpenLDAP]
を選択した場合は、ユーザ名を次の形式で指定

してください。

uid=users,ou=People,dc=ucsd,dc=com

ここに指定する ouは、ディレクトリ階層でそ
の他のすべてのユーザが配置される場所です。

[ユーザ名]フィールド

ユーザのパスワード。[パスワード]フィールド

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [LDAP検索ベース]ペインで [選択]をクリックし、LDAP検索ベースのエントリを指定して、[選
択]をクリックします。
このリストには、Cisco UCS Directorで利用できるすべての組織単位（OU）が表示されます。

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [LDAPユーザロールフィルタ（LDAP User Role Filter）]ペインで、（+）記号をクリックして、
ユーザロールフィルタを追加します。

ステップ 9 [ユーザロールフィルタへのエントリの追加（Add Entry to User Role Filters）]ダイアログボックス
で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

属性の名前。これには、グループ名を指定でき

ます。

[属性名（Attribute Name）]フィールド

次のいずれかにできます。

•次の値と等しい（Equal to）

•次で始まる（Starts with）

[演算子（Operator）]ドロップダウンリスト

このフィールドで値を指定します

[演算子（Operator）]フィールドと [属性値
（Attribute Value）]フィールドの値に一致する
すべてのユーザが、[ユーザロールのマップ
（Map User Role）]ドロップダウンリストで選
択するユーザロールに割り当てられます。

[属性値（Attribute Value）]フィールド
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説明名前

ユーザのマップ先とするユーザロールを選択し

ます。次のいずれかにできます。

•すべてのポリシー管理者

•請求管理者

•コンピューティング管理者

•サービスエンドユーザ

•グループ管理者

• IS管理者

•ネットワーク管理者

•オペレータ管理者

•ストレージ管理者

[ユーザロールのマップ（Map User Role）]ド
ロップダウンリスト

ステップ 10 [送信]をクリックします。

ステップ 11 [OK]をクリックします。
ユーザロールフィルタが [ユーザロールフィルタ（User Role Filters）]テーブルに追加されます。

複数のユーザロールフィルタが指定されている場合は、最初の行に指定されたフィル

タが処理されます。

[ログインユーザ（LoginUsers）]タブでユーザのユーザロールを手動で更新すると、そ
のユーザには、グループをマップしたユーザロールが適用されなくなります。

（注）

次の作業

LDAPに認証の環境設定を設定していない場合は、認証の環境設定を変更するように指示されま
す。認証の環境設定の変更に関する詳細については、認証の環境設定, （63ページ）を参照して
ください。
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LDAP サーバのサマリー情報の表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [LDAP統合]タブを選択します。

ステップ 3 表から LDAPアカウント名を選択します。

ステップ 4 [表示]をクリックします。
[ViewLDAPAccount Information（LDAPアカウント情報の表示）]ダイアログボックスに、LDAP
アカウントのサマリー情報が表示されます。

ステップ 5 [閉じる]をクリックします。

LDAP サーバの接続のテスト

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [LDAP統合]タブを選択します。

ステップ 3 テーブルから LDAPのアカウント名を選択します。

ステップ 4 [テスト接続]をクリックします。

ステップ 5 [Test LDAPConnectivity（LDAP接続のテスト）]ダイアログボックスで、[閉じる]をクリックしま
す。
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LDAP 検索ベースDN エントリの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [LDAP統合]タブを選択します。

ステップ 3 テーブルから LDAPのアカウント名を選択します。

ステップ 4 [ベースDNの検索]をクリックします。

ステップ 5 [LDAP検索ベース]ダイアログボックスで、[選択]をクリックして検索エントリを選択します。

ステップ 6 [選択]をクリックします。

ステップ 7 [送信]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

LDAP 同期システムタスクの実行

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [システムタスク]を選択します。

ステップ 3 [フィルタ]フィールドに LDAPと入力します。

ステップ 4 [システムのタスク]表から [LDAPSyncTask]を選択します。

ステップ 5 [今すぐ実行]をクリックします。

ステップ 6 （任意） [タスクの管理]をクリックして、同期処理を有効または無効にします。

次の作業

同期プロセスの結果がCisco UCSDirectorに表示されます。 [LDAP統合]ペインで LDAPアカウン
トを選択し、[結果]をクリックすると、同期プロセスの概要が表示されます。

LDAP サーバの詳細の変更

設定済みの LDAPサーバに対し変更できるのは次の詳細情報のみです。

•ポート番号と SSL設定

•ユーザ名とパスワード

•検索ベース DNの選択内容
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•マップされているユーザロール

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [LDAP統合]タブをクリックして、LDAPアカウントを選択します。

ステップ 3 [変更]をクリックします。

ステップ 4 [LDAPサーバ設定の変更]ペインで、次のフィールドを編集します。

説明名前

LDAPサーバへのセキュアな接続をイネーブル
にします。

[SSLの有効化]チェックボックス

ポート番号

SSLの場合は 636に、非セキュアモードの場合
は389に自動的に設定されます。

[ポート]フィールド

ユーザ名。

LDAPディレクトリのタイプとして [OpenLDAP]
を選択した場合は、ユーザ名を次の形式で指定

してください。

uid=users,ou=People,dc=ucsd,dc=com

ここに指定する ouは、ディレクトリ階層でそ
の他のすべてのユーザが配置される場所です。

[ユーザ名]フィールド

ユーザのパスワード。[パスワード]フィールド

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [LDAP検索ベース]ペインで、[選択]をクリックして LDAP検索ベースのエントリを指定し、[選
択]をクリックします。

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [LDAPユーザロールフィルタ（LDAP User Role Filter）]ペインで、（+）記号をクリックして、
ユーザロールフィルタを追加します。

ステップ 9 [ユーザロールフィルタへのエントリの追加（Add Entry to User Role Filters）]ダイアログボックス
で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

属性の名前。これには、グループ名を指定でき

ます。

[属性名（Attribute Name）]フィールド
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説明名前

次のいずれかにできます。

•次の値と等しい（Equal to）

•次で始まる（Starts with）

[演算子（Operator）]ドロップダウンリスト

このフィールドで値を指定します

[演算子（Operator）]フィールドと [属性値
（Attribute Value）]フィールドの値に一致する
すべてのユーザが、[ユーザロールのマップ
（Map User Role）]ドロップダウンリストで選
択するユーザロールに割り当てられます。

[属性値（Attribute Value）]フィールド

ユーザのマップ先とするユーザロールを選択し

ます。次のいずれかにできます。

•すべてのポリシー管理者

•請求管理者

•コンピューティング管理者

•サービスエンドユーザ

•グループ管理者

• IS管理者

•ネットワーク管理者

•オペレータ管理者

•ストレージ管理者

[ユーザロールのマップ（Map User Role）]ド
ロップダウンリスト

ステップ 10 [送信]をクリックします。

ステップ 11 [OK]をクリックします。
ユーザロールフィルタが [ユーザロールフィルタ（User Role Filters）]テーブルに追加されます。

複数のユーザロールフィルタが指定されている場合は、最初の行に指定されたフィル

タが処理されます。

（注）

LDAP サーバ情報の削除

LDAPサーバアカウントを削除すると、次の動作が開始されます。
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• LDAPユーザに割り当てられていたリソースの割り当てが解除されます。

• LDAPユーザに割り当てられていた VMの割り当てが解除されます。

• LDAPグループに割り当てられていたリソースの割り当てが解除されます。

• LDAPグループに割り当てられていた VMの割り当てが解除されます。

• LDAPユーザに割り当てられていた VM共有ポリシーの割り当てが解除されます。

• LDAPユーザおよびグループに適用されていたタグがクリアされます。

•ユーザおよびグループが、データベースから直ちに削除されます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [LDAP統合]タブを選択します。

ステップ 3 テーブルから LDAPのアカウント名を選択します。

ステップ 4 [削除]をクリックします。

ステップ 5 [LDAPアカウントを削除する（Delete LDAP Account）]ダイアログボックスで、[削除（Delete）]
をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
これにより、Cisco UCS Director内の LDAPアカウントの削除が開始されます。 LDAPアカウント
内のユーザ数およびグループ数によって、この削除プロセスが完了するまでに数分かかる場合が

あります。この間、LDAPアカウントが Cisco UCS Directorに表示され続ける場合があります。
[更新]をクリックして、アカウントが削除されたことを確認します。

シングルサインオン

Cisco UCS Directorはワンログインを使用してシングルサインオンを提供します。シングルサイ
ンオンは、ユーザがアプリケーションにアクセスするために、パスワードを複数回入力すること

を不要にします。シングルサインオンが有効な場合、ユーザはポータルにログインして Cisco
UCS Directorにアクセスできます。

シングルサインオンは、ワンログイン証明書を登録した後、Cisco UCS Directorで使用可能に
なります。

（注）
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シングルサインオンの有効化

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [シングルサインオン]タブを選択します。

ステップ 3 [シングルサインオン]ペインで、[シングルサインオンの有効化]チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 4 [アップロードするファイルの選択]フィールドで、ワンログイン証明書ファイルを参照し、選択
します。

ステップ 5 [アップロード]をクリックします。

ステップ 6 アップロードが完了したら、[送信]をクリックします。

顧客組織のブランディングについて
Cisco UCS Directorは、次のレベルでのポータルのブランディングとカスタマイズをサポートして
います。

•グローバルレベル：これはグローバル管理者によって変更可能なシステムレベルのブラン
ディングです。

• MSP組織レベルまたはテナントレベル：このレベルでのブランディングは、管理者または
MSP管理者によって変更できます。

•顧客組織レベル：顧客組織は通常MSP組織にグループ化されます。したがってMSP管理者
またはグローバル管理者がブランディングの詳細を変更できます。

MSP組織レベルのブランディングサポートの導入に伴い、ユーザが確認するブランディングの変
更内容に適用される特定のルールがあります。適用される設定は、次によって異なります。

•ユーザロール：ユーザがエンドユーザか、グループ管理者か、またはMSP管理者か。

•ユーザが属する顧客組織とそれに対するブランディング設定。

• MSP組織のブランディング設定。

次の表に、Cisco UCS Directorでのブランディング動作を示します。
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表 2：Cisco Cisco UCS Directorでのブランディング動作

エンドユーザグループ管理者MSP 管理者顧客組織レベルの

ブランディング設

定

MSP 組織レベルの
ブランディング設

定

このユーザが属す

る顧客組織レベル

で設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

顧客組織レベルで

設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

MSP組織レベルで
設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

はいはい

このユーザが属す

る顧客組織レベル

で設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

顧客組織レベルで

設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

グローバルブラン

ディングの詳細が

表示されます。

はいいいえ

顧客組織が属する

MSP組織レベルで
設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

この顧客組織が属

するMSP組織レ
ベルで設定したブ

ランディングの詳

細が表示されま

す。

MSP組織レベルで
設定したブラン

ディングの詳細が

表示されます。

いいえはい

グローバルブラン

ディングの詳細が

表示されます。

グローバルブラン

ディングの詳細が

表示されます。

グローバルブラン

ディングの詳細が

表示されます。

いいえいいえ

ユーザグループのブランディング

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [ユーザグループ]タブを選択します。

ステップ 3 ブランディングするグループを選択します。

ステップ 4 [ブランディング]をクリックします。

ステップ 5 [グループブランディング]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド名

ロゴイメージをアップロードするには、この

チェックボックスをオンにします。

ステップ 6に進みます。

[ロゴイメージ]チェックボックス

アプリケーションヘッダーに表示するアプリ

ケーションラベルをカスタマイズするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

ステップ 8に進みます。

[アプリケーションラベル]チェックボックス

ログアウト時に特定の URLに転送するには、
このチェックボックスをオンにします。

ステップ 9に進みます。

[ログアウト時のURL転送]チェックボックス

カスタムリンクをブランディングするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

ステップ 10に進みます。

[カスタムリンク]チェックボックス

ステップ 6 [アップロードするファイルの選択]フィールドで、ロゴイメージファイルを参照して選択しま
す。

ロゴイメージの形式が JPG、PNG、またはGIFであることを確認します。最適なイメー
ジサイズは幅 200ピクセル、高さは 100ピクセルです。ダウンロード時間を短縮する
ため、イメージサイズを小さくしておくことをお勧めします。

（注）

ステップ 7 [アップロード]をクリックします。

ステップ 8 （任意） アプリケーションラベルとして、[ラベル1]および [ラベル2]フィールドに少なくとも
1つのアプリケーションのラベルを入力します。

ステップ 9 （任意） [URL]フィールドに、ログアウト時にユーザを転送する URLを入力します。

ステップ 10 （任意） 少なくとも最初の 2つのフィールドに値を入力してください。

説明名前

カスタムリンク 1のラベル。[カスタムリンク1のラベル]フィールド

カスタムリンク 1の URL。[カスタムリンク1のURL]フィールド

カスタムリンク 2のラベル。[カスタムリンク2のラベル]フィールド

カスタムリンク 2の URL。[カスタムリンク2のURL]フィールド

ステップ 11 [送信]をクリックします。
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顧客組織のブランディング
Cisco UCS Directorで顧客組織のロゴおよびアプリケーションラベルをカスタマイズできます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [顧客組織（CustomerOrganizations）]タブまたは [MSP組織（MSPOrganizations）]タブを選択しま
す。

これらの名前は目安にすぎません。サービスプロバイダー機能を有効にしている場合は、第1レ
ベルと第 2レベルの組織の名前を指定します。これらの名前は、インターフェイスのタブとして
表示されます。サービスプロバイダー機能を無効にしている場合は、[顧客組織（Customer
Organizations）]タブのみが表示されます。

ステップ 3 ブランディングする顧客組織を選択します。

ステップ 4 [ブランディング]をクリックします。

ステップ 5 [グループブランディング]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

ロゴイメージをアップロードするには、この

チェックボックスをオンにします。

ステップ 6に進みます。

[ロゴイメージ]チェックボックス

アプリケーションヘッダーに表示するアプリ

ケーションラベルをカスタマイズするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

ステップ 8に進みます。

[アプリケーションラベル]チェックボックス

ログアウト時に特定の URLに転送するには、
このチェックボックスをオンにします。

ステップ 9に進みます。

[ログアウト時のURL転送]チェックボックス

カスタムリンクをブランディングするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

ステップ 10に進みます。

[カスタムリンク]チェックボックス

ステップ 6 [アップロードするファイルの選択]フィールドで、ロゴイメージファイルを参照して選択しま
す。
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ロゴイメージの形式が JPG、PNG、またはGIFであることを確認します。最適なイメー
ジサイズは幅 200ピクセル、高さは 100ピクセルです。ダウンロード時間を短縮する
ため、イメージサイズを小さくしておくことをお勧めします。

（注）

ステップ 7 [アップロード]をクリックします。

ステップ 8 （任意） アプリケーションラベルとして、[ラベル1]および [ラベル2]フィールドに少なくとも
1つのアプリケーションのラベルを入力します。

ステップ 9 （任意） [URL]フィールドに、ログアウト時にユーザを転送する URLを入力します。

ステップ 10 （任意） 少なくとも最初の 2つのフィールドに値を入力してください。

説明名前

カスタムリンク 1のラベル。[カスタムリンク1のラベル]フィールド

カスタムリンク 1の URL。[カスタムリンク1のURL]フィールド

カスタムリンク 2のラベル。[カスタムリンク2のラベル]フィールド

カスタムリンク 2の URL。[カスタムリンク2のURL]フィールド

ステップ 11 [送信]をクリックします。

ログインページのブランディング
ログインページは、ドメイン名に関連付けられているロゴを示すように設定できます。エンド

ユーザがそのドメインからログインすると、ログインページでそのカスタムロゴが表示されま

す。ロゴの最適なイメージのサイズは幅 890ピクセル、高さ 470ピクセルで、余白に 255ピクセ
ルが割り当てられています。シスコは、より高速なダウンロードを実現するために、イメージサ

イズを小さくすることを推奨しています。

グループまたは顧客組織のログインページは、最初にブランディングで設定される（有効に

される）必要があります。

（注）
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カスタムドメインロゴの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [ログインページブランディング]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [ドメインブランディング]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

ブランディングするドメイン名。[ドメイン名]フィールド

アップロードするロゴファイル。

ロゴの最適なイメージサイズは、幅

890ピクセル、高さ470ピクセル、余
白 255ピクセルです。ダウンロード
時間を短縮するため、イメージサイ

ズを小さくしておくことをお勧めし

ます。

（注）

[アップロードするファイルの選択]フィールド

指定されたドメイン名からのログインページ

ブランディングを有効にするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

[カスタムドメインロゴ]チェックボックス

ステップ 5 [送信]をクリックします。
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第 4 章

システム管理設定の管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 送信メールサーバの設定, 82 ページ

• 電子メールテンプレートの使用, 82 ページ

• システムパラメータの設定（任意）, 85 ページ

• ライセンスの更新, 87 ページ

• ライセンス使用率の確認, 88 ページ

• ライセンス使用率履歴の表示, 88 ページ

• リソース使用率データの表示, 89 ページ

• アプリケーションカテゴリの編集, 89 ページ

• ポータルのカスタマイズ, 90 ページ

• レポートのカスタマイズ, 96 ページ

• 詳細な制御の有効化, 97 ページ

• サービスプロバイダー機能の有効化, 98 ページ

• ユーザメニュー, 99 ページ

• ユーザ権限の設定, 100 ページ

• システムのタスク, 100 ページ

• アイコンの管理, 105 ページ

• タグライブラリ , 108 ページ

• サポート情報, 114 ページ
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送信メールサーバの設定
Cisco UCS Directorから送信されるすべての電子メールで、SMTPサーバが必要です。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [電子メール設定]タブを選択します。

ステップ 3 [電子メール設定]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

送信 SMTPサーバのアドレス。[送信電子メールサーバ（SMTP）]フィールド

送信 SMTPサーバポートの番号。[送信SMTPポート]フィールド

ユーザ ID。[送信SMTPユーザ]フィールド

ユーザのパスワード。[送信SMTPパスワード]フィールド

ユーザの電子メールアドレス。[アドレス]フィールド

Cisco UCS Director仮想アプライアンスの IPア
ドレスまたはDNS名。このフィールドは、ユー
ザのワークフロー処理に対して、電子メールで

正しいリンクを作成するために使用します。

[テストメールの送信]チェックボックス：現行
の電子メール設定をテストするには、この

チェックボックスをオンにします。

[CloupiaサーバIPアドレス]フィールド

ステップ 4 [保存]をクリックします。

電子メールテンプレートの使用
Cisco UCS Directorには通知メカニズムがあり、VMのプロビジョニングなど、特定のイベントが
発生した場合に管理者に送信される電子メールを設定できます。また、すべてのタスクについて

承認が必要な場合には、1人の管理者、またはグループの管理者へ電子メール通知を送信できま
す。
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電子メールの通知に対して複数の受信者を指定できます。カンマを区切り文字として使用し

て、複数の電子メールアドレスを区切ります。

（注）

Cisco UCS Directorには、異なるシナリオに対応する、HTML形式の電子メールテンプレートの
セットがあります。電子メールテンプレートを使用して実行できるタスクには、たとえば次のも

のがあります。

•新しい電子メールテンプレートの追加

•既存の電子メールテンプレートの編集：電子メールテンプレートについて、件名とメッセー
ジの詳細、または書式設定とプレゼンテーションのフィールドを編集できます。テンプレー

ト内の Java関連の情報は変更しないでください。

•電子メールテンプレートのプレビュー：電子メールのコンテンツをプレビュー表示して、電
子メールテンプレートをさらに変更するかどうかを判断できます。

•電子メールテンプレートをデフォルトに設定：デフォルトの電子メールテンプレートに基
づいて電子メール通知が送信されるように設定できます。

•電子メールテンプレートの削除：追加したテンプレートを削除できます。ただし、次のい
ずれかの条件にあてはまる場合は、テンプレートを削除することはできません。

◦テンプレートを追加してデフォルトのテンプレートに設定した。

◦システムによって提供されたテンプレートである。

電子メールテンプレートの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [電子メールテンプレート]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [テンプレートの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名称

電子メールテンプレートの名前。[電子メールテンプレート名]フィールド

電子メールテンプレートの説明。[テンプレートの説明]フィールド

追加する電子メールテンプレートのタイプを選

択します。このドロップダウンリストには、

システムで生成されたテンプレートが表示され

ます。

[テンプレートのタイプ]ドロップダウンリスト
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説明名称

電子メールテンプレートの件名行。[件名（Subject）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、入力し

た件名行が削除され、システムにより提供され

た件名行が [件名（Subject）]フィールドに読み
込まれます。

[デフォルトの件名にリセットします（Reset to
Default Subject）]チェックボックス

電子メールのコンテンツ、フォントのサイズと

色、通知トリガーなど、電子メールテンプレー

トを定義する HTMLコード。

[本文（Body）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、システ

ムが提供する電子メールテンプレートで使用さ

れているHTMLコードが、[スクリプト]フィー
ルドに入力されます。

HTMLコードが入力された後で、コードに対す
る変更を維持するには、このチェックボックス

をオフにする必要があります。

[デフォルトの本文にリセットします（Reset to
Default Body）]チェックボックス

ステップ 5 [送信]をクリックします。

次の作業

さらに変更を加えるかどうかを判断するには、電子メールテンプレートをプレビューで表示しま

す。

電子メールテンプレートのプレビュー

Cisco UCS Directorで新しい電子メールテンプレートを作成すると、電子メールコンテンツのプ
レビューを表示して、さらに変更が必要かどうかを判断できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [電子メールテンプレート]タブをクリックします。

ステップ 3 テーブルから電子メールテンプレートを選択します。

ステップ 4 [テンプレートのプレビュー]をクリックします。

ステップ 5 [レポートの起動]ダイアログボックスで [送信]をクリックします。
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電子メールテンプレートのプレビューモードでは、静的な情報だけが表示されます。

顧客名などの動的な情報やリソースは表示されません。

（注）

次の作業

必要に応じて、電子メールテンプレートに戻ってさらに変更を加えることができます。

デフォルトの電子メールテンプレートの設定

通常は、システムテンプレートがデフォルトの電子メールテンプレートに設定されています。

特定のシナリオで複数のテンプレートを追加した場合は、いずれかのテンプレートをデフォルト

のテンプレートとして選択できます。デフォルトとして設定したテンプレートは通知に使用され

ます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [電子メールテンプレート]タブをクリックします。

ステップ 3 テーブルから電子メールテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトの電子メールテンプレートとして設定]をクリックします。

システムパラメータの設定（任意）

システムパラメータの設定

システムパラメータを編集する必要があるのは、デフォルト値を変更する必要がある場合だけで

す。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [システムパラメータ]タブを選択します。

ステップ 3 [システム]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

ユーザが定義した、システムでVMデータを保
持する日数。

[削除したVMのデータを保持する日数]フィー
ルド
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説明名称

ユーザが定義した、システムですべてのイベン

トを保持する日数。

指定された期間よりも古いイベント

は削除されます。

（注）

[イベントを保持する日数]フィールド

ユーザが定義した、システムでインベントリの

傾向データまたは履歴データ（CPU、ストレー
ジ、メモリ使用状況など）を保持する日数。

このデータはレポートに使用されま

す。

（注）

[傾向データを保持する日数]フィールド

ユーザが定義した、システムでVM計測レコー
ドを保持する日数。

このデータは、VMとリソースに固有
です。

（注）

[計測データを保持する日数]ドロップダウンリ
スト

指定された URLからの VMロックコントロー
ル。

このファイルはXML形式である必要
があります。

（注）

[URLからのVMロックコントロールのダウン
ロード]フィールド

使用する通貨の種類を選択します。

使用可能な通貨は、[US]、[EURO]、[GBP]、
[KRW]、[CAD]、[CHF]、[CLP]、[NR]、[JPY]、
[AUD]、[NZD]、[SGD]、[HKD]、[MYR]、
[MXN]、[BRL]、[AED]、[DKK]、[SEK]、
[KWD]、[CYN]、[RUB]、[ZAR]、および [その
他]です。

[通貨]ドロップダウンリスト

通貨の名前（1つのみ）を入力します。

このフィールドは、通貨として [その
他]が選択されている場合に表示され
ます。

（注）

[通貨]フィールド

通貨の小数点以下の精度を選択します。使用可

能な小数点以下の精度は 0から 5です。
[通貨の精度（小数点以下の桁数）]ドロップダ
ウンリスト

資金の残高を確認する間隔を選択します。[資金残高確認間隔（分）]ドロップダウンリス
ト

ステップ 4 [保存]をクリックします。
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インフラストラクチャシステムパラメータの設定（任意）

仮想および物理システムインフラストラクチャリソースのポーリングに関するパラメータを設定

できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [インフラストラクチャシステムパラメータ]タブを選択します。

ステップ 3 エントリボックスに、システムインフラストラクチャのトレンドデータを保持する日数を入力

します。デフォルトは 30日です。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ライセンスの更新
製品認証キー（PAK）を使用して、ライセンスを更新することができます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ライセンス]の順に選択します。

ステップ 2 [ライセンスキー]タブを選択します。

ステップ 3 [ライセンスの更新]オプションをクリックします。
[PAKの更新]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [参照]をクリックして PAKライセンスファイルにナビゲートし、ファイルを選択します。

ステップ 5 PAKライセンスファイルをアップロードするには、[アップロード]をクリックします。
ライセンスファイルをアップロードしない場合は、チェックボックスをオンにして、

ライセンステキストをライセンステキストフィールドにコピーアンドペーストしま

す。

（注）

ステップ 6 [送信]をクリックします。
ライセンスが更新されます。
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ライセンス使用率の確認
[ライセンス使用率]ページに、使用中のライセンス、および各ライセンスの詳細（ライセンスの
期限、使用可能な数、ステータス、コメントなど）が表示されます。ライセンスの監査もこの

ページから実行できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ライセンス]の順に選択します。

ステップ 2 [ライセンス使用率]タブを選択します。

ステップ 3 Cisco UCS Directorアプライアンスを選択します。

ステップ 4 （任意）ライセンス監査を実行するには、[ライセンス監査の実行]をクリックします。

ステップ 5 [ライセンス監査の実行]ダイアログボックスで、[送信]をクリックします。このプロセスは、実
行に数分かかります。

ライセンス使用率履歴の表示
ネットワークリソースの利用状況を把握するため、ライセンス取得済みネットワークコントロー

ラ、ストレージコントローラ、サーバ、サーバおよびデスクトップVM、およびスモールポッド
とミディアムポッドの数を時間の経過に伴い追跡できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ライセンス]の順に選択します。

ステップ 2 [ライセンス使用率履歴]タブを選択します。
次のリソースカテゴリのライセンス使用率履歴がタイムスタンプとともに表示されます。

•ネットワークコントローラ

•ストレージコントローラ

•サーバ

•サーバ VM

•デスクトップ VM

•スモールポッド

•ミディアムポッド
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リソース使用率データの表示
ご使用の環境でのリソースの使用状況を確認できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ライセンス]の順に選択します。

ステップ 2 [リソース使用率のデータ]タブを選択します。
使用可能なレポートカテゴリを次に示します。

•リソース名：Cisco UCS Directorに関連付けられている利用可能なリソースの名前。

•リソース数：利用可能な各リソースの数。

アプリケーションカテゴリの編集
Cisco UCS Directorを使用してプロビジョニングされたVMはすべて、そのタイプに基づいて分類
されます。VMタイプは、Webサーバ、データベース、アプリケーションサーバ、またはその他
です。 Cisco UCS Directorには、検出された VMのための別個のカテゴリもあります。

使用または編集できるアプリケーションカテゴリを以下に示します。

•検出された VM

•汎用 VM

• Webサーバ

•アプリケーションサーバ

•データベース

•アプリケーション - CPU集約型

•アプリケーション -メモリ集約型

•アプリケーション -ディスク集約型

•アプリケーション -ネットワーク集約型

•その他のアプリケーション 1

•その他のアプリケーション 2

•その他のアプリケーション 3
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [アプリケーションカテゴリ]タブを選択します。

ステップ 3 アプリケーションカテゴリを選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 [カテゴリの編集]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

システムによりカテゴリに割り当てられた数

値。

[カテゴリID]フィールド（表示専用）

カテゴリタイプ。[カテゴリラベル]フィールド

VMおよびホストの名前。[カテゴリコード]フィールド

ポリシーの説明。[説明]フィールド（表示専用）

デフォルトではこのチェックボックスはオンに

なっています。

[有効になっているカテゴリ]チェックボックス
（表示専用）

アルゴリズムを選択します。[デフォルトのスマート割り当てアルゴリズム]
ドロップダウンリスト

ステップ 6 [送信]をクリックします。

ポータルのカスタマイズ
組織でセルフサービスポータルをカスタマイズできます。ブランディングおよびユーザインター

フェイス関連の変更に対して、ロゴ、ログインページ、ホームページなどをカスタマイズできま

す。

ログインページと背景イメージのカスタマイズ

カスタムイメージをアップロードして、ログインページと背景イメージを変更できます。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [ログインページ]をクリックします。

ステップ 3 [カスタマイズ可能なログインページの使用（Use customizable Login page）]チェックボックスを
オンにします。

ステップ 4 [ロゴイメージ（Logo Images）]ペインで、[追加（Add）]をクリックして次のフィールドに値を
入力します。

説明フィールド

イメージの名前。[イメージラベル（Image Label）]フィールド

アップロードするイメージの説明。[説明]フィールド

イメージファイルを検索して選択するには、

[参照（Browse）]をクリックします。

最適なイメージは、幅 200ピクセル、
高さ 100ピクセルの PNG形式です。

重要

[アップロードするファイルの選択]フィールド

イメージをアップロードするには、このオプ

ションをクリックします。

このオプションは、イメージを参照し選択した

後にのみ有効になります。

[アップロード（Upload）]オプション

イメージのアップロード後、[送信（Submit）]
をクリックします。

[送信（Submit）]オプション

ステップ 5 [背景画像（Background Images）]ペインで、項目を選択するか、[追加（Add）]をクリックして次
のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

イメージの名前。[イメージラベル（Image Label）]フィールド

アップロードするイメージの説明。[説明]フィールド

イメージファイルを検索して選択するには、

[参照（Browse）]をクリックします。

最適なイメージは、幅 890ピクセル、
高さ 470ピクセル、余白 255ピクセル
です。また、イメージはPNG形式であ
る必要があります。

重要

[アップロードするファイルの選択（Select a file
for Upload）]フィールド
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説明フィールド

イメージをアップロードするには、このオプ

ションをクリックします。

このオプションは、イメージを参照し選択した

後にのみ有効になります。

[アップロード（Upload）]オプション

ステップ 6 [送信]をクリックします。

アプリケーションロゴのカスタマイズ

カスタムイメージをアップロードしてホームページのアプリケーションロゴをカスタマイズでき

ます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [アプリケーションロゴ]タブを選択します。

ステップ 3 [イメージ（Images）]ペインで、[追加（Add）]をクリックしてリストされていない新規イメージ
を追加し、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

イメージの名前。[イメージラベル（Image Label）]フィールド

アップロードするイメージの説明。[説明]フィールド

イメージファイルを検索して選択するには、

[参照（Browse）]をクリックします。

サポートされるイメージの形式は、

PNG、JPG、および GIFです。最適な
イメージサイズは幅 100ピクセル、高
さは 50ピクセルです。

重要

[アップロードするファイルの選択]フィールド

イメージをアップロードするには、このオプ

ションをクリックします。

このオプションは、イメージを参照し選択した

後にのみ有効になります。

[アップロード（Upload）]オプション
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ステップ 4 [送信]をクリックします。

ファビコンのカスタマイズ

ページがブックマークされている場合に、ブラウザのアドレスバーやそのページ名の横に表示さ

れるお気に入りアイコン（ファビコン）をカスタマイズできます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [ファビコン]タブを選択します。

ステップ 3 [イメージラベル（ImageLabel）]列で、[追加（Add）]をクリックしてリストされていない新規イ
メージを追加し、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

イメージの名前。[イメージラベル（Image Label）]フィールド

アップロードするイメージの説明。[説明]フィールド

イメージファイルを検索して選択するには、

[参照（Browse）]をクリックします。

サポートされるイメージの形式は PNG
です。最適なイメージサイズは 16x16
ピクセルです。

重要

[アップロードするファイルの選択]フィールド

イメージをアップロードするには、このオプ

ションをクリックします。

このオプションは、イメージを参照し選択した

後にのみ有効になります。

[アップロード（Upload）]オプション

ステップ 4 [送信]をクリックします。

アプリケーションヘッダーのカスタマイズ

顧客ロゴの横のセルフサービスポータルラベルをカスタマイズするには、既存のラベルを変更し

ます。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [アプリケーションヘッダー]タブを選択します。

ステップ 3 [アプリケーションヘッダー]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

ヘッダーセクションを非表示にするには、この

チェックボックスをオンにします。オンにする

と、ロゴイメージ、アプリケーション名、リン

ク（[ログアウト]など）を含むヘッダーが非表
示になります。

[ヘッダー全体の非表示]チェックボックス

製品名の続き。[製品名]フィールド

製品名の続き。[製品名の2行目]フィールド

ヘッダーで [バージョン情報]リンクを有効にす
るには、このチェックボックスをオンにしま

す。ヘッダーで [バージョン情報]リンクを無
効にするには、このチェックボックスをオフに

します。

[[バージョン情報]ダイアログの有効化]チェッ
クボックス

[管理者ポータル]

管理者ポータルのカスタムリンク1のラベル。[カスタムリンク1のラベル]フィールド

管理者ポータルのカスタムリンク 1の URL。[カスタムリンク1のURL]フィールド

管理者ポータルのカスタムリンク2のラベル。[カスタムリンク2のラベル]フィールド

管理者ポータルのカスタムリンク 2の URL。[カスタムリンク2のURL]フィールド

エンドユーザポータル

エンドユーザポータルのカスタムリンク 1の
ラベル。

[カスタムリンク1のラベル]フィールド

エンドユーザポータルのカスタムリンク 1の
URL。

[カスタムリンク1のURL]フィールド

エンドユーザポータルのカスタムリンク 2の
ラベル。

[カスタムリンク2のラベル]フィールド
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説明名称

エンドユーザポータルのカスタムリンク 2の
URL。

[カスタムリンク2のURL]フィールド

ステップ 4 [保存]をクリックします。

日付表示のカスタマイズ

さまざまな日付表示の形式がサポートされています。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [日付の表示]タブを選択します。

ステップ 3 日付形式を編集します。

ステップ 4 必要に応じて、[タイムゾーンの非表示]をクリックし、タイムゾーンがユーザインターフェイス
に表示されないようにします。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

カラーテーマのカスタマイズ

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [カラーテーマ]タブを選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストから使用可能なテーマスタイルを選択します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。
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ログアウト時のリダイレクト先のカスタマイズ

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [ログイン時のリダイレクト先]タブを選択します。

ステップ 3 URLを入力します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

レポートのカスタマイズ
レポートのカスタマイズでは、カスタムラベルを作成したり、使用可能なレポートを非表示にし

たりできます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [レポートのカスタマイズ]タブを選択します。

ステップ 3 レポートを選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

レポートを非表示にするには、このチェック

ボックスをオンにします。レポートを表示する

には、このチェックボックスをオフにします。

[レポートを非表示]チェックボックス

レポートの新しいラベル（必要な場合）。[新しいラベル]フィールド

ステップ 6 [保存]をクリックします。
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詳細な制御の有効化

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [詳細な制御]タブを選択します。

ステップ 3 次の手順を実行します。

説明名称

仮想インフラストラクチャのモニタリング、物

理インフラストラクチャのモニタリング、およ

び外部クラウドのモニタリングを有効にするに

は、このチェックボックスをオンにします。

必要に応じて、このカテゴリのチェックボック

スをすべてオンにします。

[パフォーマンスモニタリング（Performance
Monitoring）]チェックボックス

VMメーター機能のモニタリングを有効にする
には、このチェックボックスをオンにします。

VMメーター機能が無効になっている
場合、チャージバックは作動しませ

ん。

（注）

[リソースメーター]チェックボックス

仮想および物理インフラストラクチャのイベン

トを有効にするには、このチェックボックスを

オンにします。

[イベントのモニタリング]チェックボックス

自動サポートを有効にする場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。

[自動サポート（Auto Support）]チェックボッ
クス

仮想インフラストラクチャのヒートマップレ

ポートの生成を有効にするには、このチェック

ボックスをオンにします。

[ヒートマップレポートコンピューティング]
チェックボックス

仮想評価のレポートを生成するには、この

チェックボックスをオンにします。

[自動評価]チェックボックス
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説明名称

さまざまなホストパラメータについてホストの

ロードインデックスを有効にし、4時間ごとに
計算するには、このチェックボックスをオンに

します。

これらのインデックスは、カタログの適応プロ

ビジョニングで使用されます。インデックスの

数が小さいと、ホストがプロビジョニング対象

として選択される可能性が高くなります。この

プロセスは、特定の VDCのコンピューティン
グポリシーに従って機能します。

[適応プロビジョニングインデックス]チェック
ボックス

管理者が指定した時間が経過した後、VDCの非
アクティブな（電源がオフになっている）VM
を有効化して削除するには、このチェックボッ

クスをオンにします。このプロパティは、VDC
の [非アクティブなVMを削除するまでの期間]
フィールドに関連付けられます。

デフォルトでは、このプロパティ

ボックスはオフになっています。

（注）

[VDCポリシーに基づいて非アクティブなVMを
削除（Delete InactiveVMsBased onVDCPolicy）]
チェックボックス

管理のためにリモート実行を有効にするには、

このチェックボックスをオンにします。

[システムタスクのリモート実行]チェックボッ
クス

ステップ 4 [送信]をクリックします。

サービスプロバイダー機能の有効化

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [サービスプロバイダー機能（Service Provider Feature）]タブを選択します。

ステップ 3 次の手順を実行します。
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説明名前

Cisco UCS Directorでサービスプロバイダーを
有効にするには、このチェックボックスをオン

にします。

[Enable Service Provider Feature (Requires System
Restart)（サービスプロバイダー機能の有効化
（システムの再起動が必要））]チェックボッ
クス

この機能を有効にする親組織の名前。[組織名（第1レベル）（OrganizationName (First
Level)）]フィールド

この機能を有効にする子組織の名前。[組織名（第2レベル）（Organization Name
(Second Level)）]チェックボックス

ステップ 4 [送信]をクリックします。

ユーザメニュー
個々のユーザロールに応じてカスタマイズしたメニュー操作を有効にすることができます。

使用できるメニュー設定はユーザ権限によって異なります。たとえば、読み取りおよび書き

込み権限が付与されている場合にのみ、メニューの操作を表示したり実行したりできます。

（注）

ユーザメニューの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [メニュー設定]タブを選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストから、ユーザロールを選択します。

ステップ 4 チェックボックスをオン/オフにしてロールに対するメニューの許可を設定するか、[デフォルトに
リセット]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [送信]をクリックします。
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ユーザ権限の設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [ユーザの権限]タブを選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストから、ユーザロールを選択します。

ステップ 4 [許可されている操作]ダイアログボックスで、選択したユーザロールの読み取り/書き込み操作を
確認できます。

ステップ 5 チェックボックスをオン/オフにして個々のロールの読み取り/書き込み操作の許可を設定するか、
[デフォルトにリセット]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [送信]をクリックします。

システムのタスク
[システムのタスク（System Tasks）]タブには、現在 Cisco UCS Directorで利用可能なすべてのシ
ステムタスクが表示されます。ただし、このシステムタスクのリストは、Cisco UCS Directorで
作成したアカウントのタイプにリンクされています。たとえば、初めてログインした場合は、一

連の汎用システム関連のタスクまたは VMware関連タスクだけがこのページに表示されます。
ラックアカウントや Cisco UCS Managerアカウントなどのアカウントを追加した時点から、これ
らのアカウントに関連するシステムのタスクがこのページに読み込まれます。

以下は、[システムのタスク（System Tasks）]ページから完了できるタスクです。

•使用可能なシステムタスクの参照：[展開（Expand）]および [折りたたむ（Collapse）]オプ
ションを使用して、このページで使用可能なすべてのシステムタスクを表示できます。タ

スクは Cisco UCS Directorで使用可能なアカウントに従って分類されます。例：Cisco UCS
タスク、NetAppタスクなど。

•システムタスクの無効化と有効化：アプライアンスで実行しているプロセスまたはタスクが
複数ある状況において、システムタスクの無効化を選択することができます。無効にする

と、手動で有効にするまで、システムタスクは実行されません。これは他のレポートに入

力されるデータに影響します。たとえば、インベントリ収集のシステムタスクを無効にす

ると、このデータが必要なレポートに正確なデータが表示されない場合があります。この場

合、インベントリ収集プロセスを手動で実行するか、システムタスクを有効にする必要があ

ります。

詳細については、システムタスクの有効化または無効化, （105ページ）を参照してくださ
い。
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サーバが 1台しかないシングルノード設定では、すべてのシステムタスクがこのサーバで実行さ
れます。複数のサーバが設定されているマルチノード設定では、デフォルトですべてのシステム

タスクがプライマリサーバで実行されます。ただし、セカンダリサーバで実行するシステムタ

スクを指定できます。次は、このタスクを実行する推奨手順です。

1 セカンダリサーバがノードとして Cisco UCS Directorで使用できることを確認します。サーバ
が使用できない場合、サーバをノードとして追加する必要があります。詳細については、サー

ビスノードの作成, （103ページ）を参照してください。

2 使用可能なサーバからノードプールを作成します。詳細については、ノードプールの作成,
（101ページ）を参照してください。

3 システムタスクポリシーを作成し、ノードポリシーと関連付けます。詳細については、シス

テムタスクポリシーの作成, （101ページ）を参照してください。
4 ノードプールをシステムタスクポリシーと関連付けます。詳細については、システムタスク

ポリシーへのノードプールの割り当て, （102ページ）を参照してください。

5 システムタスクを選択し、システムタスクポリシーと関連付けます。詳細については、シス

テムタスクへのシステムポリシーの割り当て, （104ページ）を参照してください。

ノードプールの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [サービスノード]タブを選択します。

ステップ 3 [サービスノードプール]アイコンをクリックします。 [サービスノードプール]ダイアログボック
スが表示されます。

ステップ 4 +（正符号）アイコンをクリックします。 [サービスノードプールにエントリを追加]ダイアログ
ボックスが表示されます。

ステップ 5 [名前]フィールドに、ノードプール名を入力します。

ステップ 6 （任意）[説明]フィールドに、ノードプール名の説明を入力します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。ノードプールが作成されます。

システムタスクポリシーの作成

複数のシステムタスクを 1つのシステムタスクポリシーとしてグループ化して、どのシステム
タスクがどのノードで実行されるかを後で決定できます。
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新しいシステムタスクポリシーは、デフォルトのシステムタスクポリシーに加えて、1つ以
上のポリシーが必要であると管理者が判断したときに作成されます。

（注）

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [システムタスクポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]アイコンをクリックします。 [追加]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [名前]フィールドに、システムタスクポリシーに指定する名前を入力します。

ステップ 5 （任意） [説明]フィールドに、システムタスクポリシーの説明を入力します。

ステップ 6 [ノードプール]ドロップダウンリストから、このシステムタスクポリシーが属するノードプー
ルを選択します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。選択したノードプールは、新しく作成されたシステムタスクポリシー
に属するようになりました。

システムタスクポリシーへのノードプールの割り当て

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [システムタスクポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 既存のシステムタスクポリシーを [名前]列から選択して、[編集]アイコンをクリックします。
[編集]ダイアログボックスが表示されます。

デフォルトのシステムタスクポリシーが使用されている場合、このポリシーにサービ

スノードを割り当てることができます。デフォルトとは異なるポリシーを設定する場

合は、システムタスクポリシーの作成, （101ページ）の項を参照してください。

（注）

ステップ 4 このシステムタスクポリシーが属するノードプールを [ノードプール]ドロップダウンリストか
ら選択します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。選択したノードプールは、このシステムタスクのポリシーに属するこ
とになります。
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サービスノードの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [サービスノード]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）ボタンをクリックします。

ステップ 4 [サービスノード]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

サービスノードの名前を入力します。[ノード名]フィールド

サービスはこのノードのロールとして記述され

ます。

[ロール]フィールド

[default-service-node-pool]が選択されています。[サービスノードプール]ドロップダウンリスト

サービスノードのDNS名または IPアドレスを
入力します。

このフィールドには、プライマリ

ノードの IPアドレスは使用できませ
ん。有効なサービスノード DNS名
または IPアドレスが入力されている
ことを確認します。

（注）

[DNS名]フィールド

サービスノードの説明。[説明]フィールド

[http]（デフォルト）または [https]を選択しま
す。

[プロトコル]ドロップダウンリスト

Hypertext Transfer Protocol（HTTP）のデフォル
トの TCPポートは、デフォルトでは 80が入力
されます。必要に応じて異なる TCPポートを
入力します。

[ポート]フィールド
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説明名称

デフォルトでは、ユーザ名 infraUserが入力され
ます。 infraUserは、デフォルトで作成される
ユーザアカウントです。メニューバーからこ

のユーザアカウントを検索するには、[管理] >
[ユーザとグループ]を選択します。 [ログイン
ユーザ]タブを選択し、[ログイン名]列で
infraUserユーザアカウントを見つけます。

InfraUserユーザ名は UCS Directorシ
ステム自体にログインするデフォル

トの管理者ユーザではありません。

（注）

別のユーザ名をこのフィールドに追加できま

す。サービスノードでの認証に、このユーザ

の APIキーが使用されます。

[ユーザ名]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

システムタスクへのシステムポリシーの割り当て

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [システムタスク]タブを選択します。

ステップ 3 システムタスクを含むフォルダを選択します。フォルダの矢印をクリックして、タスクを展開し

ます。

128のシステムタスクが使用可能で
す。

（注）

ステップ 4 タスクを選択し、[タスクの管理]アイコンをクリックします。 [タスクの管理]ダイアログボック
スが表示されます。

ステップ 5 [タスク実行]ドロップダウンリストから [有効化]を選択します。

ステップ 6 [システムタスクポリシー]ドロップダウンリストからシステムポリシーを選択します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。選択したシステムポリシーにシステムタスクが割り当てられます。
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システムタスクの実行

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [システムタスク]タブを選択します。

ステップ 3 リストからタスクを選択します。

ステップ 4 [今すぐ実行]をクリックします。選択されたタスクによってその情報が更新されます。

システムタスクの有効化または無効化

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [システムタスク]タブを選択します。

ステップ 3 システムタスクを含むフォルダを選択します。フォルダの矢印をクリックして、タスクを展開し

ます。

128のシステムタスクが使用可能で
す。

（注）

ステップ 4 タスクを選択し、[タスクの管理]アイコンをクリックします。 [タスクの管理]ダイアログボック
スが表示されます。

ステップ 5 システムタスクを無効にするには、[タスクの実行（Task Execution）]ドロップダウンリストから
[無効（Disable）]を選択します。

ステップ 6 システムタスクを有効にするには、[タスクの実行（Task Execution）]ドロップダウンリストから
[有効（Enable）]を選択します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。

アイコンの管理
Cisco UCS Directorは、カタログアイコンのカスタマイズと管理をサポートします。各アイコン
セットには多くのイメージが含まれます。各アイコンセット内のイメージはカタログ作成フォー

ムで使用できるアイコンに対応しています。

4組の事前設定されたアイコンセットは次のとおりです。
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•コンテナカタログアイコンセット

•カタログフォルダアイコンセット

•高度なカタログアイコンセット

•標準カタログアイコンセット

• VDIカタログアイコンセット

アイコンの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [アイコン管理]タブを選択します。

ステップ 3 アイコンセットカテゴリを選択します。

ステップ 4 [アイコンイメージ]をクリックします。

ステップ 5 [アイコンイメージの管理（Manage Icon Images）]ダイアログボックスで、[追加（Add）]（+）を
クリックします。

ステップ 6 [アイコンイメージへのエントリの追加（Add entry to Icon Images）]ダイアログボックスで、次の
フィールドに値を入力します。

説明名称

イメージの新しいラベル。このラベルは、カタ

ログの作成中にアイコンのドロップダウンリス

トに表示するために使用されます。

[イメージラベル（Image Label）]フィールド

イメージの説明。[説明]フィールド

[参照（Browse）]をクリックしてファイルを特
定してから、[アップロード（Upload）]をクリッ
クします。

[アップロードするファイルの選択（Select a file
for Upload）]フィールド

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
イメージが、[アイコンイメージの管理（Manage Icon Images）]ダイアログボックスにリストされ
ます。

ステップ 8 [閉じる（Close）]をクリックします。
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次の作業

カタログを作成または変更する際には、このアイコンを選択できます。

アイコンの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [アイコン管理]タブを選択します。

ステップ 3 アイコンのカテゴリを選択します。

ステップ 4 [アイコンイメージ]をクリックします。

ステップ 5 [アイコンイメージの管理]ウィンドウで、編集するアイコンイメージを選択します。

ステップ 6 [編集]（鉛筆）をクリックします。

ステップ 7 [アイコンイメージエントリの編集]ダイアログボックスで、[説明]を編集します。

ステップ 8 [参照]をクリックしてイメージを参照し、アップロードする代わりのファイルを選択します。

ステップ 9 [アップロード]をクリックします。

ステップ 10 アップロードが終了したら、[送信]をクリックします。

アイコンの削除

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [アイコン管理]タブを選択します。

ステップ 3 [アイコンイメージの管理]ウィンドウでアイコンのイメージを選択し、[削除]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 4 [削除]（X）をクリックします。
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アイコンのプレビュー

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザインターフェイス設定]の順に選択します。

ステップ 2 [アイコン管理]タブを選択します。

ステップ 3 [アイコンイメージ]をクリックします。

ステップ 4 [アイコンイメージの管理]ウィンドウで、プレビューするアイコンイメージを選択します。

ステップ 5 [情報]アイコンをクリックしてイメージをプレビューします。

タグライブラリ
タグ付けは、オブジェクトにラベルを割り当てるときに行います。管理者は、Cisco UCS Director
のリソースグループやユーザグループなどのオブジェクトにタグ付けするかどうかを決定できま

す。コンピューティング、ストレージ、ネットワーク、仮想などのカテゴリにタグを割り当てる

ことができます。また、選択したカテゴリのアカウントの特定のタイプにタグを適用することも

できます。リソースグループでのタグの適用と削除の方法については、『CiscoUCSDirectorAPIC
Management Guide, Release 5.1』のセクション「Managing Tags of a Resource Group」を参照してく
ださい。

タグが作成されると、定義された適用可能なルールに基づいて、タグがフィルタ処理され、オブ

ジェクトレポートに表示されます。タグは、リソースグループなどのオブジェクトに関連付け

ることができます。タグに関連付けたリソースのエンティティを表示するには、タグを選択し、

[詳細の表示]をクリックします。別の方法として、タグをダブルクリックすることもできます。

リソースエンティティがタグに関連付けられていない場合、テーブルは空になります。（注）

タグの作成

レポートページで1つ以上のオブジェクトに割り当てることができるタグを作成するには、[タグ
ライブラリ]タブの [作成]アイコンを使用します。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [タグライブラリ]を選択します。

ステップ 2 [タグライブラリ]タブで、[作成]をクリックします。

ステップ 3 [タグの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

タグの名前。[名前]フィールド

タグの説明。[説明]フィールド

タグタイプとして [整数]または [文字列]を選
択します。

[タイプ]ドロップダウンリスト

タグに設定可能な値。[可能なタグ値]フィールド

ステップ 4 [次へ]をクリックします。

ステップ 5 [適用可能なルール]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名称

タグがエンドユーザに表示されるようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[エンドユーザに表示]フィールド
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説明名称

タグの適用が必要なエンティティを選択しま

す。

エンティティを追加するには、以下の手順に

従ってください。

1 +アイコンをクリックします。

2 [カテゴリ]ドロップダウンリストからカテ
ゴリを選択します。次のいずれかを設定で

きます。

• Virtual_Compute

• Virtual_Storage

• Virtual_Network

• Physical_Compute

• Physical_Storage

• Physical_Network

•管理

3 タグ付け可能なエンティティを選択します。

4 [送信]をクリックします。

タグは、セットになったタグ付け可

能なエンティティに応じてそれぞれ

のカテゴリの下に表示されます。

（注）

[タグ付け可能なエンティティ]フィールド

ステップ 6 [送信]をクリックします。

タグの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [タグライブラリ]を選択します。

ステップ 2 [タグライブラリ]タブで、編集が必要なタグを選択します。

ステップ 3 [編集]をクリックします。

ステップ 4 [タグの編集]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名称

表示のみ。 タグの名前。追加すると、その名

前は変更できません。

[名前]フィールド

タグの説明。[説明]フィールド

表示のみ。 タグのタイプ。[タイプ]ドロップダウンリスト

表示のみ。 タグに設定可能な値。[可能なタグ値]フィールド

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [適用可能なルール]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名称

タグがエンドユーザに表示されるようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[エンドユーザに表示]フィールド

タグの適用が必要なエンティティを選択しま

す。編集アイコンを使用して既存のエンティ

ティを変更できます。

エンティティを追加するには、以下の手順に

従ってください。

1 +アイコンをクリックします。

2 [カテゴリ]ドロップダウンリストからカテ
ゴリを選択します。この属性の種類は次の

とおりです。

• Virtual_Compute

• Virtual_Storage

• Virtual_Network

• Physical_Compute

• Physical_Storage

• Physical_Network

•管理

3 タグ付け可能なエンティティを選択します。

4 [送信]をクリックします。

[タグ付け可能なエンティティ]フィールド
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ステップ 7 [送信]をクリックします。

タグの複製

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [タグライブラリ]を選択します。

ステップ 2 [タグライブラリ]タブで、複製が必要なタグを選択します。

ステップ 3 [複製]をクリックします。

ステップ 4 [タグの複製]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

タグの名前。[名前]フィールド

タグの説明。[説明]フィールド

タグタイプとして [整数]または [文字列]を選
択します。

[タイプ]ドロップダウンリスト

タグに使用できる値。[使用できるタグ値]フィールド

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [適用性ルール]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名称

タグがエンドユーザに表示されるようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[エンドユーザに表示]フィールド

    Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3
112

システム管理設定の管理

タグの複製



説明名称

タグ付けが必要なエンティティを選択します。

エンティティを追加するには、以下の手順に

従ってください。

1 +アイコンをクリックします。

2 [カテゴリ]ドロップダウンリストからカテ
ゴリを選択します。次のいずれかを設定で

きます。

• Virtual_Compute

• Virtual_Storage

• Virtual_Network

• Physical_Compute

• Physical_Storage

• Physical_Network

•管理

3 タグ付け可能なエンティティを選択します。

4 [送信]をクリックします。

[タグ付け可能なエンティティ]フィールド

ステップ 7 [送信]をクリックします。

タグの削除

リソースまたはエンティティに関連付けられたタグは削除できません。（注）

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [タグライブラリ]を選択します。

ステップ 2 [タグライブラリ]タブで、削除する必要のあるタグを選択します。

ステップ 3 [削除]をクリックします。

ステップ 4 [タグ]ダイアログボックスで、[削除]をクリックしてタグの削除を確認します。
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サポート情報
Cisco UCS Directorサポートは、ライセンスステータス、データベーステーブル、バージョン、
リソース使用状況、ログ、トラブルシューティング用のデバッグプロセスを含む、基本および高

度なシステム情報を提供します。

サポート情報の表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [サポート情報]の順に選択します。

ステップ 2 [システム情報]タブを選択します。

ステップ 3 [System Information and Logs Link Page（システム情報およびログリンクページ）]リンクをクリッ
クします。 Cisco UCS Directorの [Product System Information（製品システム情報）]ウィンドウが
表示されます。

システム情報の表示

基本システム情報には、バージョン、稼動時間、サービスステータス、システムライセンスス

テータス、使用状況、計算アカウントステータス、計算サーバステータス、ストレージアカウ

ントステータス、システムカタログ、ネットワークデバイスステータス、およびクラウドス

テータスが含まれます。

高度なシステム情報には、基本システム情報、データベーステーブルサマリー、製品構成、最上

位プロセス情報、およびプロセッサ、メモリ、ディスク、ログファイル、ネットワーク、ログイ

ンに関する情報が含まれます。システムタスクステータス、クラウドインベントリ、およびモ

ニタリングステータスを表示することもできます。

ログの表示

ドロップダウンリストからログファイルの 1つを選択できます。 [ログの表示]をクリックする
と、ログの最後の数行が表示されます。

ログのダウンロード

[すべてのログのダウンロード]をクリックして、すべてのログファイルを Zip形式でダウンロー
ドできます。

    Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3
114

システム管理設定の管理

サポート情報



デバッグログの開始

デバッグログでは、最大で 30分間のデバッグログをログファイルに記録できます。

手順

ステップ 1 [デバッグログの開始]をクリックします。

ステップ 2 デバッグが完了したら、[デバッグログを停止]をクリックします。

ステップ 3 ファイルをダウンロードするには、[HH.MM.SS]（時間）から、[デバッグログのダウンロード]を
クリックします。
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第 5 章

統合設定の管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 構成管理データベースの統合, 117 ページ

• 計測データのエクスポート, 118 ページ

• 変更レコード, 119 ページ

• システムログ, 119 ページ

• ストレージおよび OVFのアップロード, 120 ページ

• 複数言語のサポート, 121 ページ

構成管理データベースの統合
構成管理データベース（CMDB）は、システムの変更を追跡および管理するために使用されます。
CMDBには通常、仮想マシン（VM）、サービスリクエスト、グループなどのリソースに対する
追加、削除、または変更のイベントタイプが表示されます。

CMBD 統合の設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [統合]の順に選択します。

ステップ 2 [CMDB統合設定]タブを選択し、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

FTPサーバに変更記録をエクスポートするに
は、このチェックボックスをオンにします。

[FTPサーバにエクスポート]チェックボックス

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3    
117



説明名称

エクスポート形式の種類（CSVまたは XML）
を選択します。

[エクスポート形式]ドロップダウンリスト

FTPサーバのアドレス。[FTPサーバ]フィールド

FTPサーバポート番号。[FTPポート]フィールド

FTPユーザ ID。[FTPユーザ]フィールド

FTPユーザパスワード。[FTPパスワード]フィールド

変更記録をFTPサーバにエクスポートする頻度
を選択します。

[FTPエクスポート頻度]ドロップダウンリスト

エクスポートされる変更記録のファイル名。

ファイルがターゲットFTPサーバにエクスポー
トされるたびに、次の変数を使用して新しい

ファイル名を作成できます。

MONTH、WEEK、DAY、YEAR、HOUR、
MIN、SEC、MLLIS

例：XYZ-$DAY-$HOUR-$MIN-$SEC

[FTPファイル名]フィールド

FTPの設定をテストするには、このチェック
ボックスをオンにします。

[FTPのテスト]チェックボックス

ステップ 3 [保存]をクリックします。

計測データのエクスポート
計測データのエクスポートを設定することにより、VMリソースの使用率や、リソースアカウン
ティングの詳細などのトレンドデータを、サーバへエクスポートできます。
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計測データのエクスポートの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [統合]の順に選択します。

ステップ 2 [計測データのエクスポートの設定]タブを選択し、CMDBの設定に使用されるフィールドに値を
入力します。

ステップ 3 [保存]をクリックします。

変更レコード

変更レコードの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [システム]の順に選択します。

ステップ 2 [レコードの変更]タブを選択します。
最大 1,000件のレコードを表示できま
す。

（注）

システムログ
システムログ（syslog）情報を設定されたサーバに転送できます。各システムメッセージは重大
度と最小の重大度レベルに関連付けられます。

システムログの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [統合]の順に選択します。

ステップ 2 [syslog]タブを選択します。

ステップ 3 [Syslog転送の有効化]チェックボックスをオンにし、次のサーバフィールドに値を入力します。
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説明フィールド

syslogを有効にするには、このチェックボック
スをオンにします。

[Syslog転送の有効化]チェックボックス

選択した重大度の最小値よりも重大度が低いシ

ステムメッセージはフィルタリングされて

syslogサーバに転送されません。

[重大度の最小値]ドロップダウンリスト

[プライマリSyslogサーバ]

プライマリサーバのアドレス。[サーバのアドレス]フィールド

プロトコル（UDPまたはTCP）を選択します。[プロトコル]ドロップダウンリスト

ポート番号[ポート]フィールド

メッセージの形式（XMLまたはプレーンテキ
スト）を選択します。

[syslogメッセージフォーマット]ドロップダウ
ンリスト

[セカンダリsyslogサーバ]

セカンダリサーバのアドレス。[サーバのアドレス]フィールド

プロトコル（UDPまたはTCP）を選択します。[プロトコル]ドロップダウンリスト

ポート番号[ポート]フィールド

メッセージの形式（XMLまたはプレーンテキ
スト）を選択します。

[syslogメッセージフォーマット]ドロップダウ
ンリスト

ステップ 4 [保存]をクリックします。

ストレージおよび OVF のアップロード
管理者、グループ管理者、またはエンドユーザがアップロードしたファイルの保管場所を設定で

きます。アップロードされたファイルをローカルに保存するか、または外部 NFS共有マウント
ポイントを保存先として設定することができます。管理者は、ネットワークファイルシステム

（NFS）の場所を設定します。

ファイルアップロード機能を使用して、管理者、グループ管理者、またはエンドユーザ（サービ

スエンドユーザポータル）は、オープン仮想化フォーマット（OVF）ファイルをローカルスト
レージまたは外部 NFS共有マウントポイントにアップロードすることもできます。 NFSの場所
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は、管理者が設定します。詳細については、OVFファイルアップロードガイドを参照してくだ
さい。

複数言語のサポート
Cisco UCS Directorは、複数の言語の同時表示および入力をサポートしています。すべての入力
フィールドで、ユーザが選択した言語でのテキスト入力をサポートしています。
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第 6 章

物理インフラストラクチャの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 物理インフラストラクチャの管理について, 123 ページ

• 接続のテスト, 132 ページ

• デバイス検出の有効化, 133 ページ

物理インフラストラクチャの管理について
Cisco UCS Directorを使用すると、物理インフラストラクチャと仮想インフラストラクチャの両方
を管理できます。Cisco UCS Directorは、新しく作成された物理アカウントのすべてのコンポーネ
ントを検出します。通常、検出プロセスには約 5分かかります。ポッドを追加したり、デフォル
トポッドを使うことができます。物理アカウントはデフォルトポッド、または追加したポッド

に関連付けることができます。

最初にいずれかのタイプのインフラストラクチャ（物理または仮想）に追加できます。 Cisco
UCS Directorの物理アカウントは仮想（クラウド）アカウントに依存しません。

（注）

サイトの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [物理アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [サイト管理]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [サイトの追加（Add Site）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名称

サイトの記述名。[サイト名]フィールド

サイトの説明（ロケーション、重要性など）。[説明]フィールド（任意）

このサイトの担当者の名前。[連絡先の名前]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

Pod の追加

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [物理アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [POD]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [PODの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Podの記述名です。[名前]フィールド

Podを追加するサイトを選択します。環境にサイトがない場
合は、このステップを省略できます。

[サイト]ドロップダウンリスト
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説明名前

追加する Podのタイプを選択します。次のサポートされた
タイプのいずれかを指定できます。

• [FlexPod]

• [VersaStack]

• [汎用]

• [ExpressPodミディアム]

• [VSPEX]

• [ExpressPodスモール]

• [Vblock]

汎用タイプ以外のPodには、特定の物理コンポーネントおよ
び仮想コンポーネントにのみ対応しています。汎用ポッドに

は特定のポッドライセンスは必要ありません。また、汎用

ポッドには、任意のタイプの物理コンポーネントまたは仮想

コンポーネントを追加できます。Podの実行に必要な個々の
デバイスライセンスを含む、バンドルされた Podライセン
ス（FlexPod、Vblock、VSPEX）の詳細については、『Cisco
UCS Director Installation and Upgrade Guides』を参照してくだ
さい。

[タイプ]ドロップダウンリスト

（任意）Podの説明です。[説明]フィールド

Podの物理ロケーションです。たとえば、このフィールドに
はPodの市区町村、またはその他の内部的な識別子を入力し
ます。

[住所]フィールド

統合チェックビューにポッドを表示したくない場合に、この

チェックボックスをオンにして、ポッドを非表示にします。

Podからアカウントの追加または削除は引き続き実行できま
す。

たとえば、このチェックボックスを使用して、物理要素や仮

想要素の存在しないポッドが統合ビューに表示されないよう

にすることができます。

[PODを非表示]チェックボックス

ステップ 5 [追加]をクリックします。
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次の作業

Podにアカウントを 1つ以上追加します。

物理的なアカウントの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [物理アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [物理アカウント]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [アカウントの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

物理アカウントが属する Podを選択します。[POD]ドロップダウンリスト

カテゴリタイプを選択します（[コンピューティ
ング]または [ストレージ]）。 [ストレージ]を
選択した場合は、ステップ 6に進みます。

[カテゴリ]ドロップダウンリスト

この物理アカウントのアカウントタイプを次か

ら選択します。

• UCSM

• HP ILO

• Ciscoラックサーバ(CIMC)

• IPMI

[アカウントタイプ]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 6 [アカウントの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名称

このアカウントに使用する認証タイプを次から

選択します。

• [ローカルで認証済み]：ローカルで認証さ
れたユーザアカウントとは、ファブリッ

クインターコネクトを介して直接認証さ

れたユーザアカウントのことであり、管

理者権限または AAA（認証、認可、アカ
ウンティング）権限を持っていれば誰でも

有効/無効にすることができます。

• [リモートで認証済み]：リモートで認証さ
れたユーザアカウントとは、LDAP、
RADIUS、TACACS+のいずれかを介して
認証されたユーザアカウントのことです。

[認証タイプ]ドロップダウンリスト

次のオプションのうちいずれかを選択して、こ

のアカウントによってサーバを管理する方法を

選択します。

• [すべてのサーバ]

• [選択済みのサーバ]

[サーバ管理]ドロップダウンリスト

追加する物理的なアカウントに割り当てる固有

の名前。

[アカウント名]フィールド

サーバの IPアドレス。[サーバのアドレス]フィールド

手動で情報を入力する代わりに、このアカウン

トのクレデンシャルポリシーを使用する場合

は、このチェックボックスをオンにします。

[クレデンシャルポリシーの使用（UseCredential
Policy）]チェックボックス

[クレデンシャルポリシーの使用（UseCredential
Policy）]チェックボックスをオンにした場合
は、このドロップダウンリストから使用するク

レデンシャルポリシーを選択します。

このフィールドが表示されるのは、クレデン

シャルポリシーの使用を選択した場合のみで

す。

[クレデンシャルポリシー（Credential Policy）]
ドロップダウンリスト
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説明名称

このアカウントにアクセスするためのユーザ

名。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの

使用を選択した場合には表示されません。

[ユーザID]フィールド

ユーザ名に関連付けられたパスワードです。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの

使用を選択した場合には表示されません。

[パスワード]フィールド

アカウントで使用する通信タイプを選択しま

す。

次のいずれかになります。

• HTTP

• HTTPS

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの

使用を選択した場合には表示されません。

[通信タイプ]ドロップダウンリスト

サーバポート番号。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの

使用を選択した場合には表示されません。

[ポート]フィールド

アカウントの説明。[説明]フィールド

アカウントの連絡先の電子メールアドレス。[連絡先の電子メール]フィールド

ロケーション。[ロケーション]フィールド

サービスプロバイダーの名前（既存する場

合）。

[サービスプロバイダー]フィールド

ステップ 7 このアカウントがストレージである場合、適切なアカウントタイプとして、[NetApp ONTAP]、
[NetApp OnCommand]、[EMC VNX]、[EMC VMAX Solutions Enabler]または [WHIPTAIL]の中から
選択します。

ステップ 8 [追加]をクリックします。
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マルチドメインマネージャアカウントの追加

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [物理アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [マルチドメインマネージャ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [アカウントの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

このマルチドメインマネージャアカウントが

属するアカウント名を選択します。

[アカウント名]フィールド

（任意）アカウントについての説明。[説明]フィールド

このマルチドメインマネージャアカウントの

アカウントタイプを次から選択します。

• PNSC：Cisco Primeネットワークサービス
コントローラアカウント。

• UCS Central：Cisco UCS Centralアカウン
ト。

[アカウントタイプ]ドロップダウンリスト

マルチドメインマネージャアカウントを管理

するサーバの IPアドレスを入力します。
[サーバのアドレス]フィールド

追加する物理的なアカウントに割り当てる固有

の名前。

[アカウント名]フィールド

サーバの IPアドレス。[サーバのアドレス]フィールド

このアカウントにアクセスするためのユーザ

名。

[ユーザID]フィールド

ユーザ名に関連付けられたパスワードです。[パスワード ]フィールド
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説明名称

アカウントで使用する通信タイプを選択しま

す。次のいずれかになります。

• http

• https

[通信タイプ]ドロップダウンリスト

サーバポート番号。デフォルトのポートは443
です。

[ポート]フィールド

（任意）アカウントの連絡先電子メールアドレ

ス。

[連絡先の電子メール]フィールド

（任意）ロケーション。[ロケーション]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

ネットワーク要素の追加

ロードバランシングをサポートする仮想サーバを作成するには、最初にCiscoUCSDirectorにネッ
トワーク要素を追加する必要があります。 F5ロードバランサをネットワーク要素として Cisco
UCS Directorに追加すると、[管理対象ネットワーク要素]タブに表示されます。

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [物理アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [管理するネットワーク機器]タブを選択します。

ステップ 3 [ネットワーク機器の追加]をクリックします。

ステップ 4 [ネットワーク機器の追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

ネットワーク要素が属するポッドを選択しま

す。

[POD]ドロップダウンリスト
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説明名称

このネットワーク要素のデバイスカテゴリを選

択します。たとえば [F5ロードバランサ]を選
択します。

[Device Category（デバイスカテゴリ）]ドロッ
プダウンリスト

このデバイスの IPアドレス。[デバイスIP]フィールド

使用されるプロトコルを選択します。リストに

は次の内容が含まれます。

• telnet

• ssh

• http

• https

F5ロードバランサデバイスを使用す
る場合、選択できるのは httpと https
だけです。

（注）

[プロトコル]ドロップダウンリスト

使用するポート番号。[ポート]フィールド

ログイン名。[ログイン]フィールド

ログイン名に関連付けられるパスワード。[パスワード]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

F5ロードバランサを追加すると、システムタスクのインベントリ収集がトリガーされます。 [シ
ステムのタスク]タブで設定されるポーリング間隔はインベントリ収集の頻度を指定します。

次の作業

仮想サーバに変更を加えるには、サーバを選択して [変更]ボタンをクリックします。仮想サーバ
を削除するには、サーバを選択して [削除]ボタンをクリックします。

DHCP ロギングのイネーブル化

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [物理アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [ネットワークサービスエージェント]タブを選択します。

ステップ 3 [組み込みネットワークサービス]をクリックします。

ステップ 4 [組み込みネットワークサービス]ダイアログボックスで、[DHCPロギングを有効にする]チェック
ボックスをオンにします。

接続のテスト
管理対象ネットワーク要素および物理的なアカウントに対して接続をテストできます。

管理対象ネットワーク機器の接続テスト

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [物理アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [管理するネットワーク機器]タブを選択します。

ステップ 3 接続をテストするポッドを選択します。

ステップ 4 [テスト接続]をクリックします。

物理アカウントへの接続のテスト

ポッドをアカウントに追加した後は、いつでも接続をテストできます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [物理アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 テストするアカウントタイプに対応するタブをクリックします。

たとえば、[物理アカウント]タブまたは [マルチドメインマネージャ]タブをクリックします。
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ステップ 3 テーブルで、接続のテスト対象となるアカウントの行をクリックします。

ステップ 4 [テスト接続]をクリックします。

ステップ 5 接続テストが完了したら、[閉じる]をクリックします。

次の作業

接続が失敗した場合は、ユーザ名やパスワードを含め、アカウントの構成を検証します。ユーザ

名とパスワードが正しい場合は、ネットワーク接続に問題があるかどうかを確認します。

デバイス検出の有効化

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [物理アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 デバイスの検出を検証するアカウントをクリックします。

ステップ 3 [検出されたデバイス（Discovered Devices）]タブを選択します。

ステップ 4 [設定の検出（Setup Discovery）]をクリックします。

ステップ 5 [設定の検出（Setup Discovery）]ダイアログボックスで、[検出を有効にする（Enable Discovery）]
チェックボックスをオンにして検出を有効にします。

ステップ 6 [設定の検出]ダイアログボックスで、[IPアドレス範囲]フィールドに入力し、ご使用の環境で次
のフィールドのデフォルト値が適切かどうかを判断します。

説明名称

このチェックボックスは、対象のアカウントに

対するデバイス検出を有効にするためにデフォ

ルトでオンになっています。

[検出を有効にする（EnableDiscovery）]チェッ
クボックス

デバイス検出の IPアドレス範囲。（例：
10.1.1.1-10.1.1.12）

[IP範囲（IP Range）]フィールド

TCPのタイムアウト（ms）（デフォルト値は
2000 ms）。

[TCPタイムアウト(ミリ秒単位)（TCP Timeout
(ms)）]フィールド

SNMPのタイムアウト（ms）（デフォルト値は
1500 ms）。

[SNMPタイムアウト(ミリ秒単位)（SNMP
Timeout (ms)）]フィールド

SNMPコミュニティストリング（デフォルトは
[パブリック]）。

[SNMPコミュニティストリング（SNMP
Community Strings）]フィールド
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ステップ 7 [送信]をクリックします。
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第 7 章

仮想インフラストラクチャの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• VMwareの管理について, 135 ページ

• クラウドの検出および接続の確認, 138 ページ

• vCenterプラグインの表示, 139 ページ

VMware の管理について
Cisco UCS Directorは、vCenter（ESX 3.5、ESX/ESXi 4.xおよび 5.x）で VMwareをサポートしま
す。 Cisco UCS Directorは自動的にすべての既存の仮想マシン（VM）と新しく追加したクラウド
のアカウントのイメージを検出します。通常、検出プロセスは約 5分かかります。 VMwareクラ
ウドおよび PowerShellエージェントを追加できます。

「クラウド」という用語は 1つの vCenterインストール環境を指します。（注）

クラウドの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [仮想アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [仮想アカウント]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [クラウドの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名称

[VMware]を選択します。

次のフィールドは、[VMware]を選択
した場合に表示されます。他のクラ

ウドタイプでは、そのクラウドタイ

プに固有のフィールドが表示されま

す。

（注）

[クラウドタイプ]ドロップダウンリスト

クラウドの名前。この名前に一重引用符を含め

ることはできません。

Cisco UCS Director内では各クラウド
に固有の名前を付ける必要がありま

す。クラウドの追加後は、すべての

レポートでこのクラウド名によって

表されます。

（注）

[クラウド名]フィールド

vCenterサーバのアドレス。[サーバのアドレス]フィールド

vCenterサーバのユーザ名。[サーバのユーザID]フィールド

vCenterサーバのパスワード。[サーバのパスワード]フィールド

サーバポート番号。[サーバアクセスポート]フィールド

vCenterアカウントのデータセンター名。

この名前を使用して、指定されているポッドの

リソースを検出、監視、管理できます。vCenter
アカウント全体がCiscoUCSDirectorによって管
理される場合は、このフィールドを空白にしま

す。

[VMwareデータセンター]フィールド

サーバアクセス用の URL。[サーバアクセスURL]フィールド

クラウドの説明。[説明]フィールド

クラウドの連絡先の電子メールアドレス。[連絡先の電子メール]フィールド

ロケーション。[ロケーション]フィールド

コンバージドインフラストラクチャポッドを

選択します。

ポッドの名前を選択すると、VMwareクラウド
のアカウントが、コンバージドインフラストラ

クチャスタックに表示されます。

[POD]ドロップダウンリスト
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説明名称

サービスプロバイダーの名前。[サービスプロバイダー]フィールド

ステップ 5 [追加]をクリックします。

Cisco PowerShell エージェントインストーラのダウンロード
PowerShellエージェントはWindows Server 2008 R2またはWindows Server 2012 64ビット仮想マシ
ンにインストールされます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [仮想アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [PowerShellエージェント]タブを選択します。

ステップ 3 [インストーラのダウンロード]をクリックします。

ステップ 4 [エージェントインストーラのダウンロード]ダイアログボックスで、示されているインストール
要件をシステムが満たしているかどうかを確認します。要件を満たしている場合は [送信]をク
リックします。

ステップ 5 要件を満たしている場合は [送信]をクリックします。
[PSASetup. exeを開く]ダイアログボックスに、実行可能ファイルを保存するよう伝えるメッセー
ジが表示されます。

ステップ 6 [ファイルの保存]をクリックします。
ファイルはシステムのダウンロードロケーションに保存されます。

ステップ 7 PSASetup. exeファイルをWindows Server 2008 R2またはWindows Server 2012 64ビット仮想マシ
ン（VM）にインストールします。
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PowerShell エージェントの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [仮想アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [PowerShellエージェント]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [エージェントの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

エージェントの名前。[エージェント名（Agent Name）]フィールド

エージェントのアドレス。[エージェントアドレス（AgentAddress）]フィー
ルド

エージェントのアクセスポート番号。[エージェントのアクセスポート（Agent Access
Port）]フィールド

アクセスキー。[アクセスキー（Access Key）]フィールド

エージェントの説明。[説明]フィールド

クラウドの検出および接続の確認

接続のテスト

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [仮想アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [仮想アカウント]タブを選択します。

ステップ 3 テストする VMwareアカウントを選択します。

ステップ 4 [接続のテスト]をクリックします。
1つ以上のクラウドのアカウントをCisco UCS Directorに追加後、[サマリー]タブを使用
してクラウドとそのデータが収集されたことを確認できます。

（注）
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ステップ 5 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 6 [サマリー]タブを選択します。
自動検出とデータの入力が完了するまでに数分かかる場合があります。クラウド名を

選択すると、そのステータスの詳細が表示されます。

（注）

vCenter プラグインの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [仮想アカウント]の順に選択します。

ステップ 2 [プラグイン]タブを選択します。このタブには、Cisco UCS Directorに追加された vCenterに必要
なすべてのプラグインが表示されます。
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第 8 章

ポリシーの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• ポリシー, 141 ページ

• コンピューティングポリシー, 142 ページ

• データコレクションポリシー, 145 ページ

• グループの共有ポリシーについて, 147 ページ

• ストレージポリシー, 148 ページ

• ネットワークポリシー, 155 ページ

• システムポリシー, 161 ページ

• エンドユーザセルフサービスポリシーについて, 165 ページ

ポリシー
Cisco UCS Directorは、管理者が設定する事前定義済みポリシーを使用して、割り当てられたリ
ソースプールから仮想マシン（VM）がプロビジョニングされるセルフサービスポータルを提供
します。

ポリシーは、システムリソースの可用性に基づいて、新しいVMがインフラストラクチャ内でプ
ロビジョニングされる場所と方法を規定する規則のグループです。

Cisco UCS Directorでは、VMをプロビジョニングするために次のポリシーをセットアップする必
要があります。

•コンピューティング

•格納形式

•ネットワーク

•システム
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VMのプロビジョニングのポリシーをセットアップする前にクラウドアカウントが存在してい
る必要があります。

重要

コンピューティングポリシー
コンピューティングポリシーは、グループまたはワークロードの要件を満たし、プロビジョニン

グ中に使用されるコンピューティングリソースを決定します。

管理者として、コンピューティングポリシーのさまざまな条件を組み合わせて高度なポリシーを

定義できます。

条件の組み合わせによっては、セルフサービスプロビジョニング中にホストマシンが存在し

ない状況が発生する可能性があるため、コンピューティングポリシーのすべてのフィールド

について十分に理解しておくことを推奨します。

（注）

コンピューティングポリシーの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 [VMwareコンピューティングポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [コンピューティングポリシーの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

ポリシーの名前。

この名前は、カタログの定義で使用

されます

（注）

[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

リソース割り当てを行うクラウドを選択しま

す。

[クラウド名]ドロップダウンリスト
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説明名称

導入のスコープを選択します。

すべてのオプションを使用するか、選

択したオプションを含めるか、または

選択したオプションを除外するかを指

定して、導入のスコープを絞り込むこ

とができます。選択した内容に基づ

いて、必要なホストまたはクラスタを

選択できる新しいフィールドが表示さ

れます。

（注）

[ホストノードまたはクラスタスコープ]ドロッ
プダウンリスト

リソースプールを選択します。[リソースプール]ドロップダウンリスト

ESXのインストールタイプ（ESX、ESXi、ま
たは両方）を選択します。

[ESXタイプ]ドロップダウンリスト

ESXのバージョンを選択します。[ESXバージョン]ドロップダウンリスト

満たしている必要がある 1つ以上の条件の
チェックボックスをオンにします。これらの条

件を満たしていないホストは検討から除外され

ます。複数の条件を選択した場合は、選択した

条件すべてを満たしている必要があります。

[条件の最小値]チェックボックス

導入オプション

テンプレートのプロパティをオーバーライドす

るには、このチェックボックスをオンにしま

す。 CPUとメモリのカスタム設定を入力でき
るオプションも用意されています。

[テンプレートのオーバーライド]チェックボッ
クス

vCPUのカスタム数。 VMに対して指定する
vCPUの数は、選択されているホストノードま
たはクラスタのスコープの総コア数を超えては

いけません。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]チェックボックスを
オンにした場合に表示されます。

（注）

[vCPU数]フィールド

VMの CPU予約。予約は、指定した vCPUの
数によって異なります。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]チェックボックスを
オンにした場合に表示されます。

（注）

[CPU予約(MHz)]フィールド

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3    
143

ポリシーの管理

コンピューティングポリシーの作成



説明名称

VMに対する CPUの制限。 CPUの制限は、選
択されたホストノードまたはクラスタのスコー

プに基づいています。

[CPUの制限(MHz)]フィールド

CPU共有（[低]、[ノーマル]、または [高]）を
選択します。CPU共有により、VM間で競合が
発生した場合に、どの VMが CPUリソースを
取得するかが決定します。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]チェックボックスを
オンにした場合に表示されます。

（注）

[CPU共有]ドロップダウンリスト

VMのカスタムメモリ。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]チェックボックスを
オンにした場合に表示されます。

（注）

[メモリ]フィールド

VMのメモリ予約。予約は、指定したメモリに
よって異なります。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]チェックボックスを
オンにした場合に表示されます。

（注）

[メモリ予約(MB)]フィールド

VMに対するメモリの制限。メモリの制限は、
選択されたホストノードまたはクラスタのス

コープに基づいています。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]チェックボックスを
オンにした場合に表示されます。

（注）

[メモリ制限(MB)]フィールド

メモリ共有（[低]、[ノーマル]、または [高]）を
選択します。メモリ共有により、VM間で競合
が発生した場合に、どのVMがメモリリソース
を取得するかが決定します。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]チェックボックスを
オンにした場合に表示されます。

（注）

[メモリ共有]ドロップダウンリスト

サイズ変更オプション

プロビジョニング前のVMサイズの変更や、既
存のVMのサイズの変更を許可するには、この
チェックボックスをオンにします。

[VMのサイズ変更を許可]チェックボックス
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説明名称

VMのプロビジョニング中、または既存の VM
のサイズの変更中に使用する vCPUの範囲。 8
よりも大きい範囲は、VMのプロビジョニング
またはサイズ変更中に表示されます。選択した

クラウド（vCenter）が 5以上であり、かつVM
バージョン 8を使用している場合のみ。この
ボックスで指定された値だけが表示されます。

このオプションは、[VMのサイズ変
更を許可]チェックボックスをオンに
した場合に表示されます。

（注）

[vCPUの許容値]フィールド

VMのプロビジョニング中、または既存の VM
のサイズの変更中に使用するメモリの範囲。

例：512、768、1024、1536、2048、3072、4096
など。このボックスで指定された値だけが表示

されます。

このオプションは、[VMのサイズ変
更を許可]チェックボックスをオンに
した場合に表示されます。

（注）

[メモリの許容値（MB単位）]フィールド

ステップ 5 [追加]をクリックします。

データコレクションポリシー
データコレクションポリシーを作成して、各 VMwareアカウントについて vCenterから取得でき
るパラメータ量を制御することができます。データコレクションポリシーで指定される各パラ

メータは収集され、Cisco UCS Directorの特定のトレンドレポートで使用されます。

VMwareは、サポートされている唯一の仮想アカウントタイプです。VMwareアカウントが追
加されると、最初にデフォルトで default-data-collection-policyに関連付けられます。

（注）
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仮想アカウントのデータコレクションポリシーの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー]> [仮想/ハイパーバイザポリシー]> [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [データコレクションポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

データコレクションポリシーの名前。

この名前は、カタログの定義中に使

用されます。

（注）

[名前]フィールド

ポリシーの説明[説明]フィールド

VMware仮想アカウントが選択されます。[アカウントタイプ]ドロップダウンリスト

vCenterパラメータを含むデータ収集グループ
を選択します。たとえば、CPUなどです。デー
タ収集グループを編集するには、鉛筆アイコン

をクリックします。データ収集を有効または無

効にするには、[リソースエントリの編集]ダイ
アログボックスの [コレクションを有効にする]
チェックボックスをオンまたはオフにします。

[リソース]ウィンドウ

ステップ 5 [送信]をクリックします。
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仮想アカウントのデータコレクションポリシーの関連付け

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー]> [仮想/ハイパーバイザポリシー]> [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [データコレクションポリシーの関連付け]タブを選択します。

ステップ 3 仮想（VMware）アカウントを選択して [編集]をクリックします。

ステップ 4 [編集]ダイアログボックスで、[ポリシー]ドロップダウンリストから、「仮想アカウントのデー
タコレクションポリシーの設定」の項で設定したデータコレクションポリシーを選択します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。VMwareアカウントにデータコレクションポリシーが関連付けられま
した。

グループの共有ポリシーについて
グループの共有ポリシーによって、ユーザはリソースと、他のユーザと共有するものを高度に制

御できるようになります。このポリシーでは、ユーザは現在自分だけに割り当てられているリ

ソースを表示し、またユーザが属するすべてのグループに割り当てられているリソースを表示で

きます。

グループを作成する場合は、グループの共有ポリシーを定義して、どのグループが読み取り/書き
込み権限を持つかを決定できます。後にユーザがこのグループに追加されると、リソースに対す

るそのユーザのアクセス権は、グループに適用されるグループの共有ポリシーによって決定され

ます。

グループ共有ポリシーの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで [管理] > [グループ共有ポリシー]を選択します。

ステップ 2 [グループ共有ポリシー]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ポリシーの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

グループ共有ポリシーの名前。[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド
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説明名前

1つ以上のMSP組織にこのポリシーを適用する
場合、このボックスをオンにします。

[MSPグループ共有ポリシー]チェックボックス

[選択]をクリックして、このポリシーで定義さ
れたリソースに対して読み取り/書き込み権限の
あるMSP組織を選択します。

このフィールドは [MSPグループ共有ポリシー
（MSP Group Share Policy）]チェックボックス
がオンの場合のみ使用可能です。

[MSP組織]フィールド

[選択]をクリックして、このポリシーで定義さ
れたリソースに対して読み取り/書き込み権限の
ある組織を選択します。

[顧客組織]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

次の作業

ユーザグループを編集してこのグループ共有ポリシーを指定できます。それらのグループ内の

ユーザは、権限に基づいて、リソースに対する読み書き権限を継承します。

ストレージポリシー
ストレージポリシーは、データストアの範囲、使用するストレージの種類、容量、遅延などの最

小条件といったリソースを定義します。

ストレージポリシーでは、複数ディスクの追加ディスクポリシーを設定し、サービスリクエス

トの作成中に使用するデータストアを選択することもできます。

Cisco UCS Directorは、VMのプロビジョニングのためのサービスリクエストの作成中にデー
タストアを選択することをサポートしています。サービスリクエストの作成中にエンドユー

ザのデータストアの選択を有効または無効にするオプションがあります。リストされるデー

タストアは、サービスリクエストの作成中にVDCに関連付けられたストレージポリシーで指
定される範囲条件に依存します。

サービスリクエストの作成中にデータストアの選択機能を使用するには、VMのプロビジョニ
ングに使用されるテンプレートに [システム]ディスクタイプが割り当てられている必要があ
ります。これは、単一または複数のディスクを含むテンプレートに適用されます。

（注）

    Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3
148

ポリシーの管理

ストレージポリシー



複数ディスク VM のストレージポリシー
Cisco UCS Directorは、複数データストア上の複数ディスクでのVMのプロビジョニングをサポー
トしています。

ディスクはシステム、データ、データベース、スワップ、ログという 5つのタイプに分類されま
す。最初にシステムディスクポリシーが設定され、他のディスクは必要に応じて設定できます。

各ディスクタイプに対して個別にディスクポリシーを設定することも、各ディスクに対してデ

フォルトのシステムディスクポリシーを選択することもできます。

複数のディスクを含むテンプレートに対するストレージポリシーの作成の詳細については、

「複数ディスクの VMプロビジョニング」の章を参照してください。
（注）

ストレージポリシーの追加と設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [ストレージ]を選択します。

ステップ 2 [VMwareストレージポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ストレージリソース割り当てポリシーの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドを入力し
ます。

説明名称

リソース割り当てが発生するクラウドを選択し

ます。

[ポリシー名]フィールド

導入のスコープを限定する場合は、すべての

データストア、選択したデータストアのみ、も

しくは、選択した以外のデータストアを導入す

るのかを選択します。

[ポリシーの説明]フィールド

リソース割り当てが発生するクラウドを選択し

ます。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

システムディスクスコープ
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説明名称

リンク済み複製を使用するには、チェックボッ

クスをオンにします。

リンク済み複製かフル複製かは、ストレージポ

リシーのリンク済み複製の選択によって異なり

ます。

[リンク済み複製の使用]チェックボックス

関連付けられたストレージプロファイルを使用

してVMをプロビジョニングするにはストレー
ジプロファイルを選択します。

[ストレージプロファイル（Storage Profile）]ド
ロップダウンリスト

展開の範囲を狭める場合は、すべてを使用する

か、選択済みのデータストアを含めるか、選択

済みのデータストアを除外するか、選択済みの

データストアクラスタを含めるか、または選択

済みのデータストアクラスタを除外するかを選

択します。

[データストア/データストアクラスタ範囲（Data
Stores/Data Store Clusters Scope）]ドロップダウ
ンリスト

展開の範囲が狭くなると、ストレージプロファ

イルに関連付けられたデータストアを選択でき

ます。

[選択済みのデータストアクラスタ]フィールド

[選択済みのデータストアクラスタを含める
（Include Selected Datastore Clusters）]または [選
択済みのデータストアクラスタを除外する

（Exclude Selected Datastore Clusters）]が選択さ
れている場合は、DRSルールタイプを選択し
ます。次のいずれかにできます。

• [VMDKを同時に維持する（Keep VMDKs
Together）]：フィルタリングされたクラス
タで既存のルールを選択する必要がありま

す。新しくプロビジョニングされた VM
は VMのアンチアフィニティルールに追
加されます。

• [VMDKを分ける（SeparateVMDKs）]：新
しくプロビジョニングされたVMに複数の
ディスクが含まれている場合、新しいVM
アフィニティルールはデータストアクラ

スタで作成されます。

[DRSルールタイプ（DRSRuleType）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名称

[選択済みのデータストアクラスタを含める
（Include Selected Datastore Clusters）]または [選
択済みのデータストアクラスタを除外する

（Exclude Selected Datastore Clusters）]が選択さ
れている場合は、ルールを適用するVMを選択
します。

[ルールの選択（Select Rule）]フィールド

共有データストアのみを使用するには、この

チェックボックスをオンにします。

[共有データストアのみの使用（Use SharedData
Store Only）]チェックボックス

ストレージオプション

ローカルストレージを使用するには、この

チェックボックスをオンにします。デフォルト

では、このフィールドはオンです。

[ローカルストレージの使用]チェックボックス

NFSストレージを使用するには、このチェック
ボックスをオンにします。デフォルトでは、こ

のフィールドはオンです。

[NFSの使用]チェックボックス

SANストレージを使用するには、このチェック
ボックスをオンにします。デフォルトでは、こ

のフィールドはオンです。

[SANの使用]チェックボックス

一致する必要がある 1つ以上の条件を選択して
チェックボックスをオンにします。

これらの基準に一致しないすべてのデータスト

アは、考慮事項から除外されます。複数の条件

を選択する場合、すべての条件が一致する必要

があります。

[フィルタ条件（FilterConditions）]チェックボッ
クス

テンプレートのプロパティをオーバーライドす

るには、このチェックボックスをオンにしま

す。シンプロビジョニングの使用やカスタム

ディスクサイズなど、カスタム設定を入力する

オプションが提供されます。

[テンプレートのオーバーライド]チェックボッ
クス
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説明名称

VMストレージのプロビジョニングの際にシン
プロビジョニングを使用するには、このチェッ

クボックスをオンにします。

シンプロビジョニングは、物理ストレージ容量

の動的割り当てをイネーブルにし、VMストレー
ジの使用率が向上します。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]がオンのときに表示
されます。

（注）

[シンプロビジョニングの使用]チェックボック
ス

カスタムディスクサイズは、VMのプロビジョ
ニングに使用されるテンプレートのディスクサ

イズをオーバーライドします。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]がオンのときに表示
されます。

（注）

[手動ディスクサイズ（Manual Disk Size）]

VMライフサイクルのサイズ変更オプション

プロビジョニングする前に、VMのディスクサ
イズを選択するオプションをエンドユーザに表

示する場合はチェックボックスをオンにしま

す。

[ディスクのサイズ変更を許可（Allow Resizing
of Disk）]チェックボックス

このオプションは、[All Resizing of Disk（ディ
スクのサイズ変更を許可）]がオンの場合に表
示されます。

VMのプロビジョニング中に選択したディスク
サイズ値のカスタム範囲。たとえば、1、5、
10、50、100、500、1024、5120、10240などで
す。

[ディスクの許容値(GB単位)]フィールド

エンドユーザにサービス要求の作成中にデータ

ストアを選択するよう求めるオプションを提供

するには、このチェックボックスをオンにしま

す。

[スコープからのデータストアの選択をユーザに
許可します]チェックボックス

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [追加のディスクポリシー]ペインで、設定するディスクタイプを選択します。

ステップ 7 ディスクタイプを編集するには、[編集]（鉛筆）をクリックします。
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デフォルトでは、ディスクのディスクポリシーは、[システムディスクポリシー]と同じ
です。

（注）

ステップ 8 ディスクポリシーを設定するには、[ポリシー項目の編集]ダイアログボックスで、[システムディ
スクポリシーと同じ]チェックボックスをオフにします。

ステップ 9 [送信]をクリックします。

ステップ 10 [エントリの編集]ダイアログボックスで、追加のディスクポリシーを設定します。

ステップ 11 [送信]をクリックします。
追加ディスクポリシーを使用して作成されるストレージポリシーを使用するには、VM
のプロビジョニングに使用される VDCとポリシーを関連付ける必要があります。

設定された追加ディスクポリシーをポリシーで使用する場合は、複数ディスクテンプ

レートのカタログ作成中に、[単一データストアのすべてのディスクをプロビジョニン
グします（Provision all disks in a single database）]チェックボックスを必ずオフにして
ください。カタログの作成方法の詳細については、カタログの管理, （187ページ）を
参照してください。

（注）

仮想ストレージカタログ

ストレージポリシーをカスタマイズするために仮想ストレージカタログを使用できます。仮想

ストレージカタログを使用して、複数のストレージポリシーを選択し、カスタムストレージの

エントリ名を指定できます。

ストレージカタログは、カタログの作成中にそれを有効化することにより、カタログにマッピン

グします。カタログを使用してサービス要求を出すとき、[ストレージ階層]を選択することがで
きます。

仮想ストレージカタログの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [ストレージ]を選択します。

ステップ 2 [仮想ストレージのカタログ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [仮想ストレージのカタログ]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

カタログの名前。

この名前は、カタログカスタムアクションの

定義中に使用されます。

[カタログ名]フィールド
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説明名称

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド

クラウドアカウントを選択します。[クラウド名]ドロップダウンリスト

エントリ数を選択します。指定できる範囲は 1
～ 10です。選択した内容に応じて、次のダイ
アログボックスにストレージエントリオプショ

ンが表示されます。

[エントリ数の選択]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [エントリの追加]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

[ストレージエントリ #1]

ストレージエントリの名前。[ストレージエントリ名]フィールド

ストレージポリシーを選択します。[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

[ストレージエントリ #2]

2番目のポリシーのストレージエントリ名。[ストレージエントリ名]フィールド

ストレージポリシーを選択します。[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [送信]をクリックします。

次の作業

•カタログの作成中に仮想ストレージカタログをマッピングできます。

「カタログの管理」の項を参照してください。

•サービスリクエストの作成中にストレージ階層オプションを表示できます。

「セルフサービスプロビジョニングの使用法」を参照してください。
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ネットワークポリシー
ネットワークポリシーには、ネットワーク設定、DHCP、スタティック IPなどのリソースが含ま
れ、このポリシーを使用してプロビジョニングされた VMに対して複数の vNICを追加するため
のオプションが含まれています。

スタティック IP プールポリシーの追加
ネットワークポリシーで使用できるスタティック IPプールポリシーを設定できます。（オプショ
ン）

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [ネットワーク]を選択します。

ステップ 2 [スタティックIPプールポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [静的IPプールポリシー情報]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

ネットワークポリシーの名前。[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

ステップ 5 [静的IPプール]セクションの [追加（+）]をクリックして、複数スタティック IPプールを追加し
て設定します。

ステップ 6 [静的IPプールへのエントリの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

スタティック IPプール。

例：10.5.0.1 - 10.5.0.50、10.5.0.100、10.5.1.20
-10.5.1.70

[静的IPプール]フィールド

プールのサブネットマスク。 255.255.255.0な
どです。

[サブネットマスク]フィールド

ネットワーク内のデフォルトゲートウェイの

IPアドレス。
[ゲートウェイIPアドレス]フィールド
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ステップ 7 [送信]をクリックします。

ステップ 8 [スタティックIPポリシー情報]ダイアログボックスで [送信]をクリックします。

ネットワークポリシーの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [ネットワーク]の順に選択しま
す。

ステップ 2 [VMwareネットワークポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ネットワークポリシーの情報]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

ネットワークポリシーの名前。[ポリシー名]フィールド

ネットワークポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

ポリシーが適用されるクラウドアカウントを選

択します。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

サービスリクエストの導入設定の作成中にvNIC
を選択できるようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。

[エンドユーザにオプションのNICの選択を許可]
チェックボックス

ステップ 5 複数の vNICを追加して設定するには、[VMネットワーク]セクションで [追加]（+）をクリック
します。これらの vNICは、このポリシーを使用してプロビジョニングされる VMに適用できま
す。

VMアクションを使用してプロビジョニングまたは検出された VMの vNICを追加また
は交換するには、vNICを設定する必要があります。

（注）

ステップ 6 [VMネットワークへのエントリの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名称

新しい NICの名前。[NICエイリアス]フィールド
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説明名称

[ネットワークポリシー]ダイアログボックスの
[エンドユーザにオプションのNICの選択を許可]
チェックボックスがオンの場合、このチェック

ボックスはあらかじめ選択されています。[ネッ
トワークポリシー]ダイアログボックスが選択
されておらず、かつこのチェックボックスがオ

ンでない場合は、[NICエイリアス]フィールド
はオプションです。

少なくとも 1つの NICで [必須]オプ
ションが選択されている必要がありま

す。 [必須]フィールドが選択されて
いる NICは VMのプロビジョニング
で使用されます。VMサービスリク
エストの作成中にはユーザのオプショ

ンはありません。

（注）

[必須]チェックボックス

プロビジョニング中にエンドユーザがポート

グループを選択できるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。

[エンドユーザによるポートグループ選択を許
可]チェックボックス

カスタム設定が不要な場合は、このチェック

ボックスをオンにします。カスタム設定の場合

はオフにします。

[テンプレートからアダプタをコピーする]
チェックボックス

アダプタタイプを選択します。テンプレート

で使用可能なアダプタタイプと同じタイプが

ユーザに必要な場合は、このオプションをオン

にします。

[テンプレートからアダプタをコピー
する]オプションが選択されている場
合は、このオプションは表示されま

せん。

（注）

[アダプタのタイプ]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [ポートグループ] セクションで、[追加]（+）をクリックします。 [ポートグループへのエントリ
の追加]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 8 [選択]をクリックして、ポートグループ名を選択します。

ステップ 9 [IPアドレスのタイプの選択]ドロップダウンフィールドで、[DHCP]（デフォルト）または [固定]
を選択します。

a) [固定]を選択すると、[エントリの追加]ダイアログボックスが表示されます。 [IPプールポリ
シー]（デフォルト）または [インライン IPプール]を選択します。
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[IPプールポリシー]を選択した場合は、[スタティック IPプールを選択する]をクリックしま
す。 [選択]ダイアログボックスで、事前設定されたスタティック IPプールのリストから選択
します。事前設定されたスタティック IPプールが存在しない場合、詳細については「スタ
ティック IPポリシーの追加」を参照してください。

b) [インライン IPプール]を選択する場合は、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

スタティック IPプール。 10.5.0.1 - 10.5.0.50、
10.5.0.100、10.5.1.20-10.5.1.70などです。

[静的IPプール]フィールド

プールのサブネットマスク。 255.255.255.0な
どです。

[サブネットマスク]フィールド

このネットワークのデフォルトゲートウェイ

の IPアドレス。
[ゲートウェイIPアドレス]フィールド

ステップ 10 [送信]をクリックします。

ステップ 11 [VMネットワークへのエントリの追加]ダイアログボックスで、[送信]をクリックします。

ステップ 12 [ネットワークポリシーの情報]ダイアログボックスで、[送信]をクリックします。

ネットワーキングプロビジョニングポリシー

ネットワークプロビジョニングポリシーは、オーケストレーションワークフローのタスクで使

用されます。このポリシーは、レイヤ 2のネットワーク設定、およびネットワーク内のスイッチ
に対するアクセスコントロールリスト（ACL）を定義します。

ネットワークプロビジョニングポリシーの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [ネットワーク]を選択します。

ステップ 2 [ネットワークプロビジョニングポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [ポリシーの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

一般情報
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説明名称

ポリシーの名前。[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

[L2ネットワーク設定（VLAN）]

オンにすると、次のフィールドにデータが自動

的に取り込まれます。

• [プライベートVLANタイプ]：コミュニティ

• [プライマリVLAN ID]：0

• [セカンダリVLANの範囲 -開始ID]：500

• [セカンダリVLANの範囲 -終了ID]：1000

[プライベートVLANの使用]チェックボックス

VLANの範囲の開始 ID。500はデフォルトの範
囲開始 IDです。

[VLAN範囲 -開始ID]フィールド

VLANの範囲の終了 ID。 1000はデフォルトの
範囲終了 IDです。

[VLAN範囲 -終了ID]フィールド

VLANベースプロファイル名。1つ以上のネス
トされたプロファイル割り当てを含むプロファ

イルです。

[基本プロファイル名]フィールド

アクセスコントロールリスト

[シンプル]が現時点のデフォルトであり、唯一
のオプションです。 ICMPをVLANで許可する
場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。

[ACLタイプ]ドロップダウンリスト
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説明名称

[選択]ボタンをクリックします。 [項目の選択]
ダイアログボックスが表示されます。使用可能

なオプションは次のとおりです。

• FTP

• SSH

• Telnet

• SMTP

• POP3

• HTTP

• HTTPS

• MySQL

選択するオプションの横のチェックボックスを

オンにするか、または [すべてオン]ボタンをク
リックします。以前の入力をクリアするには、

[すべてオフ]ボタンをクリックします。

[TCPポートへの着信トラフィックを許可]フィー
ルド

[選択]ボタンをクリックします。 [項目の選択]
ダイアログボックスが表示されます。使用可能

なオプションは次のとおりです。

• SNMP

• Syslog

選択するオプションの横のチェックボックスを

オンにするか、または [すべてオン]ボタンをク
リックします。以前の入力をクリアするには、

[すべてオフ]ボタンをクリックします。

[UDPポートへの着信トラフィックを許可]
フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

VLAN プールポリシー
VLANプールポリシーはポッドに対するVLANの範囲を定義します。このポリシーは、ポリシー
で指定された定義済み範囲からフリーの VLAN IDを生成するためにオーケストレーションワー
クフローで使用されます。
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VLAN プールポリシーの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [ネットワーク]を選択します。

ステップ 2 [VLANプールポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ポリシーの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

ポッドを選択します。[POD]ドロップダウンリスト

ポリシー名。このポリシー名はオーケストレー

ションワークフローで使用されます。

[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

VLANの範囲。たとえば、1,3,5—15などです。[VLAN範囲]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

システムポリシー
システムポリシーは、使用するテンプレート、タイムゾーン、OS情報など、システムに固有の
情報を定義します。

システムポリシーの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー]> [仮想/ハイパーバイザポリシー]> [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [VMWareシステムポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [システムポリシー情報]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名称

ポリシーの名前。この名前は、カタログの定義

中に使用されます。

[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

使用する VM名テンプレート。

Cisco UCS Directorは VM名の自動作成を可能
にします。VM名は、一連の変数名を使用して
自動的に作成できます。各変数は $
{VARIABLE_NAME}のようにかっこで囲む必
要があります。例：
vm-${GROUP_NAME}-SR${SR_ID}

[VM名のテンプレート]フィールド

ステップ 5 次に示すオプションの [VM名のテンプレート]機能から選択します。

説明名称

VMプロビジョニングのためのサービスリクエ
ストの作成中にユーザがVM名プレフィクスを
追加できるようにするには、このチェックボッ

クスをオンにします。

[エンドユーザVM名のプレフィクス]チェック
ボックス

このポリシーを使用して導入されたすべての

VMの電源を自動的にオンにするには、この
チェックボックスをオンにします。

[導入後に電源をオンにします]チェックボック
ス

一連の変数名を使用して自動的に作成できる

VMホスト名。各変数は ${VARIABLE}のよう
にかっこで囲む必要があります。

[ホスト名のテンプレート]フィールド

ステップ 6 [ホスト名のテンプレート]の変数名を選択します。例：${VMNAME}

ステップ 7 次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VMに使用する IPドメイン。[DNSドメイン]フィールド

時間帯を選択します。[Linuxタイムゾーン]ドロップダウンリスト

DNSルックアップ用に設定する DNSサフィッ
クス。複数のサフィックスがある場合は、それ

ぞれをカンマで区切ります。

[DNSサフィックスリスト]フィールド
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説明名称

DNSサーバの IPアドレスのリスト。複数の
サーバを区切るには、カンマを使用します。

[DNSサーバリスト]フィールド

VMにインストールされているイメージの OS
を選択します。 [WindowsおよびLinux]を選択
するか、または[Linuxのみ]を選択します。

[VMイメージのタイプ]ドロップダウンリスト

Windows

Windows製品 IDまたはライセンスキー。製品
IDまたはライセンスキーはここに入力するか、
または OSラインセンスプールで入力できま
す。OSライセンスプールで入力したキーは、
ここで入力するキーよりも優先されます。

[製品ID]フィールド

Windowsライセンスの所有者名。[ライセンス所有者名]フィールド

VMで設定する組織名。[組織]フィールド

[シート別]または [サーバ別]を選択します。[ライセンスモード]ドロップダウンリスト

ライセンスユーザまたは接続の数。[ライセンスユーザ数]

WINSサーバの IPアドレス。複数の値はカン
マで区切ります。

[WINSサーバリスト]フィールド

自動ログインを有効にするには、このチェック

ボックスをオンにします。

[自動ログイン]チェックボックス

自動ログインの実行回数。[自動ログイン回数]フィールド

管理者アカウントのパスワード。[管理者パスワード]フィールド

[ドメイン]または [ワークグループ]を選択しま
す。

[ドメインまたはワークグループ]ドロップダウ
ンリスト

ワークグループの名前。

このオプションは、[ワークグループ]が [ドメ
インまたはワークグループ]ドロップダウンリ
ストの値として選択されている場合に、表示さ

れます。

[ワークグループ]フィールド
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説明名称

Windowsドメインの名前。

このオプションは、[ドメイン]が [ド
メインまたはワークグループ]ドロッ
プダウンリストの値として選択され

ている場合に、表示されます。

（注）

[ドメイン]フィールド

Windowsドメイン管理者のユーザ名。

このオプションは、[ドメイン]が [ド
メインまたはワークグループ]ドロッ
プダウンリストの値として選択され

ている場合に、表示されます。

（注）

[ドメインユーザ名]フィールド

Windowsドメイン管理者のパスワード

このオプションは、[ドメイン]が [ド
メインまたはワークグループ]ドロッ
プダウンリストの値として選択され

ている場合に、表示されます。

（注）

[ドメインパスワード]フィールド

時間帯を選択します。[Windowsタイムゾーン]ドロップダウンリスト

VMのアノテーションを指定するには、この
チェックボックスをオンにします。

アノテーションの一部としてメモおよびカスタ

ム属性を指定できます。このチェックボックス

をオンにした場合は、次のフィールドに値を入

力します。

• [VMの注記]フィールド

VMの説明を入力します。

•カスタム属性

[名前]、[タイプ]、および [値]を指定する
には、[追加]（+）をクリックします。

VMの注記として追加した情報は、
[VMの詳細]ページでそのVMに対し
て表示されます。

（注）

[VMアノテーションの定義]チェックボックス

ステップ 8 [追加]をクリックします。
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OS ライセンス
Cisco UCS Directorは、ユーザがWindows OSライセンスを追加するためのオプションを提供して
います。これらのライセンスは、カタログの作成時にWindowsイメージにマッピングされます。
VMwareシステムポリシーでWindowsイメージに対してWindows OSライセンスを提供する、ま
たはカタログの作成時に OSバージョンフィールドからキーを選択する、というオプションがあ
ります。

OS ライセンスの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー]> [仮想/ハイパーバイザポリシー]> [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [OSライセンス]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ライセンスの詳細の追加]ページで、次のフィールドを入力します。

説明名称

Windowsバージョン名。[Windowsのバージョン名]フィールド

Windows製品 IDまたはライセンスキー。この
フィールドは、KMSクライアントセットアッ
プキーを受け入れます。

[ライセンス]フィールド

Windowsライセンスの所有者名。[ライセンスの所有者名]フィールド

VMで設定する組織名。[組織]フィールド

シート単位またはサーバ単位を選択します。[ライセンスモード]ドロップダウンリスト

ライセンスユーザまたは接続の数。[ライセンス取得済みのユーザ数]フィールド

ステップ 5 [送信]をクリックします。

エンドユーザセルフサービスポリシーについて
エンドユーザセルフサービスポリシーは、ユーザが vDCで実行できるアクションまたはタスク
を制御します。このポリシーを作成するには、最初にたとえばVMwareなどのアカウントタイプ
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を指定します。アカウントタイプを指定したら、続いてポリシーを作成します。ポリシーを作

成したら、同じアカウントタイプを使用して作成したvDCに、そのポリシーを割り当てる必要が
あります。たとえば VMware用のエンドユーザポリシーを作成した場合は、VMware vDCを作
成する場合にこのポリシーを指定できます。他のアカウントタイプ用に作成したポリシーを表示

したり割り当てたりすることはできません。

Cisco UCS Directorでは、エンドユーザセルフサービスポリシーの作成に加えて、次のタスクを
実行できます。

• [表示] —ポリシーの概要を表示します。

• [編集] — [エンドユーザポリシー]ダイアログボックスが開き、説明またはエンドユーザセ
ルフサービスオプションを変更できます。

• [複製] — [エンドユーザポリシー]ダイアログボックスが開き、別のポリシーで指定したオ
プションを使用して新しくポリシーを作成できます。

• [削除] —システムからポリシーを削除します。ただし、このポリシーに vDCを割り当てる
必要はありません。

vDCへのポリシーの割り当ては、ユーザが vDCで実行するタスクを制御できる唯一の方法で
す。従来のバージョンでは、vDCの作成中にタスクを有効または無効にしていました。最新
リリースにアップグレードすると、以前に設定していた権限とオプションが vDCの名前を使
用してエンドユーザポリシーとして自動的にグループ化され、vDCに割り当てられます。

重要

エンドユーザポリシーの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー]> [仮想/ハイパーバイザポリシー]> [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [エンドユーザセルフサービスポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [エンドユーザポリシーの追加]ダイアログボックスで、ドロップダウンリストからアカウント
タイプを選択します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

ステップ 6 [エンドユーザポリシー]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名称

ポリシーの名前。[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド
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説明名称

このポリシーによって割り当てられているvDC
でユーザが実行できるタスクを選択します。

タスクのリストは、[アカウントタイプ]によっ
て異なります。

[エンドユーザセルフサービスオプション]
フィールド

ステップ 7 [送信]をクリックします。

次の作業

このエンドユーザポリシーを vDCに割り当てます。詳細については、仮想データセンターの追
加, （170ページ）を参照してください。
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第 9 章

仮想データセンターの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 仮想データセンターの管理について, 169 ページ

• VDCアクション, 170 ページ

• 仮想データセンターサービスプロファイル, 182 ページ

仮想データセンターの管理について
仮想データセンター（VDC）は、仮想リソース、動作の詳細、ルール、およびポリシーを組み合
わせて特定のグループの要件を管理する環境です。

1つのグループまたは組織で複数のVDC、イメージ、テンプレート、およびポリシーを管理でき
ます。組織は個々のグループに VDCレベルでクォータを割り当て、リソース制限を割り当てる
ことができます。

また、VDCに固有の承認者を定義できます。 VDCの承認者は、ユーザからの VMプロビジョニ
ングの要求を承認する必要があります。

Cisco UCS DirectorにはデフォルトのVDCがあり、検出されたすべてのVMは、このデフォル
ト VDCの一部です。検出された VMは Cisco UCS Directorの外部で作成された VMか、また
は Cisco UCS Directorがインストールされる前に vCenterですでに作成されていた VMです。
Cisco UCS Directorはこのような VMを自動的に検出し、デフォルト VDCに追加します。

（注）

サービス要求を使用してプロビジョニングされたVMはVDCに関連付けることができます。サー
ビス要求を作成するとき、この VMをプロビジョニングする VDCを選択できます。 VMのプロ
ビジョニング時には、特定のグループで利用可能な VDCのリストを表示し、必要な VDCを選択
できます。
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VDC アクション

仮想データセンターの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [VDC]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [VDCの追加]ダイアログボックスで、ドロップダウンリストからアカウントタイプを選択しま
す。

選択したアカウントタイプによって、[VDCの追加]ダイアログボックスに表示されるクラウド
名のリストが決定されます。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

ステップ 6 [VDCの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VDCの名前。

名前は、入力した後では編集できません。

[VDC名]フィールド

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクション
は無効になります。今後の導入で VDCを使用
できるようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VDCがセッ
トアップされているグループを選択します。

[顧客組織（Customer Organizations）]ドロップ
ダウンリスト

新しい顧客組織を追加するには、このボタンを

クリックします。

[顧客組織の追加（Add Customer Organization）]
ボタン

VDCの設定対象クラウドを選択します。

このドロップダウンリストに表示されるオプ

ションは、指定したアカウントタイプによって

決定されます。

[クラウド名]ドロップダウンリスト
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説明名称

承認者と連絡先

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第1レベル承認者（First Level Approver(s)）]
フィールド

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第2レベル承認者（Second Level Approver(s)）]
フィールド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

この VDCを使用した VMのプロビジョニング
に関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする 2番目の
連絡先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト
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説明名称

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用する ISOイメージのマッピングポ
リシーを選択します。

[ISOイメージマッピングポリシー（ISO Image
Mapping Policy）]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル]ドロップダウンリスト

この VDCの SRサマリーと電子メールページ
でのコストの表示を無効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後のオーケストレーショ
ンワークフローを実行するために使用するポリ

シーを選択します。選択されたワークフロー

は、VDC内の VMに対するアクションボタン
として表示されます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

RCUを使用してVMを複製する場合は、チェッ
クボックスをオンにします。

このオプションを使用できるのは一部の vDC
タイプのみです。

[ストレージの効率性の有効化]チェックボック
ス

非アクティブなVMを削除するまでの、非アク
ティブな状態の経過日数を選択します。非アク

ティブ状態のVMとは、電源がオンの状態では
ない VMです。

この選択項目が想定どおりに機能する

ためには、[管理] > [システム]で [高
度なコントロール]タブの下にある
[VDCポリシーに基づいて非アクティ
ブな VMを削除する]チェックボック
スがオンになっていることを確認しま

す。詳細については、「高度なコン

トロールの有効化」を参照してくださ

い。

（注）

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト
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説明名称

vDCのセルフサービスポリシーを選択します。
このポリシーによって、VDCで実行できるタス
クまたはアクションが定義されます。

このドロップダウンリストには、作

成するVDCに対応するアカウントタ
イプに関連するポリシーが表示されま

す。

vDCへのポリシーの割り当ては、ユー
ザが vDCで実行するタスクを制御で
きる唯一の方法です。従来のバージョ

ンでは、vDCの作成中にタスクを有効
または無効にしていました。最新リ

リースにアップグレードすると、以前

に設定していた権限とオプションが

vDCの名前を使用してエンドユーザ
ポリシーとして自動的にグループ化さ

れ、vDCに割り当てられます。

（注）

エンドユーザセルフサービスポリシー

ステップ 7 [追加]をクリックします。
VMのユーザは、次のタスクを実行できなくなりまし
た。

（注）

• VMの移行

•スタックビューの使用

• VMの割り当て

仮想データセンターの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、表示するVDCが含まれているVDCグループを選択します。
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ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、表示する VDCを選択します。

ステップ 5 [表示]をクリックして、[VDCの詳細]ページを開きます。

仮想データセンターの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、編集する必要のある VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 [vDCの編集]ダイアログボックスで、次のフィールドを編集します。

説明名称

VDCの名前。

名前は、入力した後では編集できません。

[VDC名]フィールド

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクション
は無効になります。今後の導入で VDCを使用
できるようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VDCがセッ
トアップされているグループを選択します。

[顧客組織（Customer Organizations）]ドロップ
ダウンリスト

新しい顧客組織を追加するには、このボタンを

クリックします。

[顧客組織の追加（Add Customer Organization）]
ボタン

VDCの設定対象クラウドを選択します。

このドロップダウンリストに表示されるオプ

ションは、指定したアカウントタイプによって

決定されます。

[クラウド名]ドロップダウンリスト
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説明名称

承認者と連絡先

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第1レベル承認者（First Level Approver(s)）]
フィールド

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第2レベル承認者（Second Level Approver(s)）]
フィールド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

この VDCを使用した VMのプロビジョニング
に関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする 2番目の
連絡先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト
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説明名称

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用する ISOイメージのマッピングポ
リシーを選択します。

[ISOイメージマッピングポリシー（ISO Image
Mapping Policy）]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル]ドロップダウンリスト

この VDCの SRサマリーと電子メールページ
でのコストの表示を無効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後のオーケストレーショ
ンワークフローを実行するために使用するポリ

シーを選択します。選択されたワークフロー

は、VDC内の VMに対するアクションボタン
として表示されます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

RCUを使用してVMを複製する場合は、チェッ
クボックスをオンにします。

このオプションを使用できるのは一部の vDC
タイプのみです。

[ストレージの効率性の有効化]チェックボック
ス

非アクティブなVMを削除するまでの、非アク
ティブな状態の経過日数を選択します。非アク

ティブ状態のVMとは、電源がオンの状態では
ない VMです。

この選択項目が想定どおりに機能する

ためには、[管理] > [システム]で [高
度なコントロール]タブの下にある
[VDCポリシーに基づいて非アクティ
ブな VMを削除する]チェックボック
スがオンになっていることを確認しま

す。詳細については、「高度なコン

トロールの有効化」を参照してくださ

い。

（注）

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト
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説明名称

vDCのセルフサービスポリシーを選択します。
このポリシーによって、VDCで実行できるタス
クまたはアクションが定義されます。

このドロップダウンリストには、作

成するVDCに対応するアカウントタ
イプに関連するポリシーが表示されま

す。

vDCへのポリシーの割り当ては、ユー
ザが vDCで実行するタスクを制御で
きる唯一の方法です。従来のバージョ

ンでは、vDCの作成中にタスクを有効
または無効にしていました。最新リ

リースにアップグレードすると、以前

に設定していた権限とオプションが

vDCの名前を使用してエンドユーザ
ポリシーとして自動的にグループ化さ

れ、vDCに割り当てられます。

（注）

エンドユーザセルフサービスポリシー

ステップ 6 [保存]をクリックします。

仮想データセンターの削除

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、削除する必要のある VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、削除する VDCを選択します。

ステップ 5 [削除]をクリックします。
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仮想データセンターの複製

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、複製する必要がある VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、複製する VDCを選択します。

ステップ 5 [複製]をクリックします。

ステップ 6 [VDCの複製]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VDCの名前。

名前は、入力した後では編集できません。

[VDC名]フィールド

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクション
は無効になります。今後の導入で VDCを使用
できるようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VDCがセッ
トアップされているグループを選択します。

[顧客組織（Customer Organizations）]ドロップ
ダウンリスト

新しい顧客組織を追加するには、このボタンを

クリックします。

[顧客組織の追加（Add Customer Organization）]
ボタン

VDCの設定対象クラウドを選択します。

このドロップダウンリストに表示されるオプ

ションは、指定したアカウントタイプによって

決定されます。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

承認者と連絡先
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説明名称

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第1レベル承認者（First Level Approver(s)）]
フィールド

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第2レベル承認者（Second Level Approver(s)）]
フィールド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

この VDCを使用した VMのプロビジョニング
に関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする 2番目の
連絡先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト
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説明名称

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用する ISOイメージのマッピングポ
リシーを選択します。

[ISOイメージマッピングポリシー（ISO Image
Mapping Policy）]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル]ドロップダウンリスト

この VDCの SRサマリーと電子メールページ
でのコストの表示を無効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後のオーケストレーショ
ンワークフローを実行するために使用するポリ

シーを選択します。選択されたワークフロー

は、VDC内の VMに対するアクションボタン
として表示されます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

RCUを使用してVMを複製する場合は、チェッ
クボックスをオンにします。

このオプションを使用できるのは一部の vDC
タイプのみです。

[ストレージの効率性の有効化]チェックボック
ス

非アクティブなVMを削除するまでの、非アク
ティブな状態の経過日数を選択します。非アク

ティブ状態のVMとは、電源がオンの状態では
ない VMです。

この選択項目が想定どおりに機能する

ためには、[管理] > [システム]で [高
度なコントロール]タブの下にある
[VDCポリシーに基づいて非アクティ
ブな VMを削除する]チェックボック
スがオンになっていることを確認しま

す。詳細については、「高度なコン

トロールの有効化」を参照してくださ

い。

（注）

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト
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説明名称

vDCのセルフサービスポリシーを選択します。
このポリシーによって、VDCで実行できるタス
クまたはアクションが定義されます。

このドロップダウンリストには、作

成するVDCに対応するアカウントタ
イプに関連するポリシーが表示されま

す。

vDCへのポリシーの割り当ては、ユー
ザが vDCで実行するタスクを制御で
きる唯一の方法です。従来のバージョ

ンでは、vDCの作成中にタスクを有効
または無効にしていました。最新リ

リースにアップグレードすると、以前

に設定していた権限とオプションが

vDCの名前を使用してエンドユーザ
ポリシーとして自動的にグループ化さ

れ、vDCに割り当てられます。

（注）

エンドユーザセルフサービスポリシー

ステップ 7 [保存]をクリックします。

仮想データセンターのアプリケーションカテゴリの管理

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、VDCが含まれている VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、編集する VDCを選択します。

ステップ 5 [カテゴリの管理]をクリックします。

ステップ 6 [アプリケーションカテゴリの編集]ダイアログボックスで、システムポリシー、コンピューティ
ングポリシー、ネットワークポリシー、またはストレージポリシーをオプションで変更するた

めに該当するフィールドをすべて編集します。コストモデルとスマート割り当てポリシーも変更

できます。

ステップ 7 [保存]をクリックします。
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仮想データセンターサービスプロファイル
この機能は VDCの追加に似ていますが、[VDCサービスプロファイル]で作成される VDCはオー
ケストレーションワークフローの中で使用されます。この機能を使用すると、ワークフロータ

スク中の VDC作成時に使用可能な、ゴールド、シルバー、およびブロンズ VDCを作成できま
す。

仮想データセンターサービスプロファイルの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [vDCサービスプロファイル]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [vDCサービスプロファイルの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VDCプロファイルの名前。

名前は、入力した後では編集できません。

[vDCプロファイル名]フィールド

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクション
は無効になります。今後の導入で VDCを使用
できるようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明]フィールド

VDCの設定対象グループを選択します。[グループ]ドロップダウンリスト

VDCの設定対象クラウドを選択します。[クラウド名]ドロップダウンリスト

承認者と連絡先
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説明名称

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第1承認者のユーザ名]フィールド

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第2承認担当者のユーザ名]フィールド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

この VDCを使用した VMのプロビジョニング
に関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする 2番目の
連絡先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCサービスプロファイルに適用できるシス
テムポリシーを選択します。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるコン
ピューティングポリシーを選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト
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説明名称

VDCサービスプロファイルに適用できるネッ
トワークポリシーを選択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるスト
レージポリシーを選択します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるコス
トモデルを選択します。

[コストモデル]ドロップダウンリスト

このVDCのサービスリクエストサマリーと電
子メールページでのコストの表示を無効にする

には、このチェックボックスをオンにします。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後のオーケストレーショ
ンワークフローを実行するために使用するポリ

シーを選択します。選択されたワークフロー

は、VDC内の VMに対するアクションボタン
として表示されます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

エンドユーザセルフサービスオプション

この VDCに属している VMに対してすべての
VM電源管理アクションを実行できるようにす
るには、このチェックボックスをオンにしま

す。

[VMの電力管理]チェックボックス

この VDCに属している VMに対して VMサイ
ズ変更アクションを実行できるようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[VMのサイズ変更]チェックボックス

この VDCの VMに対してすべてのストレージ
スナップショットアクションを実行できるよう

にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。

[VMスナップショット管理]チェックボックス

この VDCの VMに対して VM削除アクション
を実行できるようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。

[VMの削除]チェックボックス

この VDCの VMに対して VMディスク管理を
実行できるようにするには、このチェックボッ

クスをオンにします。

[VMディスク管理]チェックボックス
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説明名称

このVDCに属しているVMに対してネットワー
ク管理を実行できるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。

[VMネットワーク管理]チェックボックス

非アクティブなVMを削除するまでの、非アク
ティブな状態の経過日数を選択します。非アク

ティブ状態のVMとは、電源がオンの状態では
ない VMです。

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト

ステップ 5 [追加]をクリックします。
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第 10 章

カタログの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• カタログ管理について, 187 ページ

• カタログの公開, 188 ページ

• 詳細カタログの公開について, 194 ページ

• 詳細カタログの公開, 195 ページ

• カタログの表示, 197 ページ

• カタログの編集, 197 ページ

• フォルダ内のカタログの並べ替え, 203 ページ

• カタログの複製, 204 ページ

• カタログの削除, 204 ページ

• 展開するホストへのアクセス, 205 ページ

• カタログフォルダの並べ替え, 206 ページ

カタログ管理について
事前定義されたカタログ項目を使用して仮想マシン（VM）のセルフプロビジョニングができま
す。カタログは、システム管理者またはエンドユーザによって作成されます。これは、VMがバ
インドされたクラウド名やグループ名などのパラメータを定義します。

カタログ管理に役立つものとして、Cisco UCS Directorではフォルダ内の類似カタログをグループ
化できます。カタログの作成時に、以前に作成された特定のフォルダを選択できます。オプショ

ンで、そのカタログ用に新しいフォルダを作成できます。フォルダはカタログが含まれている場

合にのみ表示されます。

[カタログ]ページの [フォルダの管理]オプションでは、次のタスクを実行できます。
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•フォルダの編集：ユーザが作成したフォルダの名前またはすべてのフォルダのフォルダアイ
コンを変更します。デフォルトフォルダの名前は変更できません。

•フォルダの削除：Cisco UCS Directorからフォルダを削除します。このフォルダにカタログ
が含まれていると、これらのカタログはカタログタイプに基づいてデフォルトで使用可能な

フォルダに自動的に移動されます。

デフォルトで使用可能なフォルダは削除できません。

•フォルダのリストの並び替え：フォルダが [カタログ]ページに表示される順序を変更しま
す。デフォルトでは、フォルダはアルファベット順に表示されます。

次のフォルダはデフォルトで使用可能であり、それらを編集または削除できません。

•標準

•詳細

•サービスコンテナ

• VDI

Cisco UCS Directorを最新バージョンにアップグレードした場合は、以前のバージョンで作成
されたすべてのカタログはカタログタイプに基づいて、使用可能なフォルダにデフォルトで

グループ化されます。

重要

カタログの公開

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [カタログの追加]ダイアログボックスで、追加するカタログタイプを選択します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

ステップ 6 [カタログの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[基本情報]ペイン

カタログの名前。

カタログを作成した後では、名前は

変更できません。

（注）

[カタログ名]フィールド
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説明名前

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド

カタログのタイプ。この属性の種類は次のとお

りです。

• [標準]：クラウドリストにあるイメージを
使用してVMプロビジョニングのためのカ
タログを作成する場合に使用します。

• [詳細]：カタログ項目などのオーケスト
レーションワークフローを公開する場合

に使用します。

• [サービスコンテナ]：カタログ項目として
アプリケーションコンテナを公開する場

合に使用します。

• [VDI]：カタログ項目として Xen Desktop
を公開する場合に使用します。

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

をリストから選択します。このアイコンは、こ

のカタログを使用してサービスリクエストを作

成するときに表示されます。

[カタログアイコン]ドロップダウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにするには、このチェックボックスをオン

にします。他のグループが使用できないように

するには、このチェックボックスをオフにしま

す。

[すべてのグループに適用]チェックボックス

[選択した項目]ダイアログボックスに含まれて
いるグループのチェックボックスをオンにしま

す。オンにしたグループは、新しいVMをプロ
ビジョニングするときにこのカタログを使用し

ます。

[選択されたグループ]チェックボックスリスト

このカタログがエンドユーザに表示されないよ

うにするには、このチェックボックスをオフに

します。このチェックボックスをオフにしない

場合、このカタログはシステムのエンドユーザ

に表示されます。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]
チェックボックス

VMプロビジョニング用のイメージがあるクラ
ウドを選択します。

[クラウド名]ドロップダウンリスト
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説明名前

このカタログを使用してVMをプロビジョニン
グするときに使用するイメージのタイプ（イ

メージを構成するWindowsファイル、Linux
ファイル、およびそのほかのファイルなどの既

存のテンプレート）を選択します。

グループ管理者である場合や、カタログを作成

する権限のあるグループのエンドユーザである

場合は、属しているグループに割り当てられた

イメージがこのフィールドに表示されます。

MSP管理者である場合は、ご自身のMSP組織
とMSP組織内のグループに割り当てられたイ
メージがこのフィールドに表示されます。

[イメージ]フィールド

Windowsライセンスを選択します。

このオプションは、Windowsイメー
ジが選択されて場合にのみ表示され

ます。

（注）

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[Windowsライセンスプール]フィールド

単一データストアのすべてのディスクをプロビ

ジョニングするには、このチェックボックスを

オンにします。ストレージポリシーで各ディ

スクに対して設定されているデータストアを使

用することも選択できます。

複数ディスクストレージポリシーの作成の詳

細については、8-1ページの「ポリシーの管理」
を参照してください。

このオプションは、選択されたテン

プレートに複数のディスクがある場

合に表示されます。

（注）

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニング]チェックボックス

リストからテンプレートを選択します。

このオプションは、カタログタイプ

がサービスコンテナである場合に表

示されます。

（注）

[サービスコンテナテンプレート名]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

Desktop Studioで設定された XenDesktop専用カ
タログのリストからテンプレートを選択しま

す。

このオプションは、カタログタイプ

が [VDI]である場合に表示されます。
（注）

[XenDesktop Catalog（XenDesktopカタログ）]
ドロップダウンリスト

このカタログの作成先となるフォルダを選択し

ます。

ドロップダウンリストには、デフォ

ルトで使用可能なフォルダの名前が含

まれます。使用可能なフォルダを選

択するか、または [+]アイコンをク
リックして新しいフォルダを作成しま

す。 [新しいフォルダの追加]ダイアロ
グボックスで、フォルダ名を指定し、

そのフォルダのアイコンを選択しま

す。

（注）

[フォルダの選択]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [アプリケーションの詳細]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VDCカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成されたときに通知が送信される問い合

わせ先の電子メールアドレス。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレ
ス]フィールド

VMのプロビジョニング時に、VMにインストー
ルされる OSのタイプを選択します。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[OSの指定]ドロップダウンリスト

[OSの指定]リストにない OS。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[他のOSの指定]フィールド
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説明名前

[項目の選択]ダイアログボックスのアプリケー
ションのチェックボックスをオンにします。こ

れらのアプリケーションはプロビジョニング中

に VMにインストールされます。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アプリケーションの指定]チェックボックスリ
スト

[項目の選択]ダイアログボックスにないアプリ
ケーション。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[他のアプリケーションの指定]フィールド

VM名に使用するアプリケーションコード。ア
プリケーションコードは 1～ 4文字です（例：
W2K3、DB、WS）。 VM名のシステムポリ
シーでアプリケーションコードを使用するに

は、変数 ${APPCODE}を使用します。

たとえば VM名のテンプレートが
vm-${GROUP_NAME}-${APPCODE}の場合、
システムポリシーを使用してプロビジョニング

された VMの名前は vm-groupname-W2K3にな
ります。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アプリケーションコード]フィールド

ステップ 9 [次へ]をクリックします。

ステップ 10 [ユーザクレデンシャル]ペインで、次のフィールドに値を入力します。
RHEV KVMコネクタではサポートされていませ
ん。

（注）

説明名前

ユーザに対し、VMアクセスクレデンシャル
（共有）の取得を許可するか、または禁止する

かを選択します。

[クレデンシャルのオプション]ドロップダウン
リスト

ユーザ ID。

このオプションは、[クレデンシャル
のオプション]の下でいずれかの共有
オプションを選択した場合に表示さ

れます。

（注）

[ユーザID]フィールド
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説明名前

ユーザのパスワード。

このオプションは、[クレデンシャル
のオプション]の下でいずれかの共有
オプションを選択した場合に表示さ

れます。

（注）

[パスワード]フィールド

ステップ 11 [次へ]をクリックします。

ステップ 12 [カスタマイズ]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMのプロビジョニング後に実行されるオーケ
ストレーションワークフローを有効にするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[プロビジョニング後のカスタムアクション]
チェックボックス

プロビジョニング用に定義されたワークフロー

を選択します。

このオプションは、[プロビジョニン
グ後のカスタムアクション]がオンの
場合に表示されます。

（注）

[ワークフロー]ドロップダウンリスト

[毎時]または [毎月]を選択します。[VMアプリケーションの請求間隔]ドロップダ
ウンリスト

テンプレートに含まれているアプリケーション

のコスト。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

時間あたりまたは月あたりに、非アクティブな

VMのカタログにかかるコスト。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[非アクティブなVMアプリケーションコスト]
フィールド

ステップ 13 [次へ]をクリックします。

ステップ 14 [VMアクセス]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMへのWebアクセスを有効にするには、この
チェックボックスをオンにします。 VMへの
Webアクセスを無効にするには、このチェック
ボックスをオフにします。

[Webアクセス設定]チェックボックス
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説明名前

VMの URL。

このオプションは、[Webアクセス設
定]がオンの場合に表示されます。

（注）

[URL]フィールド

この URLに定義されたラベル

このオプションは、[Webアクセス設
定]がオンの場合に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

VMへのリモートアクセスを有効にするには、
このチェックボックスをオンにします。VMへ
のリモートアクセスを無効にするには、この

チェックボックスをオフにします。

[リモートデスクトップのアクセス設定]チェッ
クボックス

サーバのリモートアクセス用 IPアドレス。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[サーバ]フィールド

サーバのリモートアクセス用ポート番号。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[ポート]フィールド

このリモートアクセス用に定義されたラベル

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

ステップ 15 [次へ]をクリックします。

ステップ 16 [サマリー]ページのカタログ情報を確認します。

ステップ 17 [送信]をクリックします。

詳細カタログの公開について
高度なカタログタイプを選択すると、エンドユーザにワークフローカタログをプロビジョニン

グできます。エンドユーザは、ワークフローを実行するサービス要求中にこれらのカタログを使

用できます。高度なカタログ項目は、グループ名、ワークフローなどのパラメータを定義するこ

とにより作成します。
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詳細カタログの公開

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [カタログの追加]ダイアログボックスで、[カタログタイプ]ドロップダウンリストから [詳細]を
選択します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

ステップ 6 [カタログの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

[基本情報]ペイン

カタログの名前。[カタログ名]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド

[詳細]を選択します。カタログタイプ

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

を選択します。アイコンは、このカタログを使

用してサービスリクエストを作成するときに表

示されます。

[カタログアイコン]ドロップダウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにするには、このチェックボックスをオン

にします。他のグループが使用できないように

するには、このチェックボックスをオフにしま

す。

[すべてのグループに適用]チェックボックス
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説明名称

[選択]をクリックし、以下の操作を行います。

1 （任意）[すべてオン]をクリックしてすべて
のカテゴリを選択するか、または [すべてオ
フ]をクリックしてすべてのカテゴリを選択
解除します。

2 [項目の選択]ダイアログボックスで、追加す
るグループをオンにします。オンにしたグ

ループは、新しい VMをプロビジョニング
するときにこのカタログを使用できます。

3 [選択]をクリックして、カテゴリの選択を終
了します。

選択したグループ

このカタログがエンドユーザに表示されないよ

うにするには、このチェックボックスをオフに

します。このチェックボックスをオフにしない

場合、このカタログはシステムのエンドユーザ

に表示されます。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]
チェックボックス

このカタログを作成するフォルダを選択しま

す。

ドロップダウンリストには、すでに

利用可能なフォルダの名前が表示され

ています。利用可能なフォルダを選

択するか、+アイコンをクリックして
新しいフォルダを作成します。 [新し
いフォルダの追加]ダイアログボック
スで、フォルダ名を指定し、そのフォ

ルダのアイコンを選択します。

（注）

[フォルダの選択]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [vAppワークフロー]ペインで、[ワークフローの選択]をクリックします。

ステップ 9 [選択]ダイアログボックスで、使用するワークフローの横のチェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [選択]をクリックします。

ステップ 11 [サマリー]ページのカタログ情報を確認します。

ステップ 12 [送信]をクリックします。
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カタログの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 表示するカタログの名前を選択します。

ステップ 4 [送信]をクリックします。

カタログの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 編集するカタログ名を選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 [カタログの修正]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[基本情報]ペイン

カタログの名前。

カタログを作成した後では、名前は

変更できません。

（注）

[カタログ名]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド
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説明名前

カタログのタイプ。この属性の種類は次のとお

りです。

• [標準]：クラウドリストにあるイメージを
使用してVMプロビジョニングのためのカ
タログを作成する場合に使用します。

• [詳細]：カタログ項目などのオーケスト
レーションワークフローを公開する場合

に使用します。

• [サービスコンテナ]：カタログ項目として
アプリケーションコンテナを公開する場

合に使用します。

• [VDI]：カタログ項目として Xen Desktop
を公開する場合に使用します。

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

をリストから選択します。このアイコンは、こ

のカタログを使用してサービスリクエストを作

成するときに表示されます。

[カタログアイコン]ドロップダウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにするには、このチェックボックスをオン

にします。他のグループが使用できないように

するには、このチェックボックスをオフにしま

す。

[すべてのグループに適用]チェックボックス

[選択した項目]ダイアログボックスに含まれて
いるグループのチェックボックスをオンにしま

す。オンにしたグループは、新しいVMをプロ
ビジョニングするときにこのカタログを使用し

ます。

[選択されたグループ]チェックボックスリスト

このカタログがエンドユーザに表示されないよ

うにするには、このチェックボックスをオフに

します。このチェックボックスをオフにしない

場合、このカタログはシステムのエンドユーザ

に表示されます。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]
チェックボックス

VMプロビジョニング用のイメージがあるクラ
ウドを選択します。

[クラウド名]ドロップダウンリスト
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説明名前

このカタログを使用してVMをプロビジョニン
グするときに使用するイメージのタイプ（イ

メージを構成するWindowsファイル、Linux
ファイル、およびそのほかのファイルなどの既

存のテンプレート）を選択します。

グループ管理者である場合や、カタログを作成

する権限のあるグループのエンドユーザである

場合は、属しているグループに割り当てられた

イメージがこのフィールドに表示されます。

MSP管理者である場合は、ご自身のMSP組織
とMSP組織内のグループに割り当てられたイ
メージがこのフィールドに表示されます。

[イメージ]フィールド

Windowsライセンスを選択します。

このオプションは、Windowsイメー
ジが選択されて場合にのみ表示され

ます。

（注）

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[Windowsライセンスプール]フィールド

単一データストアのすべてのディスクをプロビ

ジョニングするには、このチェックボックスを

オンにします。ストレージポリシーで各ディ

スクに対して設定されているデータストアを使

用することも選択できます。

複数ディスクストレージポリシーの作成の詳

細については、8-1ページの「ポリシーの管理」
を参照してください。

このオプションは、選択されたテン

プレートに複数のディスクがある場

合に表示されます。

（注）

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニング]チェックボックス

リストからテンプレートを選択します。

このオプションは、カタログタイプ

がサービスコンテナである場合に表

示されます。

（注）

[サービスコンテナテンプレート名]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

Desktop Studioで設定された XenDesktop専用カ
タログのリストからテンプレートを選択しま

す。

このオプションは、カタログタイプ

が [VDI]である場合に表示されます。
（注）

[XenDesktop Catalog（XenDesktopカタログ）]
ドロップダウンリスト

このカタログの作成先となるフォルダを選択し

ます。

ドロップダウンリストには、デフォ

ルトで使用可能なフォルダの名前が含

まれます。使用可能なフォルダを選

択するか、または [+]アイコンをク
リックして新しいフォルダを作成しま

す。 [新しいフォルダの追加]ダイアロ
グボックスで、フォルダ名を指定し、

そのフォルダのアイコンを選択しま

す。

（注）

[フォルダの選択]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [次へ]をクリックします。

ステップ 7 [Applications Details（アプリケーションの詳細）]ペインで、次のフィールドを編集します。

説明名前

VDCカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成されたときに通知が送信される問い合

わせ先の電子メールアドレス。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレ
ス]フィールド

VMのプロビジョニング時に、VMにインストー
ルされる OSのタイプを選択します。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[OSの指定]ドロップダウンリスト

[OSの指定]リストにない OS。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[他のOSの指定]フィールド
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説明名前

[項目の選択]ダイアログボックスのアプリケー
ションのチェックボックスをオンにします。こ

れらのアプリケーションはプロビジョニング中

に VMにインストールされます。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アプリケーションの指定]チェックボックスリ
スト

[項目の選択]ダイアログボックスにないアプリ
ケーション。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[他のアプリケーションの指定]フィールド

VM名に使用するアプリケーションコード。ア
プリケーションコードは 1～ 4文字です（例：
W2K3、DB、WS）。 VM名のシステムポリ
シーでアプリケーションコードを使用するに

は、変数 ${APPCODE}を使用します。

たとえば VM名のテンプレートが
vm-${GROUP_NAME}-${APPCODE}の場合、
システムポリシーを使用してプロビジョニング

された VMの名前は vm-groupname-W2K3にな
ります。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アプリケーションコード]フィールド

ステップ 8 [次へ]をクリックします。

ステップ 9 [ユーザクレデンシャル]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ユーザに対し、VMアクセスクレデンシャル
（共有）の取得を許可するか、または禁止する

かを選択します。

[クレデンシャルのオプション]ドロップダウン
リスト

ユーザ ID。

このオプションは、[クレデンシャル
のオプション]の下でいずれかの共有
オプションを選択した場合に表示さ

れます。

（注）

[ユーザID]フィールド
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説明名前

ユーザのパスワード。

このオプションは、[クレデンシャル
のオプション]の下でいずれかの共有
オプションを選択した場合に表示さ

れます。

（注）

[パスワード]フィールド

ステップ 10 [次へ]をクリックします。

ステップ 11 [カスタマイズ]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMのプロビジョニング後に実行されるオーケ
ストレーションワークフローを有効にするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[プロビジョニング後のカスタムアクション]
チェックボックス

プロビジョニング用に定義されたワークフロー

を選択します。

このオプションは、[プロビジョニン
グ後のカスタムアクション]がオンの
場合に表示されます。

（注）

[ワークフロー]ドロップダウンリスト

[毎時]または [毎月]を選択します。[VMアプリケーションの請求間隔]ドロップダ
ウンリスト

テンプレートに含まれているアプリケーション

のコスト。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

時間あたりまたは月あたりに、非アクティブな

VMのカタログにかかるコスト。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[非アクティブなVMアプリケーションコスト]
フィールド

ステップ 12 [次へ]をクリックします。

ステップ 13 [VMアクセス]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMへのWebアクセスを有効にするには、この
チェックボックスをオンにします。 VMへの
Webアクセスを無効にするには、このチェック
ボックスをオフにします。

[Webアクセス設定]チェックボックス
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説明名前

VMの URL。

このオプションは、[Webアクセス設
定]がオンの場合に表示されます。

（注）

[URL]フィールド

この URLに定義されたラベル

このオプションは、[Webアクセス設
定]がオンの場合に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

VMへのリモートアクセスを有効にするには、
このチェックボックスをオンにします。VMへ
のリモートアクセスを無効にするには、この

チェックボックスをオフにします。

[リモートデスクトップのアクセス設定]チェッ
クボックス

サーバのリモートアクセス用 IPアドレス。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[サーバ]フィールド

サーバのリモートアクセス用ポート番号。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[ポート]フィールド

このリモートアクセス用に定義されたラベル

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

ステップ 14 [次へ]をクリックします。

ステップ 15 [サマリー]ページのカタログ情報を確認します。

ステップ 16 [送信]をクリックします。

フォルダ内のカタログの並べ替え
デフォルトでは、フォルダ内のカタログはアルファベット順にリストされています。これらのカ

タログの順序は並べ替えることができます。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 フォルダを展開すると、フォルダ内のカタログが表示されます。

ステップ 4 リストからカタログを選択します。

ステップ 5 [上へ移動]または [下へ移動]オプションを選択して、カタログの順序を並べ替えます。

カタログの複製
複製機能を使用してカタログ項目を複製できます。複製するカタログ項目を選択すると、[名前]
と [説明]を除く既存のすべてのプロパティが新しいカタログにコピーされます。 [名前]と [説明]
を定義した後で、他のプロパティを変更できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 複製するカタログの名前を選択します。

ステップ 4 [複製]をクリックします。

ステップ 5 [カタログの複製]ダイアログボックスに、カタログの名前と説明を入力します。

ステップ 6 カタログの詳細を必要に応じて編集します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。

カタログの削除
フォルダ内のすべてのカタログを削除すると、それらのカタログが保存されていたフォルダも削

除されます。ただし、デフォルトで使用可能なフォルダは削除されることはありません。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 削除するカタログ名を選択します。

ステップ 4 [削除]をクリックします。

展開するホストへのアクセス
カタログ項目を選択して、展開可能なホストを評価し、除外されたホストの理由を入力できます。

この評価をすべての設定済み VDCで実行するか、または特定の VDCで実行するかを選択できま
す。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 評価する [カタログ項目]を選択します。

ステップ 4 [導入可能性に関するアセスメント]をクリックします。

ステップ 5 [VDCの選択（Select vDC）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

デフォルトでは、このチェックボックスはオン

になっています。これは、このカタログ項目が

すべてのVDCで評価されることを意味します。
特定の VDCを選択する場合は、このチェック
ボックスをオフにします。

[すべてのVDCでアセスメントを実行する（Run
Assessment Across all VDCs）]チェックボック
ス

[選択（Select）]をクリックし、カタログ項目の
評価対象とする vDCのチェックボックスをオ
ンにします。

リストには、選択されたカタログのユーザグ

ループに関連付けられたすべての vDCが表示
されます。

[vDCの選択（Select vDC）]フィールド
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ステップ 6 [送信]をクリックします。

ステップ 7 [導入可能性に関するアセスメント（Deployability Assessment）]レポートを確認した後、[閉じる
（Close）]をクリックします。

カタログフォルダの並べ替え
デフォルトでは、カタログフォルダはアルファベット順にリストされています。これらのフォル

ダの順序は並べ替えることができます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [フォルダの管理]をクリックします。

ステップ 3 [フォルダの管理]ダイアログボックスで、矢印を使用してフォルダの順序を並べ替えます。

ステップ 4 [送信]をクリックします。
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第 11 章

セルフサービスプロビジョニングの使用方

法

この章は、次の内容で構成されています。

• セルフサービスプロビジョニングについて, 207 ページ

• サービスリクエストについて, 207 ページ

• サービスリクエストワークフローと詳細, 213 ページ

• サービスリクエストのスケジュール設定について, 217 ページ

• サービスリクエストの再送信について, 218 ページ

• その他のサービスリクエスト機能, 218 ページ

• サービスリクエストの承認プロセス, 221 ページ

• サービスリクエストの予算作成, 223 ページ

セルフサービスプロビジョニングについて
セルフサービスプロビジョニングを使用して仮想マシン（VM）をプロビジョニングできます。
ただし、VMをプロビジョニングする前に、サービス要求の作成が必要です。この操作は、サー
ビス要求の状態に関する予算の確認、動的なリソース割り当て、承認、プロビジョニング、ライ

フサイクルセットアップおよび通知を含む VMの作成ワークフローを開始します。

サービスリクエストについて
セルフサービスプロビジョニング機能を使用してサービスリクエストを作成し、仮想マシン

（VM）、サービス、またはアプリケーションをプロビジョニングできます。サービスリクエス
トプロセスではVM作成用のプロビジョニングワークフローを作成しますが、これには次のアク
ションが含まれます。
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•予算の検証

•動的なリソース割り当て

•承認

•プロビジョニング

•ライフサイクルの設定および通知

[展開構成]ペインで CPUコアの数またはメモリ割り当てを変更すると、総コストが自動的に
更新されて表示されます。

（注）

VMをプロビジョニングするまたはオーケストレーションワークフローを実行するには、最初に
サービスリクエストを作成する必要があります。管理者または該当のユーザがサービスリクエ

ストを承認すると、VMがプロビジョニングされます。 VMはただちに承認することも、オリジ
ナルのリクエストから 90日以内に承認するようにスケジュールすることもできます。

サービスリクエスト承認プロセスはオプションです。（注）

管理者はオーケストレーションワークフローをカタログとして Self-Service portalに提供できま
す。サービスリクエストの承認プロセスは 1人または 2人のユーザによる承認が必要です。こ
のようなシナリオでは、VMをプロビジョニングするには管理者および IT管理者がリクエストを
承認する必要があります。

[標準] カタログタイプを使用したサービスリクエストの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 3 [リクエストの作成]をクリックします。

ステップ 4 [サービスの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

[カタログの選択リクエスト]ペイン

VM所有者

VMのプロビジョニング対象とするグループを
選択するには、このオプションボタンをオンに

します。

[グループ（Group）]オプションボタン
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説明名称

[選択（Select）]をクリックして、VMをプロビ
ジョニングする対象のユーザグループを選択し

ます。

有効な vDCがあるグループが表示さ
れます。

このフィールドは [グループ]ラジオ
ボタンが選択されたときだけ表示さ

れます。

（注）

[ユーザグループ（User Group）]フィールド

このラジオボタンを選択してVMをプロビジョ
ンするユーザを選択します。

[ユーザ]ラジオボタン

[選択]をクリックしてVMをプロビジョニング
するユーザを選択します。このリストには、

ユーザへのリソース割り当てを許可するグルー

プからのユーザが表示されます。

現在、特定のエンドユーザに割り当

てることができるのは、VMWareク
ラウド内の VMだけです。

（注）

[ユーザ（User）]フィールド

VMアクセス共有

[選択（Select）]をクリックして、VM情報への
アクセスのみを許可するユーザを選択します。

選択したユーザには、VMへのアクセスのみが
許可されます。管理タスクを実行することはで

きません。

[アクセス権限のあるユーザ（Users with Access
Privilege）]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VMの管理の
みを許可するユーザを選択します。

選択したユーザは、VMの管理タスクを実行で
きます。

[管理権限のあるユーザ（Users with Manage
Privilege）]フィールド
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説明名称

カタログのタイプを選択します。この属性の種

類は次のとおりです。

•標準

•詳細

•サービスコンテナ

• VDI

[詳細]は、オーケストレーションワー
クフローのために使用されます。

（注）

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト

VMのプロビジョニングに使用されるカタログ
を選択します。

[カタログの選択]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [導入設定]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VMがプロビジョニングされる VDC。

VDCは管理者によって定義されます。

[VDCの選択]ドロップダウンリスト

VM名またはプレフィクス。[VM名またはVMプレフィクス]フィールド

導入の設定に関するコメント。[コメント]フィールド

[今すぐ]または [あとで]のいずれかを選択しま
す。

[今すぐ]を選択すると、VMはただちにまたは
90日以内にプロビジョニングされます。 [あと
で]を選択すると、日付選択用のカレンダー、
時間と分のドロップダウンリスト、およびAM
または PMのオプションボタンが表示されま
す。

[プロビジョニング]ドロップダウンリスト

この日数が経過すると VMが終了します。

このオプションは、[次の期間後にVM
の電源をオフにする]チェックボック
スがオンの場合に表示されます。

（注）

[日数]カレンダー
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説明名称

選択した時間が経過するとVMが終了します。

このオプションは、[次の期間後にVM
の電源をオフにする]チェックボック
スがオンの場合に表示されます。

（注）

[時間]ドロップダウンリスト

選択した時間（分単位）が経過するとVMが終
了します。

このオプションは、[次の期間後にVM
の電源をオフにする]チェックボック
スがオンの場合に表示されます。

（注）

[分]ドロップダウンリスト

VMのリース期間が設定されている場合は、こ
のチェックボックスをオンにします。

[リース時間]チェックボックス

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [カスタム仕様]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

プロビジョニングされる VMの CPUコアを選
択します。

このリストは、[コンピューティング
ポリシー]ダイアログボックスボック
スでサイズ変更オプションを選択し

た場合に開きます。

（注）

[CPUコア]ドロップダウンリスト

プロビジョニングされるVMのメモリ量を選択
します。

このリストは、[コンピューティング
ポリシー]ダイアログボックスでサイ
ズ変更オプションを選択した場合に

開きます。

（注）

[メモリ]ドロップダウンリスト
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説明名称

プロビジョニングされるVMのストレージエン
トリをカスタマイズするオプションを選択しま

す。

このカスタムリストは、選択された

カタログの作成時に仮想ストレージ

カタログが有効であった場合に開きま

す。

仮想ストレージカタログの作成につ

いては、8-1ページの「ポリシーの管
理」の項を参照してください。カタ

ログの作成時にこのオプションを有効

化する方法については、10-1ページの
「カタログの管理」の項を参照してく

ださい。

（注）

[ストレージ階層]ドロップダウンリスト

VMのプロビジョニングに望ましいハードディ
スクのサイズを選択します。使用可能なデータ

ストアのリストは、ストレージポリシーで指定

されたスコープ条件によって異なります。スト

レージポリシーでこのオプションを有効または

無効にできます。

[ディスク]ドロップダウンリスト

ステップ 9 ディスクのデータストアを選択するには、ディスクをリストから選択し、[鉛筆]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 10 [選択]をクリックして、使用可能なデータストアを表示します。

ステップ 11 リストからデータストアを選択し、[選択]をクリックします。

ステップ 12 [送信]をクリックします。

ステップ 13 （任意） 複数のディスクを含むテンプレートの場合は、各ディスクのデータストアを選択しま

す。

ステップ 14 [カスタム仕様]ペインで、[選択]をクリックして利用可能な VMネットワークを参照します。
このオプションは、この VMプロビジョニングのサービスリクエストに対して選択さ
れたVDCに関連するネットワークポリシーで、[エンドユーザにオプションのNICの選
択を許可]チェックボックスまたは [エンドユーザによるポートグループ選択を許可]
チェックボックスがオンの場合にのみ使用できます。詳細については、8-8ページの
「ネットワークポリシーの追加」の項を参照してください。

（注）

ステップ 15 VMネットワークをリストから選択し、[選択]をクリックします。

ステップ 16 [次へ]をクリックします。

ステップ 17 [カスタムワークフロー]ペインの詳細を入力します。
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カスタムワークフローの入力は、VMのプロビジョニング用に選択されたカタログの
[プロビジョニング後のカスタムアクション]が有効な場合に適用されます。上記の場
合、ユーザはプロビジョニング後のワークフローでカスタム入力を指定できます。

（注）

ステップ 18 [次へ]をクリックします。
使用可能なデータストアのリストは、ストレージポリシーで指定されたスコープ条件

によって異なります。各ディスクカテゴリ（システム、データ、データベース、スワッ

プ、ログ）に対してデータストアを 1つだけ選択できます。

（注）

ステップ 19 サービスリクエストの概要を確認します。

ステップ 20 [送信]をクリックします。

カタログタイプを使用したサービスリクエストの作成 - 詳細
サービスリクエストの作成時に詳細カタログタイプを選択すると、オーケストレーションワー

クフローを実行できます。詳細カタログを作成する場合の詳細は、標準カタログを作成する場合

とほぼ同じです。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 3 [リクエストの作成]をクリックします。

ステップ 4 [サービスリクエストの作成]ダイアログボックスの [カタログの選択]セクションで、[グループ]、
[カタログタイプ]（[詳細]）、および [カタログ]（[ワークフロー]）を選択します。

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [サービスリクエストの作成]ダイアログボックスの [カスタムワークフロー]セクションで、カス
タムワークフローの入力値を入力します。

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 サービスリクエストの概要を確認します。

ステップ 9 [送信]をクリックします。
ワークフロー作成時のユーザ入力に応じ、これらの入力がサービスリクエストで反映されます。

サービスリクエストワークフローと詳細
サービスリクエストを作成した後で、ステータスとワークフローの確認、リクエストのキャンセ

ル、リクエストの再送信などを行うことができます。これらの操作は、サービスリクエストリ

ストの上部のツールバーボタンを使って制御できます。
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サービスリクエストワークフロー

[ワークフローステータス]ボックスにはサービスリクエストおよびワークフローステップの詳細
が表示されます。サービスリクエストの一般的なワークフローには次のステップが含まれます。

1 開始：ユーザによるサービスリクエストの開始。

2 リソース割り当て：VMに必要なリソースの割り当て。

3 承認：VMがプロビジョニングされる前のユーザ承認プロセス。カタログの作成時に定義され
た承認者に電子メールが送信されます。このカタログは VMのプロビジョニング時に使用さ
れるカタログです。

4 プロビジョニング：VMのプロビジョニングプロセス。

5 ライフサイクルスケジュールのセットアップ：セットアップ、スケジュール、および終了の時

間が設定されるライフサイクルのスケジューリング。

6 通知：VMのプロビジョニングに関して電子メールでユーザに通知するプロセス。

オプションのサービスリクエストワークフローステップには、次に示す予算の監視とリソース

制限の検査が含まれます。

1 予算の監視：管理者はグループに対して予算化を有効にする必要があります。このステップ

は、新しいVMをプロビジョニングするための十分な予算がそのグループにあるかどうかを判
別します。

2 リソース制限の検査：管理者はグループに対するリソース制限を有効にする必要があります。

これは、新しいVMをプロビジョニングするための十分なリソースがそのグループで使用可能
かどうかを判別します。

サービスリクエスト詳細

サービスリクエストの詳細には、サービスリクエストの概要、所有権、カタログ情報、および現

在のステータスの項目が含まれます。

説明項目

概要

サービスリクエスト ID番号。要求 ID

リクエストのタイプ（この場合は VMの作
成）。

要求タイプ

VMがプロビジョニングされる VDC。VDC

VMがプロビジョニングされるイメージ画像
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説明項目

サービスリクエストの作成時点。リクエスト日時

サービスリクエストのステータス（[完了]、
[キャンセル]、[失敗]など）。

リクエストのステータス

任意のコメント。コメント

所有権

サービスリクエストを開始したユーザが属する

グループ。

グループ

サービスリクエストを開始したユーザ。送信ユーザ

VMがアクティブな期間。定義した場合、VM
は指定された期間の経過後に削除されます。

期間（時間）

VMがプロビジョニングされる時刻。定義した
場合と、VMはスケジュール設定された日付の
午前 6時にプロビジョニングされます。定義
しない場合は、サービスリクエストのワークフ

ローステップが完了するとただちにVMがプロ
ビジョニングされます。

予定時刻

カタログ情報

VDCの作成時に管理者が指定した電子メール
ID。

VDC所有者の電子メール

VMプロビジョニングのサービスリクエストを
承認する必要があるユーザ（定義されている場

合）。

承認ユーザ

VMプロビジョニングの起点となるカタログ項
目の名前。

カタログ名

カタログ項目の説明。カタログの説明

VMプロビジョニングのコスト（見積）。この
コストはカタログ項目に対して定義されている

コストモデルに基づいています。

サービスリクエストコスト
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各ワークフローステップのステータスを確認できます。警告メッセージやエラーメッセージ、

リクエストの時刻などの詳細も表示されます。ワークフローステップは、それぞれのステータス

を示すため色分けされています。

説明カラーコード

ステップは未完了です。グレー

ステップは正常に完了しました。グリーン

ステップは失敗しました。失敗の理由も示され

ます。

赤

ステップを完了するために追加の入力が必要で

す。たとえば、サービスリクエストに対して

承認者が定義されている場合、リクエストが承

認されるまではこのステップは完了しません。

青

承認者は各自に割り当てられているサービスリクエストを [承認]タブで確認できます。（注）

サービスリクエストのワークフローステータスの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ]で、すべてのサービスリクエストが表示されます。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 サービスリクエストを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示]をクリックして、サービスリクエストの詳細とステータスを確認します。デフォル
トでは、[ワークフローステータス]タブがダイアログボックスに表示されます。
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サービスリクエストのログ詳細の表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ]で、すべてのサービスリクエストが表示されます。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 サービスリクエストを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示]をクリックし、[ログ]タブを選択します。

サービスリクエストのスケジュール設定について
遅延プロビジョニングを使用して、VMプロビジョニングのスケジュールを後日に設定できます。
デフォルトプロビジョニングは、スケジュールされた日付の午前 8時 30分に行われます。日付
が設定されると、ワークフローでのVMプロビジョニングステータスは、後日にスケジュールさ
れているプロビジョニングとして表示されます。

サービスリクエストのスケジュール設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 3 [リクエストの作成]をクリックします。

ステップ 4 グループ、カタログタイプ、カタログを選択します（詳細については、11-1ページの「カタログ
タイプを使用したサービスリクエストの作成 -標準」を参照してください）。

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [プロビジョニング]フィールドで [あとで]オプションを選択し、[サービスリクエスト]ダイアロ
グボックスでプロビジョニングの日付を選択します。

ステップ 7 [サマリー]ウィンドウが表示されるまで [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [送信]をクリックします。
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サービスリクエストの再送信について
失敗したサービスリクエストを再送信できます。サービスリクエストは、次に示す理由で失敗

することがあります。

• VMがプロビジョニングされるグループの予算制限（管理者により定義）を超過した。

• VMがプロビジョニングされるグループのリソース制限（管理者により定義）を超過した。

•サービスリクエストの作成時に関連情報が入力されないと、プロビジョニングが失敗する可
能性があります。

サービスリクエストが再送信されると、以前の送信で失敗したワークフローステップから処理が

再開されます。たとえば、サービスリクエストがリソース割り当てワークフロー（ステップ 2）
で失敗した場合、このサービスリクエストが再送信されると、失敗したそのステップから処理が

開始されます。

サービスリクエストの再送信

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ]で、すべてのサービスリクエストが表示されます。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 再送信するサービスリクエストを選択します。

ステップ 5 [リクエストの再送信]をクリックします。

その他のサービスリクエスト機能

サービスリクエストのキャンセル

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ]で、すべてのサービスリクエストが表示されます。
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ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 キャンセルするサービスリクエストのエントリを選択します。

ステップ 5 [リクエストのキャンセル]をクリックします。

ステップ 6 [送信]をクリックして、サービスリクエストをキャンセルします。

サービスリクエストのロールバック

サービスリクエストがオーケストレーションワークフローまたはフェンスドコンテナの導入を

使用して作成されている場合は、サービスリクエストをロールバックできます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ]で、すべてのサービスリクエストが表示されます。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 アーカイブするサービスリクエストを選択します。

ステップ 5 [アーカイブ]をクリックします。

ステップ 6 [リクエストのアーカイブ]ダイアログボックスで、[アーカイブ]をクリックします。
アーカイブされたすべてのリクエストを表示するには、[アーカイブ済みのサービスリクエスト]
タブを選択します。

特定グループのサービスリクエストの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは [すべてのユーザグループ]で、すべてのサービスリクエストが表示されます。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3    
219

セルフサービスプロビジョニングの使用方法

サービスリクエストのロールバック



グループのサービスリクエスト履歴の検索

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーで、[検索と置換]をクリックします。

ステップ 4 [検索と置換]ダイアログボックスの検索フィールドに、検索条件を入力します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

グループのサービスリクエスト履歴のエクスポート

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルからグループ名を選択します。

ステップ 3 [サービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 4 ツールバーの右側で、[レポートのエクスポート]アイコンをクリックします。

ステップ 5 [レポートのエクスポート]ダイアログボックスで、レポート形式を選択します。
レポートの形式は、PDF、CSV、XLSです。

ステップ 6 [レポートの生成]をクリックします。

アーカイブ済みのサービスリクエストの回復

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 [アーカイブ済みのサービスリクエスト]タブを選択します。

ステップ 3 回復するサービスリクエストを選択します。

ステップ 4 [アーカイブ解除]をクリックします。
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サービスリクエストの承認プロセス
VMをプロビジョニングする前に、サービスリクエストは VDC内で定義された指定承認者によ
り承認される必要があります。 1つのグループに対して 2人の承認者を定義できます。

•作成後、サービスリクエストワークフローには承認者の名前を示す VM承認を必要とする
ステップが含まれます。

•承認者へサービスリクエスト通知電子メールが送信されます。承認者は [承認]タブの下で
すべてのリクエストを確認できます。

•承認後、次のステップとして VMのプロビジョニングが開始されます。

承認者の定義の詳細については、9-1ページの「仮想データセンターの管理」の項を参照して
ください。

（注）

サービスリクエストの承認

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [承認記録]の順に選択します。

ステップ 2 [承認記録]タブを選択します。

ステップ 3 承認するサービスリクエストのエントリを選択します。

ステップ 4 （任意） 詳細を確認するため、[詳細の表示]をクリックします。
ワークフローと入力/出力情報を確認できます。確認し終わったら、[閉じる（Close）]をクリック
します。

ステップ 5 [承認]をクリックします。

ステップ 6 必要に応じて、[サービスリクエスト]ダイアログボックスでコメントを追加します。

ステップ 7 [承認]をクリックします。
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サービスリクエストの拒否

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [承認記録]の順に選択します。

ステップ 2 [承認記録]タブを選択します。

ステップ 3 拒否するサービスリクエストエントリを選択します。

ステップ 4 （任意） [詳細の表示（View Details）]をクリックして詳細を確認した後、[閉じる（Close）]を
クリックします。

ステップ 5 [却下]をクリックします。

ステップ 6 必要に応じて、[サービスリクエスト]ダイアログボックスでコメントを追加します。

ステップ 7 [却下]をクリックします。

サービスリクエスト承認の履歴の表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [承認記録]の順に選択します。

ステップ 2 [承認記録]タブを選択します。
すでに完了している承認と、保留中の承認がリストされます。

サービスリクエストの承認履歴の検索

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [承認記録]の順に選択します。

ステップ 2 [承認記録]タブを選択します。
すでに承認されているか、承認を保留中のすべての承認が表示されます。

ステップ 3 [検索]フィールドに、検索語を入力します。
検索条件に一致するサービスリクエストが表示されます。
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サービスリクエスト承認の履歴のエクスポート

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [承認記録]の順に選択します。

ステップ 2 [承認記録]タブを選択します。

ステップ 3 リストからグループ名を選択します。

ステップ 4 ツールバーの右側で、[レポートのエクスポート]アイコンをクリックします。

ステップ 5 [レポートのエクスポート]ダイアログボックスで、レポート形式を選択します。
レポートの形式は、PDF、CSV、XLSです。

ステップ 6 [レポートの生成]をクリックします。

サービスリクエストの予算作成

今月の利用可能な予算の表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、[すべてのユーザグループ]または特定のユーザグループを選択します。

ステップ 3 [今月の利用可能な予算]タブを選択します。

予算エントリの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サービスリクエスト]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ]タブを選択します。
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予算エントリの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サマリー]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ]タブを選択します。

ステップ 4 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 5 [予算エントリの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

予算エントリの名前。[エントリ名]フィールド

1カ月あたりの予算額。[予算額]フィールド

年を選択します。[年]ドロップダウンリスト

月を選択します。[月]ドロップダウンリスト

同じ予算額を繰り返す月の数を選択します。[リピートエントリ]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [追加]をクリックします。

予算エントリの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サマリー]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ]タブを選択します。

ステップ 4 メインページで、予算エントリを選択します。

ステップ 5 [編集]をクリックします。

ステップ 6 [予算エントリの編集]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

予算エントリの名前。[エントリ名]フィールド
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説明名称

1カ月あたりの予算額。[予算額]フィールド

年を選択します。[年]ドロップダウンリスト

月を選択します。[月]ドロップダウンリスト

同じ予算額を繰り返す月の数を選択します。[リピートエントリ]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [保存]をクリックします。

予算エントリの削除

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [サマリー]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ]タブを選択します。

ステップ 4 メインウィンドウで、予算エントリを選択します。

ステップ 5 [削除]（X）をクリックします。

ステップ 6 [エントリの削除]ダイアログボックスで、削除を確認します。
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第 12 章

複数ディスクの VM プロビジョニング

この章は、次の内容で構成されています。

• 複数ディスクの VMプロビジョニングについて, 227 ページ

• 複数ディスクの VMプロビジョニングのワークフロー, 228 ページ

• 複数ディスクを含むテンプレートについて, 228 ページ

• ディスクカテゴリの割り当て, 228 ページ

• ストレージポリシーの定義, 229 ページ

• カタログの作成, 233 ページ

• VMディスクの作成, 239 ページ

複数ディスクの VM プロビジョニングについて
Cisco UCS Directorでは、テンプレートからの複数ディスクの仮想マシン（VM）プロビジョニン
グがサポートされています。 1つまたは複数のデータストアで VMディスクプロビジョニングを
設定できます。また、テンプレートでの追加ディスクごとに個別のディスクポリシーを設定でき

ます。

Cisco UCS Directorでは、ディスクは次のカテゴリに分類されています。

•システム

•データ

•データベース

•スワップ

•ログ
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CiscoUCSDirectorで定義されているディスクのカテゴリは、ディスクのラベリング専用です。（注）

複数ディスクの VM プロビジョニングのワークフロー

手順

ステップ 1 複数のディスクを使用している 1つのテンプレートの可用性を検証します。

ステップ 2 ディスクのカテゴリを割り当てます。

ステップ 3 ストレージポリシーを定義します。

ステップ 4 テンプレートカタログを作成します。

複数ディスクを含むテンプレートについて
複数ディスクの仮想マシン（VM）をプロビジョニングするには、複数のディスクを含むテンプ
レート（イメージ）が使用可能である必要があります。 VMのプロビジョニングに複数のディス
クを含むテンプレートを使用する前に、個々のディスクに対するディスクカテゴリを割り当てる

必要があります。

ディスクカテゴリの割り当て

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 VMwareクラウドを選択し、[イメージ]タブを選択します。

ステップ 3 複数ディスクを含むテンプレートを選択します。

ステップ 4 ツールバーで、[詳細の表示]ボタンをクリックします。

ステップ 5 [ディスク]タブをクリックします。

ステップ 6 ディスクを選択します。

ステップ 7 [ディスクタイプの割り当て]をクリックします。

ステップ 8 ディスクタイプを選択します。

この属性の種類は次のとおりです。

•システム
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•データ

•データベース

•スワップ

•ログ

ステップ 9 [送信]をクリックします。

ストレージポリシーの定義
ストレージポリシーは、データストアスコープなどのリソース、使用するストレージのタイプ、

容量の最小条件、遅延などを定義します。ストレージポリシーには、複数のディスクに対して追

加のディスクポリシーを設定できるようにするオプションや、サービスリクエストの作成中にエ

ンドユーザがデータストアを選択できるようにするオプションなどもあります。

Cisco UCS Directorは、複数データストア上の複数ディスクでのVMのプロビジョニングをサポー
トしています。システム、データ、データベース、スワップ、およびログの 5つのタイプがあり
ます。システムディスクポリシーは最初に設定され、他のディスクは必要に応じて後で設定さ

れます。各ディスクタイプに対して個別にディスクポリシーを設定することも、各ディスクに

対してデフォルトのシステムディスクポリシーを選択することもできます。

追加のディスクのポリシーを使用する場合は、複数ディスクテンプレートに対してカタログを作

成する際に、[単一データストアのすべてのディスクをプロビジョニングします]オプションを必
ずオフにしてください。カタログ作成の詳細については、カタログの追加, （233ページ）を参
照してください。

また、CiscoUCSDirectorは、エンドユーザに対してデータストアの選択を有効または無効にする
オプションを提供することにより、VMプロビジョニングに対するサービスリクエストの作成中
のデータストアの選択をサポートしています。選択の対象としてリストされるデータストアは、

サービスリクエストの作成時に選択された VDCに関連付けられているストレージポリシーで指
定されているスコープ条件によって決定されます。

ストレージポリシーの作成

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [ストレージ]を選択します。

ステップ 2 [VMwareストレージポリシー]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ストレージリソース割り当てポリシーの追加]の [システムディスクポリシー]ダイアログボック
スで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名称

ポリシーの名前。この名前は、カタログの定義

時に使用されます。

[ポリシー名]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

リソース割り当てが発生するクラウドを選択し

ます。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

システムディスクスコープ

リンク済み複製を使用するには、チェックボッ

クスをオンにします。

リンク済み複製かフル複製かは、ストレージポ

リシーのリンク済み複製の選択によって異なり

ます。

[リンク済み複製の使用（Use Linked Clone）]
チェックボックス

関連付けられたストレージプロファイルを使用

してVMをプロビジョニングするにはストレー
ジプロファイルを選択します。

[ストレージプロファイル（Storage Profile）]ド
ロップダウンリスト

展開の範囲を狭める場合は、すべてを使用する

か、または選択済みのデータストアを含めるか

を選択します。

[データストア/データストアクラスタ範囲（Data
Stores/Data Store Clusters Scope）]ドロップダウ
ンリスト

[選択済みデータストアを含める（Include
Selected Datastores）]が選択されている場合、
ストレージプロファイルに関連付けられたデー

タストアを選択できます。

[選択済みのデータストア（Selected Data
Stores）]フィールド

共有データストアのみを使用するには、この

チェックボックスをオンにします。

[共有データストアのみの使用（Use SharedData
Store Only）]チェックボックス

ストレージオプション

ローカルストレージを使用するには、この

チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、このフィールドはオンです。

[ローカルストレージの使用（Use Local
Storage）]チェックボックス

NFSストレージを使用するには、このチェック
ボックスをオンにします。

デフォルトでは、このフィールドはオンです。

[NFSの使用（Use NFS）]チェックボックス
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説明名称

SANストレージを使用するには、このチェック
ボックスをオンにします。

デフォルトでは、このフィールドはオンです。

[SANの使用（Use SAN）]チェックボックス

満たす必要がある 1つ以上の条件チェックボッ
クスをオンにします。これらの条件を満たして

いないホストまたはデータストアは、考慮の対

象から除外されます。複数の条件を選択した場

合、選択したすべての条件を満たす必要があり

ます。

[フィルタ条件（FilterConditions）]チェックボッ
クス

テンプレートのプロパティをオーバーライドす

るには、このチェックボックスをオンにしま

す。シンプロビジョニングの使用やカスタム

ディスクサイズなど、カスタム設定を入力する

オプションが提供されます。

[テンプレートのオーバーライド（Override
Template）]チェックボックス

VMストレージのプロビジョニングの際にシン
プロビジョニングを使用するには、このチェッ

クボックスをオンにします。

シンプロビジョニングは、物理ストレージ容量

の動的割り当てをイネーブルにし、VMストレー
ジの使用率が向上します。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]がオンのときに表示
されます。

（注）

[シンプロビジョニングの使用（Use Thin
Provisioning）]チェックボックス

カスタムディスクサイズは、VMのプロビジョ
ニングに使用されるテンプレートのディスクサ

イズをオーバーライドします。

このオプションは、[テンプレートの
オーバーライド]がオンのときに表示
されます。

（注）

[手動ディスクサイズ（Manual Disk Size）]

VMライフサイクルのサイズ変更オプション

このチェックボックスをオンにすると、プロビ

ジョニングする前に、VMディスクサイズを選
択できます。

[ディスクのサイズ変更を許可（Allow Resizing
of Disk）]チェックボックス
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説明名称

VMのプロビジョニングのためのディスクサイ
ズ値。

このオプションは、[ディスクのサイ
ズ変更を許可する]がオンのときに表
示されます。

（注）

[ディスクの許容値(GB単位)]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、ユーザ

はサービスリクエストの作成中にデータストア

を選択できます。

[スコープからのデータストアの選択をユーザに
許可します]チェックボックス

ステップ 5 [次へ]をクリックします。

ステップ 6 [追加のディスクポリシー]ペインで、設定するディスクタイプを選択します。
デフォルトでは、ディスクのディスクポリシーは、[システムディスクポリシー]です。

ステップ 7 [鉛筆]アイコンをクリックすると、[ディスクポリシーエントリの編集]ダイアログボックスが表
示されます。

ステップ 8 ディスクのポリシーを設定するには、[システムディスクポリシーと同じ]チェックボックスをオ
フにします。

ステップ 9 [エントリの編集]ダイアログボックスで、ディスクタイプの [ディスクスコープ]と [ストレージ
オプション]を選択します。

ステップ 10 [送信]をクリックします。

ステップ 11 必要に応じて、他のディスクタイプの設定を続行します。

ステップ 12 [送信]をクリックします。
その他のディスクポリシーで作成されたストレージポリシーを使用するには、VMの
プロビジョニングに使用される VDCとポリシーを関連付けます。

（注）
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カタログの作成

カタログの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [カタログの追加]ダイアログボックスで、追加するカタログタイプを選択します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

ステップ 6 [カタログの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[基本情報]ペイン

カタログの名前。

カタログを作成した後では、名前は

変更できません。

（注）

[カタログ名]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド

カタログのタイプ。この属性の種類は次のとお

りです。

• [標準]：クラウドリストにあるイメージを
使用してVMプロビジョニングのためのカ
タログを作成する場合に使用します。

• [詳細]：カタログ項目などのオーケスト
レーションワークフローを公開する場合

に使用します。

• [サービスコンテナ]：カタログ項目として
アプリケーションコンテナを公開する場

合に使用します。

• [VDI]：カタログ項目として Xen Desktop
を公開する場合に使用します。

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト
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説明名前

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

をリストから選択します。このアイコンは、こ

のカタログを使用してサービスリクエストを作

成するときに表示されます。

[カタログアイコン]ドロップダウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにするには、このチェックボックスをオン

にします。他のグループが使用できないように

するには、このチェックボックスをオフにしま

す。

[すべてのグループに適用]チェックボックス

[選択した項目]ダイアログボックスに含まれて
いるグループのチェックボックスをオンにしま

す。オンにしたグループは、新しいVMをプロ
ビジョニングするときにこのカタログを使用し

ます。

[選択されたグループ]チェックボックスリスト

このカタログがエンドユーザに表示されないよ

うにするには、このチェックボックスをオフに

します。このチェックボックスをオフにしない

場合、このカタログはシステムのエンドユーザ

に表示されます。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]
チェックボックス

VMプロビジョニング用のイメージがあるクラ
ウドを選択します。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

このカタログを使用してVMをプロビジョニン
グするときに使用するイメージのタイプ（イ

メージを構成するWindowsファイル、Linux
ファイル、およびそのほかのファイルなどの既

存のテンプレート）を選択します。

グループ管理者である場合や、カタログを作成

する権限のあるグループのエンドユーザである

場合は、属しているグループに割り当てられた

イメージがこのフィールドに表示されます。

MSP管理者である場合は、ご自身のMSP組織
とMSP組織内のグループに割り当てられたイ
メージがこのフィールドに表示されます。

[イメージ]フィールド
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説明名前

Windowsライセンスを選択します。

このオプションは、Windowsイメー
ジが選択されて場合にのみ表示され

ます。

（注）

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[Windowsライセンスプール]フィールド

単一データストアのすべてのディスクをプロビ

ジョニングするには、このチェックボックスを

オンにします。ストレージポリシーで各ディ

スクに対して設定されているデータストアを使

用することも選択できます。

複数ディスクストレージポリシーの作成の詳

細については、8-1ページの「ポリシーの管理」
を参照してください。

このオプションは、選択されたテン

プレートに複数のディスクがある場

合に表示されます。

（注）

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニング]チェックボックス

リストからテンプレートを選択します。

このオプションは、カタログタイプ

がサービスコンテナである場合に表

示されます。

（注）

[サービスコンテナテンプレート名]ドロップダ
ウンリスト

Desktop Studioで設定された XenDesktop専用カ
タログのリストからテンプレートを選択しま

す。

このオプションは、カタログタイプ

が [VDI]である場合に表示されます。
（注）

[XenDesktop Catalog（XenDesktopカタログ）]
ドロップダウンリスト

このカタログの作成先となるフォルダを選択し

ます。

ドロップダウンリストには、デフォ

ルトで使用可能なフォルダの名前が含

まれます。使用可能なフォルダを選

択するか、または [+]アイコンをク
リックして新しいフォルダを作成しま

す。 [新しいフォルダの追加]ダイアロ
グボックスで、フォルダ名を指定し、

そのフォルダのアイコンを選択しま

す。

（注）

[フォルダの選択]ドロップダウンリスト
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ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [アプリケーションの詳細]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VDCカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成されたときに通知が送信される問い合

わせ先の電子メールアドレス。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレ
ス]フィールド

VMのプロビジョニング時に、VMにインストー
ルされる OSのタイプを選択します。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[OSの指定]ドロップダウンリスト

[OSの指定]リストにない OS。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[他のOSの指定]フィールド

[項目の選択]ダイアログボックスのアプリケー
ションのチェックボックスをオンにします。こ

れらのアプリケーションはプロビジョニング中

に VMにインストールされます。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アプリケーションの指定]チェックボックスリ
スト

[項目の選択]ダイアログボックスにないアプリ
ケーション。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[他のアプリケーションの指定]フィールド

VM名に使用するアプリケーションコード。ア
プリケーションコードは 1～ 4文字です（例：
W2K3、DB、WS）。 VM名のシステムポリ
シーでアプリケーションコードを使用するに

は、変数 ${APPCODE}を使用します。

たとえば VM名のテンプレートが
vm-${GROUP_NAME}-${APPCODE}の場合、
システムポリシーを使用してプロビジョニング

された VMの名前は vm-groupname-W2K3にな
ります。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アプリケーションコード]フィールド
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ステップ 9 [次へ]をクリックします。

ステップ 10 [ユーザクレデンシャル]ペインで、次のフィールドに値を入力します。
RHEV KVMコネクタではサポートされていませ
ん。

（注）

説明名前

ユーザに対し、VMアクセスクレデンシャル
（共有）の取得を許可するか、または禁止する

かを選択します。

[クレデンシャルのオプション]ドロップダウン
リスト

ユーザ ID。

このオプションは、[クレデンシャル
のオプション]の下でいずれかの共有
オプションを選択した場合に表示さ

れます。

（注）

[ユーザID]フィールド

ユーザのパスワード。

このオプションは、[クレデンシャル
のオプション]の下でいずれかの共有
オプションを選択した場合に表示さ

れます。

（注）

[パスワード]フィールド

ステップ 11 [次へ]をクリックします。

ステップ 12 [カスタマイズ]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMのプロビジョニング後に実行されるオーケ
ストレーションワークフローを有効にするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[プロビジョニング後のカスタムアクション]
チェックボックス

プロビジョニング用に定義されたワークフロー

を選択します。

このオプションは、[プロビジョニン
グ後のカスタムアクション]がオンの
場合に表示されます。

（注）

[ワークフロー]ドロップダウンリスト

[毎時]または [毎月]を選択します。[VMアプリケーションの請求間隔]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

テンプレートに含まれているアプリケーション

のコスト。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

時間あたりまたは月あたりに、非アクティブな

VMのカタログにかかるコスト。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[非アクティブなVMアプリケーションコスト]
フィールド

ステップ 13 [次へ]をクリックします。

ステップ 14 [VMアクセス]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMへのWebアクセスを有効にするには、この
チェックボックスをオンにします。 VMへの
Webアクセスを無効にするには、このチェック
ボックスをオフにします。

[Webアクセス設定]チェックボックス

VMの URL。

このオプションは、[Webアクセス設
定]がオンの場合に表示されます。

（注）

[URL]フィールド

この URLに定義されたラベル

このオプションは、[Webアクセス設
定]がオンの場合に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

VMへのリモートアクセスを有効にするには、
このチェックボックスをオンにします。VMへ
のリモートアクセスを無効にするには、この

チェックボックスをオフにします。

[リモートデスクトップのアクセス設定]チェッ
クボックス

サーバのリモートアクセス用 IPアドレス。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[サーバ]フィールド

サーバのリモートアクセス用ポート番号。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[ポート]フィールド
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説明名前

このリモートアクセス用に定義されたラベル

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

ステップ 15 [次へ]をクリックします。

ステップ 16 [サマリー]ページのカタログ情報を確認します。

ステップ 17 [送信]をクリックします。

VM ディスクの作成
[VM]アクションボタンから使用可能な [VMディスクの作成]オプションを使用して、プロビジョ
ニングまたは検出された VMにカスタムサイズのディスクを追加できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで、クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーの右側にある下矢印をクリックすると、VMオプションのドロップダウンリストが表
示されます。

ステップ 6 [VMディスクの作成]を選択します。

ステップ 7 [VMディスクの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VMの名前。

VMの名前は編集できません。

[VM名]フィールド

VMのディスクサイズ（GB単位）。[新しいディスクサイズ(GB)]フィールド

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3    
239

複数ディスクの VM プロビジョニング
VM ディスクの作成



説明名称

ディスクラベルを選択します。この属性の種

類は次のとおりです。

•システム

•データ

•データベース

•スワップ

•ログ

[ディスクの種類の選択]ドロップダウンリスト

データストアを選択します。データストアの選

択は VMの VDCに関連付けられたストレージ
ポリシーによって異なります。

[データストアの選択]ドロップダウンリスト

VMにシンプロビジョニングされたディスクを
追加する場合に、このチェックボックスをオン

にします。

シンプロビジョニングは、物理スト

レージ容量の動的割り当てをイネー

ブルにし、VMストレージの使用率が
向上します。

（注）

[Thinプロビジョニング]チェックボックス

ステップ 8 [作成]をクリックします。
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第 13 章

チャージバックモジュールの使用方法

この章は、次の内容で構成されています。

• チャージバック機能について, 241 ページ

• 予算ポリシー, 242 ページ

• コストモデル, 243 ページ

• VDCを編集してコストモデルを含める, 248 ページ

• パッケージベースのコストモデル, 251 ページ

• ストレージ階層コストモデル, 253 ページ

• 階層へのデータストアの割り当てについて, 254 ページ

• チャージバックレポート, 255 ページ

• 変更レコードについて, 259 ページ

• チャージバックの計算, 260 ページ

チャージバック機能について
CiscoUCSDirectorのチャージバックモジュールによって、仮想インフラストラクチャのコストを
詳細に把握することができます。また、コストモデルを定義して、部署内や組織内のポリシーに

割り当てることができます。リソースのコストを正確に計算するため、仮想マシン（VM）の測
定データを頻繁に収集します。

チャージバックモジュールは、アプリケーションコンテナ内にある物理サーバでのみサポー

トされます。

注目

以下に、チャージバックモジュールの機能を示します。
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•柔軟性：組織の要件に基づいて、固定費、ワンタイムコスト、割り当てコスト、使用コス
ト、およびこれらすべての組み合わせを提供します。

•再利用可能なコストモデル：標準化されたコストモデルまたはテンプレートを使用してVM
にコストモデルを割り当てます。これらのテンプレートは、新しい環境にコストモデルを

迅速に適用するために使用します。

•レポート作成：仮想インフラストラクチャのコストとリソースの使用状況のさまざまな概要
レポートと比較レポートを生成します。これらのレポートは、PDF、CSV、XLSの各形式に
エクスポートすることができ、Webブラウザで表示できます。

•上位 5件のレポート：VMのコスト、CPU、メモリ、ストレージ、およびネットワークのコ
ストが高い上位 5位までの組織またはグループのレポートをモニタします。

•ダッシュボード：組み込みダッシュボードと広範な視覚的ウィジェットのセットを使用し
て、リアルタイムで VM測定情報とチャージバックをモニタし、分析します。

予算ポリシー
リソース全体のアカウンティングはチャージバックモジュールによって処理されます。チャージ

バックに加えて、個別のグループまたは組織を予算ポリシーに関連付ける必要があります。予算

ポリシーでは、予算の監視と予算超過を有効または無効にできます。

予算ポリシーの設定

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ユーザとグループ]の順に選択します。

ステップ 2 [ユーザグループ]タブを選択します。

ステップ 3 グループを選択し、[予算ポリシー]をクリックします。

ステップ 4 [予算ポリシー]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

オンにすると、グループの予算使用状況が監視

されます。オフにすると、このグループのすべ

ての予算エントリは無視されます。

[予算の監視の有効化]チェックボックス
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説明名称

オンにすると、グループメンバーに対しプロビ

ジョニングされた予算の超過が許可されます。

オフにすると、予算をすべて消化した場合に、

新たな予算が追加されるまではリクエストがす

べて却下されます。

[予算超過を許容]チェックボックス

ステップ 5 [保存]をクリックします。

コストモデル
コストモデルを使用して、仮想リソースの CPU、RAM、ストレージなどのユニットレベルのコ
ストを定義します。これらのコストは、仮想インフラストラクチャ内のVMのチャージバック計
算に使用されます。コストモデルは、線形モデルでコストの定義を提供し、コストはユニット

レベルで定義できます。

VMの特定のリソースのコストは、その VMに割り当てられているユニット数に基づいて計算さ
れます。たとえば、1 GBの RAMのコストをコストモデル内で定義し、そのユニットコストを
使用して特定の VMのための RAMのコストを算出します。

1回限りのプロビジョニングコスト、アクティブ/非アクティブなVMのコスト、プロビジョニン
グ済み、予約済み、または使用済みのCPU、メモリなどのリソースのコストを定義できます。こ
れらのコストを使用して、使用量に基づいて VMのコストを計算します。

コストモデルを VDCまたはアプリケーションコンテナにマッピングできます。コストモデ
ルをアプリケーションコンテナにマッピングする方法の詳細については、『CiscoUCSDirector
Application Container Guide』を参照してください。

（注）

コストモデルの作成

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー]> [仮想/ハイパーバイザポリシー]> [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [コストモデル]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [コストモデルの追加（AddCostModel）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名称

コストモデルの名前。[コストモデル名]フィールド

コストモデルの説明。[コストモデルの説明]フィールド

コストモデルのタイプを選択します。

[標準]は線形コストモデルを示します。 [詳細]
はパッケージまたはスクリプトに基づくコスト

モデルを示します。 [詳細]コストモデルの説
明と使用方法については、13-6ページの「パッ
ケージベースのコストモデル」の項を参照し

てください。該当する場合は [HyperV]も選択
できます。

[コストモデルタイプ]ドロップダウンリスト

VMリソースのコストを定義する頻度を選択し
ます。次のいずれかのオプションを使用できま

す。

• [毎時（Hourly）]：リソースのコストを時
間単位で指定する場合。

• [毎日（Daily）]：リソースのコストを日次
単位で指定する場合。

• [毎週（Weekly）]：リソースのコストを週
単位で指定する場合。

• [毎月（Monthly）]：リソースのコストを月
単位で指定する場合。

• [毎年（Yearly）]：リソースのコストを年
単位で指定する場合。

[請求期間（Charge Duration）]ドロップダウン
リスト

仮想マシンのコストパラメータ

固定コスト（通貨：USD）
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説明名称

VMのプロビジョニングの 1回限りの固定コス
ト。

[一括での支払いのコスト]フィールド

VMコスト（通貨：USD）

アクティブ状態のVMの時間あたりのコスト。[アクティブなVMのコスト]フィールド

非アクティブ状態の VMの時間あたりのコス
ト。

[非アクティブなVMのコスト]フィールド

CPUコスト

CPUのチャージ単位（GHzまたはコア）を選択
します。

[CPUチャージユニット]ドロップダウンリスト

1時間あたり、CPUチャージ単位あたりのプロ
ビジョニングされた CPUのコスト。 VMに対
してプロビジョニングされた CPUの額が考慮
されます。

CPUチャージ単位がGHzの場合はコ
ストです。

[使用済みCPUコスト]フィールドに値
を入力する場合は、このフィールド

は空白にしてください。

（注）

[プロビジョニング済みCPUのコスト]フィール
ド

1時間あたり、GHzあたりの予約 CPUのコス
ト。

VMに対して実際に予約されたCPUの額（プロ
ビジョニングされたCPUのコスト計算を含む）
が考慮されます。予約 CPUの追加コスト（プ
ロビジョニングコスト以外）がある場合は、こ

こに入力します。たとえば、プロビジョニング

コストが 1ドルで、予約コストが 1.4ドルの場
合、追加の予約額を指定する必要があります。

この例ではこれは 1.4ドル – 1ドル = 0.4ドルで
す。

CPUチャージ単位がGHzの場合はコ
ストです。

[使用済みCPUコスト]フィールドに値
を入力する場合は、このフィールド

は空白にしてください。

（注）

[予約済みCPUコスト]フィールド
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説明名称

1時間あたり、GHzあたりの使用 CPUのコス
ト。コストは実際の CPU使用量に基づいてい
ます。

このコストでは、プロビジョニングコストと予

約コストは考慮されません。 [使用済みCPUコ
スト]フィールドに値を入力する場合は、プロ
ビジョニングコストと予約コストのフィールド

は空白のままにしておきます。

CPUチャージ単位がGHzの場合はコ
ストです。

（注）

[使用済みCPUコスト]フィールド

メモリコスト

1時間あたり、GBあたりのプロビジョニング
されたメモリのコスト。

[プロビジョニング済みメモリのコスト]フィー
ルド

1時間あたり、GBあたりの予約されたメモリ
のコスト。

[予約済みメモリコスト]フィールド

1時間あたり、GBあたりの使用メモリのコス
ト。

[使用済みメモリコスト]フィールド

ネットワークコスト

1時間あたり、GBあたりの受信データのコス
ト。

[受信済みネットワークデータのコスト]フィー
ルド

1時間あたり、GBあたりの送信データのコス
ト。

[転送済みネットワークデータのコスト]フィー
ルド

ストレージコスト

1時間あたり、GBあたりのコミットされたス
トレージのコスト。

[コミット済みストレージコスト]フィールド

1時間あたり、GBあたりのコミットされてい
ないストレージのコスト。未使用だがプロビ

ジョニングされているストレージは、コミット

されていないストレージとして定義されます。

[コミットされていないストレージのコスト]
フィールド

物理サーバのコストパラメータ

固定コスト（通貨：USD）
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説明名称

サーバのプロビジョニングの 1回限りの固定コ
スト。

[一括での支払いのコスト]フィールド

CPUコスト

CPUのチャージ単位（GHzまたはコア）を選択
します。

[CPUチャージユニット]ドロップダウンリスト

1時間あたり、CPUチャージ単位あたりのプロ
ビジョニングされた CPUのコスト。サーバに
対してプロビジョニングされた CPUの額が考
慮されます。

CPUチャージ単位がGHzの場合はコ
ストです。

[使用済みCPUコスト]フィールドに値
を入力する場合は、このフィールド

は空白にしてください。

（注）

[プロビジョニング済みCPUのコスト]フィール
ド

メモリコスト

1時間あたり、GBあたりのプロビジョニング
されたメモリのコスト。

[プロビジョニング済みメモリのコスト]フィー
ルド

1時間あたり、GBあたりの使用メモリのコス
ト。

[使用済みメモリコスト]フィールド

ストレージコスト

1時間あたり、GBあたりのコミットされたス
トレージのコスト。

[コミット済みストレージコスト]フィールド

ブレードコスト（通貨：USD）

1時間あたりの完全長ブレードサーバのコス
ト。

このフィールドは、HyperVがコスト
モデルタイプとして選択されている

場合は表示されません。

（注）

[完全長ブレードのコスト（Full Length Blade
Cost）]フィールド

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3    
247

チャージバックモジュールの使用方法

コストモデルの作成



説明名称

1時間あたりのハーフ長ブレードサーバのコス
ト。

このフィールドは、HyperVがコスト
モデルタイプとして選択されている

場合は表示されません。

（注）

[ハーフ長ブレードのコスト（Half Length Blade
Cost）]フィールド

ステップ 5 [追加]をクリックします。

VDC を編集してコストモデルを含める
新しく作成したコストモデルを割り当てるよう、既存の VDCを追加または編集することができ
ます。既存の VDCを編集したり、新しい VDCを作成したりして、これらの VDCに対して 1つ
のコストモデルを割り当てることができます。

コストモデルが VDCに割り当てられると、その VDC内のすべての VMは、高度なコストモデ
ルに基づいてチャージされます。標準タイプのコストモデルを持つ VDC内のすべての VMは、
引き続き標準のコストモデルに従ってチャージされます。

VDC へのコストモデルの追加

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [VDC]タブを選択します。

ステップ 3 コストモデルに追加する VDCを選択します。

ステップ 4 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 5 [vDCの追加（Add vDC）]ダイアログボックスで、アカウントタイプを選択してから [送信
（Submit）]をクリックします。

ステップ 6 [VDCの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VDCの名前。[VDC名]フィールド
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説明名称

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクション
は無効になります。今後の導入で VDCを使用
できるようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDC固有の説明。[vDCの説明]フィールド

VDCの設定対象グループを選択します。[グループ]ドロップダウンリスト

VDCの設定対象クラウドを選択します。[クラウド名]ドロップダウンリスト

承認者と連絡先

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第1承認者のユーザ名]フィールド

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第2承認担当者のユーザ名]フィールド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド
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説明名称

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

この VDCを使用した VMのプロビジョニング
に関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする 2番目の
連絡先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル]ドロップダウンリスト

この VDCの SRサマリーと電子メールページ
でのコストの表示を無効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後にオーケストレーショ
ンワークフローの実行に使用するポリシーを選

択します。選択されたワークフローは、VDC
内のVMに対するアクションボタンとして表示
されます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

エンドユーザセルフサービスポリシー

この VDCに属している VMに対してすべての
VM電源管理アクションを実行できるようにす
るには、このチェックボックスをオンにしま

す。

[VMの電力管理]チェックボックス

エンドユーザセルフサービスポリシーには、VMのサイズ変更、VMスナップショッ
ト管理、VMの削除、VMディスク管理、VMネットワーク管理が含まれます。詳細に
ついては、仮想データセンターの追加, （170ページ）を参照してください。

（注）
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ステップ 7 [追加]をクリックします。

VDC を編集してコストモデルに含める

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [VDC]タブを選択します。

ステップ 3 コストモデルに追加する VDCを選択します。

ステップ 4 [カテゴリの管理]をクリックします。

ステップ 5 編集するカテゴリを選択します。

ステップ 6 [編集]をクリックします。

ステップ 7 [アプリケーションカテゴリの編集]ダイアログボックスで、ドロップダウンリストから [コスト
モデル]および [ポリシーの導入]を選択します。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

パッケージベースのコストモデル
パッケージベースのコストモデルでは、システムリソースのコストを個別の定義としてではな

く、パッケージとして定義することができます。要件に基づいて、さまざまなパッケージを選択

できます。このタイプのコストモデルは、非線形モデルに適しています。

Cisco UCS Directorは、CPUメモリ（サーバ）パッケージの定義をサポートしています。（注）

このタイプのコストモデルでは、定義は、利用可能なリソースパッケージに基づいています。

モデルの形式は以下のとおりです。

C – M:X

Cは CPUコア数です。

Mはメモリ（GB）です。

Xは CとMの月間コストの組み合わせです。
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たとえば、2-4:200のエントリを持つパッケージは、CPUコアが 2、メモリが 4 GB、およびこの
パッケージの月間コストが 200ドルであることを意味します。

次の形式を使用して、複数のパッケージを定義できます：C1-M1:X1,C2-M2:X2,......,CN-MN:XN

たとえば、次のようにします：1-1:50,1-2:70,1-4:90,2-4:150,2-6:170,2-8:190,4-8:350,4-12:380,4-16:400
最初のエントリ 1-1:50は、コア CPUが 1、メモリが 1 GBで、月間コストが 50ドルのパッケージ
です。

これらのエントリは、コストパッケージの要件に合わせて随時に編集できます。（注）

パッケージベースのコストモデルの作成

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー]> [仮想/ハイパーバイザポリシー]> [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [コストモデル]タブを選択します。

ステップ 3 新しいコストモデルを作成するには、[追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [コストモデルタイプ]フィールドの下で、[詳細]オプションを選択します。

ステップ 5 [高度なコストモデル]フィールドに、次に示すスクリプトを貼り付けます。
/********************************/

var CPU_MEMORY_COST =

1-2:81,1-4:95,1-8:109,2-4:162,2-6:176,2-8:189,2-16:378,4-12:352,4-16:378;

/********************************/

/*上記のようにコストパッケージを定義します。

コストパッケージは次の形式で指定できます：

C-M:X。

Cは CPUコアの数です。

Mはメモリ（GB）です。

Xは CおよびMを組み合わせた月次コストです。

たとえば 2-4: 162は、CPUコアの数 = 2、メモリ = 4 GB、このパッケージのコストは 1ヵ月あた
り 162ドルであることを示します。 */

/*複数のパッケージを定義するときは、次の形式で定義します：C1-M1:X1,C2-M2:X2,
...........,CN-MN:XN
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標準パッケージは、スクリプトの先頭で CPU_MEMORY_COST変数を使用して定義されていま
す。

コストパッケージ要件に合わせてこの変数を編集できます。 */

/*参考：使用するストレージコストはストレージ階層コストモデル定義に基づいています。 */

/*以下のスクリプトは編集しないでください */

computeChargeback(data);
function computeChargeback(data)
{
var map = chargeBackAPI.getCPUMemCostModelMap(CPU_MEMORY_COST);
var cpuCores = data.getVmMeter().getCpuCores();
var memory = data.getVmMeter().getAllocMemGB();
var serverCost = chargeBackAPI.getCostForItem(map,cpuCores, memory);
serverCost = serverCost / (24 * 30);
var storageTierCost = chargeBackAPI.getStorageCostForItem(data.getVmMeter().getVmId());
var storageGB = (data.getVmMeter().getCommittedDiskGB()) +
(data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB());
var committedDiskGBCost = (data.getVmMeter().getCommittedDiskGB()) * storageTierCost;
var unCommittedDiskGBCost = (data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB()) * storageTierCost;
var storageCost = (storageGB * storageTierCost) / (24 * 30);
var totalVMCost = serverCost + storageCost;
var cb = data.getCbSummary();
cb.setCpuCores(cpuCores);
cb.setMemory(memory);
cb.setServerCost(serverCost);
cb.setCommittedDiskGB(data.getVmMeter().getCommittedDiskGB());
cb.setCommittedDiskGBCost(committedDiskGBCost);
cb.setUncommittedDiskGB(data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB());
cb.setUncommittedDiskGBCost(unCommittedDiskGBCost);
cb.setTotalCost(totalVMCost);
}

/********************************/

ステップ 6 [追加]をクリックします。
コストモデルが定義されている場合は、このコストモデルに基づいて VMのチャージ
バックを開始するために VDCにコストモデルを割り当てます。

（注）

ストレージ階層コストモデル
階層形式のストレージに関して複数のコストを定義するためにストレージ階層コストモデルを使

用できます。現在のストレージタイプには、ローカル、NFS、SAN、NASなどがあります。各
ストレージタイプのコストは異なる可能性があり、ストレージ使用コストの計算にこの差異を組

み込むことができます。

このモデルを使用して異なる階層に異なるコストを定義した後、これらの階層に既存のデータス

トアを割り当てることができます。この階層コストモデルを使用して、コスト面で類似するデー

タストアタイプをグループ化できます。
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各階層にコストを割り当てる必要があります。このコストは、1ヵ月 1 GBあたりです。たとえ
ば、$0.5を階層に割り当てると、この階層内のすべてのデータストアは、1ヵ月 1 GBあたり $0.5
課金されます。デフォルトでは、4階層がすでに作成されているので、それらにコストを割り当
てる必要があります。

階層へのコストの割り当て

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー]> [仮想/ハイパーバイザポリシー]> [サービスの提供]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ階層のコストモデル]タブを選択します。

ステップ 3 編集する階層を選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 [ディスクコスト（GB）/月]フィールドを編集します。

ステップ 6 [送信]をクリックします。

階層へのデータストアの割り当てについて
データストアを階層に割り当てることにより、その階層に定義されたコストを使用して、そのデー

タストア内のストレージのコストを計算できます。

データストア内の VMに対するチャージバックを計算するとき、データストアを割り当てた階層
によってコストが決定されます。データストアが階層に割り当てられていない場合、そのデータ

ストアのストレージコストは高度な（スクリプトベースの）コストモデルを使用するときには

考慮されません。

フォームによってリソースのコストを定義する標準のコストモデルを使用する場合は、階層のコ

ストが割り当て済みであり、その階層に対してデータストアが割り当て済みである場合にのみ、

ストレージ階層のコストが考慮されます。ただし、階層がデータストアに割り当てられていない

場合、そのデータストアの下の VMのストレージコストはコストモデルフォームのストレージ
コストエントリから取得されます。

階層へのデータストアの割り当ては、標準のコストモデルのみに適用されます。（注）
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階層へデータストアの割り当て

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [ストレージ]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルからクラウドアカウントを選択します。

ステップ 3 [データストアの容量レポート]タブを選択します。
現在、階層に基づくコストは VMwareクラウドアカウントでのみサポートされています。

ステップ 4 階層を割り当てるデータストアを選択します。

ステップ 5 [階層の割り当て]をクリックします。[ストレージ階層]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 ドロップダウンリストから階層を選択します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。

チャージバックレポート
チャージバックは、使用中および未使用のリソースに対して組織が支払う金額に関する情報を提

供します。この機能を使用して、リソースの消費量とコストを最適化できます。システムリソー

スアカウンティングは、毎月の使用量をベースにすることができます。CPUやメモリの使用率と
いったリソースが監視および計測されます。

チャージバックレポートはコストモデルのタイプに基づいています。チャージバックは、表形

式のレポート、サマリー、グラフィカルレポートおよびウィジェットの形式で計算および表示さ

れます。

以下に、利用可能なレポートタイプを示します。

•表示

◦今月のサマリー：今月のサマリーコストレポート（VM、CPU、ストレージコストな
ど）。

◦前月のサマリー：前月のサマリーコストレポート（VM、CPU、ストレージコストな
ど）。

◦月間リソースアカウンティングの詳細：月単位のリソースアカウンティングの詳細
（CPUおよびメモリの使用状況の統計情報）。

◦ VMレベルリソースアカウンティングの詳細：VMレベルのリソースアカウンティン
グの詳細。
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◦ VMレベルチャージバックの詳細：チャージバック機能を使用してVMの使用量に適用
されるチャージ。

•エクスポート

◦月間リソースアカウンティングの詳細のエクスポート：リソースアカウンティングの
詳細のレポートは、表としてエクスポートできます。

◦ VMレベルリソースアカウンティングの詳細のエクスポート：VMレベルリソースア
カウンティングの詳細のレポートは、表としてエクスポートできます。

◦ VMレベルチャージバックの詳細のエクスポート：チャージバックレポートは、表と
してエクスポートできます。

グループまたは特定の仮想データセンター（VDC）用にこれらのレポートを生成できます。
これらのレポートには、仮想リソースと物理サーバに関する情報が含まれています。

重要

今月のサマリーの表示

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [チャージバック]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルからグループを選択します。

ステップ 3 [今月のサマリー（CurrentMonthSummary）]タブを選択して、このグループに属するすべてのVM
と物理サーバの今月のチャージバックの詳細を確認します。

前月のサマリーの表示

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [チャージバック]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルからグループを選択します。

ステップ 3 [前月のサマリー（Previous Month Summary）]タブを選択して、このグループに属するすべての
VMと物理サーバの前月のチャージバックの詳細を確認します。

月間リソースアカウンティング情報の表示

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [チャージバック]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、グループまたは仮想データセンター（VDC）を選択します。

ステップ 3 [リソースアカウンティング]タブを選択します。

VM レベルのリソースアカウンティングの詳細の表示

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [チャージバック]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、グループまたは仮想データセンター（VDC）を選択します。

ステップ 3 [リソースアカウンティングの詳細]タブを選択して、各 VMリソースの使用率の詳細を表示しま
す。
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VM レベルのチャージバックの詳細の表示

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [チャージバック]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、グループまたは仮想データセンター（VDC）を選択します。

ステップ 3 [チャージバック]タブを選択します。

月間リソースアカウンティングの詳細のエクスポート

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [チャージバック]の順に選択します。

ステップ 2 [リソースアカウンティング]タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーの右側にある [レポートのエクスポート]アイコンをクリックして、[レポートのエクス
ポート]ダイアログボックスを表示します。

ステップ 4 ドロップダウンリストから [PDF]、[CSV]、または [XLS]のいずれかの形式を選択します。

ステップ 5 [レポートの生成]をクリックします。

VM レベルのリソースアカウンティングの詳細のエクスポート

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [チャージバック]の順に選択します。

ステップ 2 [リソースアカウンティングの詳細]タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーの右側で、[レポートのエクスポート]アイコンをクリックします。 [レポートのエクス
ポート]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ドロップダウンリストから [PDF]、[CSV]、または [XLS]のいずれかの形式を選択します。

ステップ 5 [レポートの生成]をクリックします。

VM レベルのチャージバックの詳細のエクスポート

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [チャージバック]の順に選択します。

ステップ 2 [チャージバック]タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーの右側で、[レポートのエクスポート]アイコンをクリックします。 [レポートのエクス
ポート]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 ドロップダウンリストから [PDF]、[CSV]、または [XLS]のいずれかの形式を選択します。

ステップ 5 [レポートの生成]をクリックします。

変更レコードについて
変更管理データベース（CMDB）内の変更レコードを使用して、システムの変更を追跡および管
理できます。通常、これらのレコードは、VM、サービスリクエスト、グループなどのあらゆる
リソースに対するイベントタイプ（ADD、DELETE、およびMODIFY）を示します。

変更レコードは、リソースタイプ（VM）に関する情報（リソース名、変更タイプ、変更時刻、
説明など）を表示します。 VMのサイズ変更の場合、サイズ変更された VMのリソースに関する
情報と、サイズ変更前とサイズ変更後のリソースの値に関する情報が示されます。

VMのサイズが変更された場合、変更が記録され、[レコードの変更]タブに表示されます。
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変更レコードへのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [統合]の順に選択します。

ステップ 2 [レコードの変更]タブを選択します。

チャージバックの計算
VMの総コストの計算には次のものが含まれます。

総コスト =アクティブな VMのコストまたは非アクティブな VMのコスト+一括での支払いのコ
スト+CPUのコスト+メモリコスト+ディスクコスト+CPU予約コスト+メモリ予約コスト+CPU使
用コスト+CPUコアのコスト+メモリ使用コスト+受信ネットワーク使用コスト+転送ネットワーク
使用コスト+アプリケーションコスト

物理サーバの総コストの計算には次のものが含まれます。

総コスト =一括での支払いのコスト + CPUコスト +メモリコスト +メモリ使用コスト +コミッ
ト済みディスクコスト + CPUコアコスト +フルブレードコスト +ハーフブレードコスト。

VMのコスト計算は 1時間単位でのみ実行されます。各リソースのコストはコストモデルで定義
されている値に基づいて計算されます。コスト計算は次のコストに基づいています。

コストの説明コスト

アクティブなVMのコストのコストモデルで定
義されている値。

アクティブな VMのコスト

非アクティブなVMのコストのコストモデルで
定義されている値。

非アクティブな VMのコスト

一括での支払いのコストのコストモデルで定義

されている値。

一括での支払いのコスト

CPU使用量（プロビジョニング済み）xプロビ
ジョニング済み CPUコストのコストモデルで
定義されているコスト。CPUのチャージユニッ
トは GHzです。

CPUコスト
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コストの説明コスト

メモリ使用量（プロビジョニング済み） xプロ
ビジョニング済みメモリコストのコストモデ

ルで定義されているコスト。メモリのチャージ

ユニットは GBです。

メモリコスト

コミット済みストレージxコストモデルで定義
されているコミット済みストレージコスト+コ
ミットされていないストレージxコストモデル
で定義されているコミットされていないスト

レージのコストストレージのチャージユニッ

トは GBです。

ディスクコスト

予約済み CPU x予約済み CPUコストのコスト
モデルで定義されているコスト。1

CPU予約コスト

予約済みメモリx予約済みメモリコストのコス
トモデルで定義されているコスト。2

メモリ予約コスト

使用済み CPU x使用済み CPUコストのコスト
モデルで定義されているコスト。1

CPU使用コスト

使用済み CPUコア x CPUコアコストのコスト
モデルで定義されているコスト。CPUのチャー
ジユニットはコアです。

CPUコアコスト

使用済みメモリx使用済みメモリコストのコス
トモデルで定義されているコスト。2

メモリ使用コスト

受信ネットワーク使用率（KB）/（1024.0 x
1024.0） x受信済みネットワークデータのコス
トのコストモデルで定義されているコスト。

ネットワークのチャージユニットはGBです。

受信ネットワーク使用コスト

転送ネットワーク使用率（KB）/（1024.0 x
1024.0） x転送済みネットワークデータのコス
トのコストモデルで定義されているコスト。5

転送ネットワーク使用コスト

アクティブなVM時間 xアクティブなVMアプ
リケーションコストのカタログで定義されてい

るコスト+非アクティブなVM時間x非アクティ
ブなVMアプリケーションコストのカタログで
定義されているコスト。

アプリケーションコスト
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コストの説明コスト

1時間あたりの完全長ブレードサーバのコス
ト。このコストは、物理サーバのみに適用され

ます。

これは、アプリケーションコンテナの一部であ

る物理サーバに対してのみ適用されます。

完全長ブレードのコスト

1時間あたりのハーフ長ブレードサーバのコス
ト。このコストは、物理サーバのみに適用され

ます。

これは、アプリケーションコンテナの一部であ

る物理サーバに対してのみ適用されます。

ハーフ長ブレードのコスト
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第 14 章

システムのモニタリングとレポート作成

この章は、次の内容で構成されています。

• ダッシュボード, 263 ページ

• サマリー, 265 ページ

• インベントリ管理, 266 ページ

• リソースプール, 266 ページ

• クラスタ, 267 ページ

• イメージ, 267 ページ

• ホストノード, 269 ページ

• 仮想マシン（VM）, 269 ページ

• トポロジ, 270 ページ

• アセスメント, 271 ページ

• レポート, 271 ページ

ダッシュボード
ダッシュボードは、ログインしたときに表示される最初のウィンドウです。アプリケーションの

すべてのレポートウィジェットをダッシュボードに追加できます。ダッシュボード（のトップ

レベルのメニュー）で、重要なまたはお気に入りのレポートウィジェットの追加を有効にできま

す。
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ダッシュボードの有効化

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 ウィンドウの右上で、[管理者]をクリックします。

ステップ 2 [ダッシュボード]タブを選択します。

ステップ 3 [ダッシュボードの有効化]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [適用]をクリックします。

レポートウィジェットの追加

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 表示するレポートタイプのタブを選択します。

ステップ 4 レポートの右上で下矢印をクリックします。

ステップ 5 [ダッシュボードに追加]を選択します。

ウィジェットデータの更新

レポートウィジェットデータの自動更新または手動更新を設定できます。自動更新の場合、自

動更新の間隔を 5分から最大 60分までの間でカスタマイズできます。

時間を設定するには、ダッシュボードの [自動更新]ボタンを [オン]に設定する必要があります。
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サマリー
[サマリー]ウィンドウでシステムインベントリを管理することができます。このウィンドウでは
さまざまな表、図、およびマップレポートを利用できるほか、インベントリライフサイクル活動

の管理に役立ちます。

各レポートは、ウィジェットとして表示され、カスタマイズによって非表示にできます。

仮想マシン、クラウド、およびシステムのサマリー情報

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 [サマリー]タブを選択します。

サマリーレポートウィジェットのカスタマイズ

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 [サマリー]タブを選択します。

ステップ 3 [カスタマイズ]アイコンをクリックして、使用可能なレポートウィジェットを起動します。

ステップ 4 ウィジェットをクリックし、ダッシュボードにドラッグします。

ステップ 5 レポートをダブルクリックしてビューを拡大するか、またはレポートの右上をクリックして、

[ビューの展開]を選択します。

ステップ 6 スライドバーを使用して、[ダッシュボード]に表示されるレポートのサイズを調整します。
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インベントリ管理
ダッシュボードを使用して、システムインベントリをモニタできます。物理インフラストラク

チャに対するすべての変更がダッシュボードへ反映されます。ダッシュボードには、管理運営に

対するシステム全体のレベルのインフラストラクチャ情報が表示されます。

システムインベントリの詳細情報へのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 詳細情報を表示するタブを選択します。

リソースプール
[リソースプール]タブにはホストノードレベルでのリソースの詳細が表示されます。これらの詳
細には、CPU設定予約、CPU制限値、使用済み CPU、使用済みメモリなどが含まれます。

リソースの詳細情報へのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、クラウドの名前を選択するか、[すべてのクラウド]を選択します。

ステップ 3 [リソースプール]タブを選択します。
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クラスタ
[クラスタ]タブには、ポッドのすべてのクラスタとその詳細（存在する場合）が表示されます。

クラスタへのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 [クラスタ]タブを選択します。

イメージ
[イメージ]タブには、使用可能なすべてのイメージ ID、およびその詳細が表示されます。これら
のイメージにはゲストOS、CPU、メモリ、およびプロビジョニングされているストレージが含ま
れます。これらのイメージ IDを使用して、新しい仮想マシン（VM）をプロビジョニングできま
す。グループ管理者またはMSP管理者の場合は、この [イメージ（Images）]タブにグループに
割り当てられているイメージが表示されます。

特定の VMwareクラウドアカウントを選択し、[イメージ（Images）]タブを選択すると、イメー
ジをグループまたはユーザに割り当てることができます。そうすることで、特定のグループまた

はユーザに割り当てられたイメージがそのグループの管理者がシステムにログインしたときに表

示されます。

イメージへのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 [イメージ]タブを選択します。
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ユーザまたはグループへの VM イメージの割り当て
管理者として、ユーザまたはグループに特定のVMイメージを割り当てることができます。これ
により、カタログの作成などの VMのプロビジョニングタスクを実行したときに表示されるイ
メージがフィルタリングされます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 VMwareクラウドを選択し、[イメージ]タブを選択します。

ステップ 3 テーブルからイメージを選択します。

ステップ 4 [グループへのイメージの割り当て（Assign Image to Group）]をクリックします。

ステップ 5 [グループへのイメージの割り当て（Assign Image to Group）]ダイアログボックスで、次のフィー
ルドに値を入力します。

説明名前

特定のユーザにイメージに割り当てるには、

チェックボックスをオンにします。

[ユーザに割り当て（Assign toUsers）]チェック
ボックス

[選択（Select）]をクリックして、イメージを割
り当てるユーザの名前を確認します。

このフィールドは、[ユーザに割り当て（Assign
toUsers）]チェックボックスがオンになってい
るときに表示されます。

[ユーザ（User）]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、イメージを割
り当てるグループの名前を確認します。

このフィールドは、[ユーザに割り当て（Assign
toUsers）]チェックボックスがオフになってい
るときに表示されます。

[グループ名（Group Name）]フィールド

ステップ 6 [送信]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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ホストノード
[ホストノード]タブには、インフラストラクチャで使用できるすべての物理ホストノードが表示
されます。インストールされている ESX/ESXiのバージョン、アクティブな VM、電源ステータ
スなどの詳細を見ることができます。

ホストノードへのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 [ホストノード]タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーのドロップダウンリストから、[レポート]タイプを選択します。

仮想マシン（VM）
[VM]タブには、選択したクラウドのすべての VMと各 VMの詳細が表示されます。

VM へのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 [VM]タブを選択します。
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グループレベル VM へのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織] > [仮想リソース]を選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、グループを選択し、[VM]タブを選択します。

トポロジ
[トポロジ]タブには VMwareクラウドトポロジが表示されます。表示モードタイプには、[階
層]、[同心]、[円形]、および [強制の実行]の 4つがあります。選択する表示モードによって、項
目のスペース設定、距離、半径、厳密性、および強制距離を調整できます。

トポロジタイプへのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [トポロジ]タブを選択します。

ステップ 4 トポロジタイプ（[Hostnodeデータストアトポロジ]）または [Hostnode VMトポロジ]のいずれ
か）を選択します。

ステップ 5 ツールバーで [接続の表示]ボタンをクリックします。トポロジが新しいウィンドウに表示されま
す。

すべてのトポロジタイプが表示されるわけではありませ

ん。

（注）
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アセスメント
[アセスメント]タブには、アセスメントレポート（クラウド対応状況、仮想化のベストプラク
ティス、パフォーマンス最適化、容量、電源最適化など）が表示されます。

評価へのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [評価]タブを選択します。

ステップ 4 [レポート]ドロップダウンリストから、レポートタイプを選択します。

レポート
Cisco UCS Directorでは、さまざまなレポートを表示して、仮想インフラストラクチャおよびシス
テムリソースをモニタできます。これらのレポートは、システムの詳細を理解するのに役立ち、

システムの実行状況に関する情報を提供します。

以下にレポートのタイプを示します。

•システム情報に関する表形式のレポート。概要、ホストノード、新しいVM、および削除さ
れた VMが含まれます。

•棒グラフおよび円グラフによる比較。アクティブな VMと非アクティブな VM、プロビジョ
ニングされた CPUとキャパシティなどの比較が表示されます。

•システムリソースに関するトレンドグラフ。CPUのトレンド、メモリのトレンド、VMの
追加および削除などが含まれます。

•その他のレポートには、グループ、VDC、ホストノード、およびVMレベルの上位 5つのレ
ポートがあります。上位 5つのレポートは、VMの数が最も多いグループ、CPU使用率が最
大のグループ、VMの数が最も多い VDC、CPU使用率が最大のホストノードなどです。

•マップレポートは、ヒートマップまたは色分けされたマップの形式でシステムリソース情
報を表示します。
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特定のアカウント（たとえば KVMアカウントなど）について、追加の傾向レポートを利用する
こともできます。傾向レポートには、選択した期間内のデータが表示されます。

レポートへのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 左側のパネルから、クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 レポートのタイプ（[マップ]、[上位 5]、[その他のレポート]）のタブを選択します。
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第 15 章

ライフサイクルの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• VMの電源設定の管理, 273 ページ

• VMのサイズ変更, 274 ページ

• VMスナップショットの管理, 275 ページ

• 仮想マシンのリース時間の設定, 279 ページ

• VMアクションの管理, 279 ページ

VM の電源設定の管理
はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 仮想マシン（VM）アクションを実行するには、[VM]タブを選択し、VMを右クリックします（タ
イマーが動いている間待ちます）。

ステップ 4 アクションを選択すると、[VMタスク]ダイアログボックスが開きます。最後の 2つのフィール
ドに値を入力します。

説明名称

アクションの実行対象である VMの名前。[VM名]フィールド（表示専用）

VMの電源をオフにするタスク。[電源オフ]フィールド（表示専用）
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説明名称

VMの電源をオンにするタスク。[電源オン]フィールド（表示専用）

VMを一時停止状態にするタスク。[一時停止]フィールド（表示専用）

VMでゲスト OSをシャットダウンするタス
ク。

[ゲストのシャットダウン]フィールド（表示専
用）

VMをスタンバイ状態にするタスク。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[スタンバイ]フィールド（表示専用）

VMのハードリセットを実行するタスク。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[リセット]フィールド（表示専用）

VMのソフトリブートを実行するタスク。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[リブート]フィールド（表示専用）

コメント。[コメント]フィールド

特定の日時にまたは今すぐVMの電源をオンに
するタスク。

[アクションのスケジュール設定]オプションボ
タン

ステップ 5 [続行]をクリックします。

VM のサイズ変更
はじめる前に

プロビジョニング済み VMを作成します。管理者はグループの vDCで [エンドユーザセルフサー
ビスオプション]を有効にして、許可を与える必要もあります。

手順

ステップ 1 [仮想リソース]をクリックして、[VM]を選択します。

ステップ 2 VMを右クリックして [VMのサイズ変更]を選択します。

ステップ 3 [VMのサイズ変更]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

選択した VMの名前。[VM名]フィールド

VMによって使用中の割り当て済み CPUの数。[現在の割り当てCPU]フィー
ルド

VMに割り当てられているメモリ容量。[現在の割り当てメモリ(GB)]
フィールド

ドロップダウンリストから必要な CPUを選択します。[新しいCPU数]ドロップダウ
ンリスト

ドロップダウンリストから必要なメモリ容量を選択します。[新しいメモリ]ドロップダウ
ンリスト

ステップ 4 [サイズ変更]をクリックします。

VM スナップショットの管理
ここでは、次の作業について説明します。

•スナップショットの作成：すべてのVMリソースの現在の状態のスナップショットを作成で
きます。スナップショットを作成すると、仮想マシンがクラッシュした際、元の状態に戻す

ことができます。

•スナップショットへの復帰：VMがクラッシュや誤作動（OSが破損）した場合、VMの最新
スナップショットへ復帰することにより、VMを再稼働させることができます。VMのスナッ
プショットが複数ある場合、特定のスナップショットに戻すことができます。

•ゴールドスナップショットとしてマーク付け：VMの特定のスナップショットをゴールドス
ナップショットとしてマークできます。この機能は、そのスナップショットが誤って削除さ

れないよう保護します。

•スナップショットの削除：必要に応じてスナップショットを削除できます。ゴールドスナッ
プショットを削除する場合は、あらかじめマークを外しておく必要があります。

•すべてのスナップショットの削除：VMのすべてのスナップショットを削除できます。ただ
し、ゴールドスナップショットが存在する場合、すべてのスナップショットの削除はできま

せん。先にゴールドスナップショットのマークを外してから、すべてのスナップショット

の削除を実行してください。
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VM スナップショットの作成

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[スナップショットの作成]を選択します。

ステップ 6 [仮想マシンのスナップショットの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名称

スナップショットの名前。[スナップショット名]フィールド

スナップショットの説明。[スナップショットの説明]フィールド

VMのメモリを組み込む場合にこのチェックボッ
クスをオンにします。

[スナップショットメモリ]チェックボックス

休止モードでスナップショットを作成する場合

は、このチェックボックスをオンにします。

ファイルシステムを休止すると、物

理または仮想マシンのディスク上の

データがバックアップに適した状態に

なります。このプロセスには、オペ

レーティングシステムのメモリ内

キャッシュから、ディスクまたはその

他の高レベルのアプリケーション固有

のタスクにバッファをフラッシュする

などのアクションが含まれる場合があ

ります。このオプションを使用する

には、VMwareツールをVMにインス
トールする必要があります。

（注）

[ゲストのファイルシステムを休止]チェック
ボックス

ステップ 7 [続行]をクリックします。
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スナップショットへの復帰

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[スナップショットの復帰]を選択します。

ステップ 6 [スナップショットタスクの復帰]ダイアログボックスで、スナップショット名の隣にあるチェッ
クボックスをオンにしてリストからスナップショットを選択します。

ステップ 7 [続行]をクリックします。

ゴールデンスナップショットのマーキング

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[ゴールデンスナップショットのマーキング]を選択します。

ステップ 6 [ゴールデンスナップショットのマーキング]ダイアログボックスで、リストのスナップショット
名の横にあるチェックボックスをオンにして、スナップショットを選択します。

ステップ 7 [ゴールデンスナップショットとしてマーキング]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [続行]をクリックします。
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スナップショットの削除

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [スナップショットの削除]を選択します。

ステップ 6 [スナップショットタスクの削除]ダイアログボックスで、スナップショット名の隣にあるチェッ
クボックスをオンにして、リストからスナップショットを選択します。

ステップ 7 [子の削除]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [続行]をクリックします。

すべてのスナップショットの削除

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [すべてのスナップショットの削除]を選択します。

ステップ 6 [VMスナップショットタスク]ダイアログボックスに、任意でコメントを入力します。

ステップ 7 [続行]をクリックします。
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仮想マシンのリース時間の設定
ユーザは、選択した仮想マシン（VM）のリース有効時間を設定できます。リース時間が期限切
れになると、VMはシャットダウン（電源オフ）されます。リース時間の終了については、カレ
ンダーで選択するため制限はありません。

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーで、[リース時間の設定]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [リース時間の設定]ダイアログボックスで、[リース時間の設定]チェックボックスをオンにしま
す。次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VMの名前。

このフィールドは編集できません。

[VM名]フィールド

VMのリースの日時。日付のカレンダー、時刻
（時間および分）のドロップダウンリスト、

AMと PMのオプションボタンがあります。

[リース日時]のカレンダー、ドロップダウンリ
スト、オプションボタン

ステップ 7 [送信]をクリックします。

VM アクションの管理
VMのその他のアクションメニューは、VMを右クリックすることで、短縮形のメニューが表示
され、また、VMを選択してからツールバーの右側の下矢印をクリックすることで、フルメニュー
が表示されます。

他の VMアクションには次のものがあります。

• VMの詳細を表示：個別の VMにアクセスして、サマリーレポート、vNIC、ディスク、ス
ナップショットなどの詳細を表示できます。
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•スタックビュー：OS、ハイパーバイザ、インフラストラクチャ情報など、特定の VMにつ
いてさまざまな情報を参照できます。

• VMの削除：リストからVMを削除できます。電源がオフになっているVMのみ削除できま
す。

• VMディスクの作成：カスタムサイズの追加ディスクを VMに追加できます。

• VMディスクの削除：ディスクを削除できます。

• vNICの追加：VMに複数の vNICを追加できます。また、VM内で vNICを追加、または交
換するオプションもあります。 vNICのオプションは、VMに関連付けられたVDCにマップ
されているネットワークポリシーによって異なります。

• VMクライアントの起動：Webアクセス、リモートデスクトップ、または VNCコンソール
のいずれかのプリファレンスを VMへ設定できます。

• VMの割り当て：VMをグループまたはVDCに割り当てたり、VMのカテゴリを変更したり
できます。 VMのプロビジョニング時間、終了時間、およびラベルを設定できます。

• VMクレデンシャルにアクセス：VMのログインクレデンシャルがWebまたはリモートのデ
スクトップアクセスに対して設定されており、管理者が、そのVMがプロビジョニングされ
ているカタログ内の権限を提供している場合のみ、VMのログインクレデンシャルにアクセ
スできます。

• VMのインベントリ収集のリクエスト：1つの VMを選択し、その VMに対してオンデマン
ドのインベントリ収集をリクエストできます。

• VNCのテスト：トラブルシューティングの目的のために、VNCの接続をテストします。

•複製：同じ、または類似のクオリティを持つ新しいVMを作成するために、既存のVMを複
製したり、コピーを作成したりできます。

• VMを VDCに移動：VMを VDCに移動して、VDCシステムポリシー規則が VM内で適用
されるようにすることができます。

• VM再同期：VMを Cisco UCS Directorと定期的に再同期させる時間（分）を設定することが
できます。

VM の詳細の表示

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーで、[詳細の表示]ボタンをクリックします。

スタックビューの使用方法

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 ツールバーで、[スタックビュー]ボタンをクリックします。

VM の削除

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[VMの削除]を選択します。
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ステップ 6 [VMタスク]ダイアログボックスに必要に応じてコメントを入力し、すぐもしくは、あとで実行す
る操作をスケジュールします。

[あとで実行]を選択した場合は、時間を指定しま
す。

（注）

ステップ 7 [続行]をクリックします。

VM ディスクの作成

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[VMディスクの作成]を選択します。

ステップ 6 [VMディスクの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VMの名前。

この名前は編集できません。

[VM名]フィールド

VMのディスクサイズ（GB単位）。[新しいディスクサイズ(GB)]フィールド

ディスクラベルを選択します。[ディスクタイプの選択]ドロップダウンリス
ト

データストアを選択します。

選択できるデータストアは、VM（VM
の VDC）に関連付けられたストレー
ジポリシーによって異なります。

（注）

[データストアの選択]ドロップダウンリスト
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説明名称

VMにシンプロビジョニングされたディスクを
追加する場合に、このチェックボックスをオン

にします。

シンプロビジョニングは、物理スト

レージ容量の動的割り当てをイネー

ブルにし、VMストレージの使用率が
向上します。

（注）

[Thinプロビジョニング]チェックボックス

ステップ 7 [作成]をクリックします。

VM ディスクの削除

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[VMディスクの削除]を選択します。

ステップ 6 [VMディスクの削除]ダイアログボックスで、ドロップダウンリストからディスク名を選択しま
す。

ステップ 7 [削除]をクリックします。
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vNIC の追加

vNIC VMを追加するときには、[ポートグループ名]と [アダプタのタイプ]の値のみが変更さ
れます。 VMの IPアドレスは、選択されたポートグループで DHCPが有効な場合にのみ変更
されます。ただし、IPアドレスがスタティックプールポリシーから供給されている場合は変
更されません。

（注）

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[vNICの追加]を選択します。

ステップ 6 [VM vNICの追加]ウィンドウの [操作]ドロップダウンリストから [追加]を選択します。
ネットワークポリシーに設定されたvNICの追加制限を超える場合、この操作は許可されません。

ステップ 7 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 8 [VMネットワークへのエントリの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

リストから NICエイリアスを選択します。[NICエイリアス]ドロップダウンリスト

リストからポートグループを選択します。[ポートグループタイプ]ドロップダウンリスト
（表示専用）

リストからポートグループ名を選択します。[ポートグループ名]ドロップダウンリスト

アダプタタイプを選択します。

この項目が選択可能であるのは、ネットワーク

ポリシーでこの NICエイリアスに対して [テン
プレートからのアダプタのタイプのコピー]が
選択されていない場合に限られます。

[アダプタのタイプ]表示専用ドロップダウンリ
スト

オンにすると、IPはDHCPを使用して割り当て
られます。

このフィールドは編集できません。

[DHCP]チェックボックス

固定 IPアドレスプール。[静的IPプール]フィールド
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説明名前

ネットワークマスク。[ネットワークマスク]フィールド

ゲートウェイ IPアドレス。[ゲートウェイIPアドレス]フィールド

[NICエイリアス]、[ポートグループ名]、[アダプタのタイプ]、[DHCP]、および [静的IP
プール]の各選択項目は、VM（VMの VDC）に関連付けられたネットワークポリシー
の設定によって異なります。複数の NICネットワークポリシーの詳細については、ポ
リシーの管理, （141ページ）を参照してください。

このアクションを実行するために VMの電源がオフになります。アクションが完了す
ると、VMの電源がオンになります。

（注）

ステップ 9 [送信]をクリックします。

vNIC の置換

vNIC VMを置き換えると、[ポートグループ名]および [アダプタのタイプ]の値のみが変更さ
れます。 VMの IPアドレスは、選択されたポートグループで DHCPが有効な場合にのみ変更
されます。ただし、IPアドレスがスタティックプールポリシーから供給されている場合は変
更されません。

（注）

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[vNICの追加]を選択します。

ステップ 6 [VM vNICの追加]ウィンドウで、[操作]ドロップダウンリストから [置換]を選択します。
ネットワークポリシーに設定されたvNICの追加制限を超える場合、この操作は許可されません。

ステップ 7 vNICを選択します。

ステップ 8 [vNICの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名称

NICエイリアスを選択します。ネットワーク
ポリシーに設定された vNICのみが表示されま
す。

[NICエイリアス]ドロップダウンリスト

リストからポートグループ名を選択します。[ポートグループ名]ドロップダウンリスト

アダプタタイプを選択します。

これを選択できるのは、ネットワークポリシー

で [テンプレートからのアダプタのタイプのコ
ピー]が選択されていない NICエイリアスを選
択した場合のみです。

[アダプタのタイプ]表示専用ドロップダウンリ
スト

DHCPを使用して割り当てられた IPが必要な場
合は、このチェックボックスをオンにします。

[DHCP]チェックボックス

固定 IPアドレスプール。[静的IPプール]フィールド

ネットワークマスク。[ネットワークマスク]フィールド

ゲートウェイ IPアドレス。[ゲートウェイIPアドレス]フィールド

ステップ 9 [送信]をクリックします。
このアクションを実行するために VMの電源がオフになります。アクションが完了す
ると、VMの電源が投入されます。 [置換]操作は、VMから既存の vNICをすべて削除
し、追加された vNICに置き換えます。ネットワークポリシーに設定された vNICの追
加制限を超える場合、この操作は許可されません。

[NICエイリアス]、[ポートグループ名]、[アダプタのタイプ]、[DHCP]、および [静的IP
プール]の選択は、VM（VM VDC）に関連付けられたネットワークポリシーの設定に
よって異なります。複数の NICネットワークポリシーの詳細については、ポリシーの
管理, （141ページ）を参照してください。

（注）

vNIC の削除

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[vNICの削除]を選択します。

ステップ 6 [VM vNICの削除]ダイアログボックスの [選択]ボタンをクリックします。

ステップ 7 [項目の選択]ダイアログボックスで、削除する vNICの隣にあるチェックボックスをオンにしま
す。

[すべてオン]を選択すると、すべての vNICを削除できます。

ステップ 8 [選択]をクリックします。

ステップ 9 [削除]をクリックします。

VM クライアントの起動

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーで、[VMクライアントの起動]を選択します。

ステップ 6 [VMクライアントの起動]ダイアログボックスで、VMクライアントのアクセス方式を選択しま
す。

[リモートデスクトップ]、[Webアクセス]、または [VNCコンソール]を選択できます。

VNCコンソールは、VMにアクセスできる Ajaxベースのコンソールです。コンソール
ウィンドウは、あらゆるスタンドアロンWebブラウザを使用して起動できます。専用
のブラウザプラグインを必要とせず、包括的なVMコントロール機能を備えています。

（注）

ステップ 7 [続行]をクリックします。
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VM の VNC コンソールの有効化

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[VNCの設定]を選択します。

ステップ 6 [送信]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
要求が送信されると、Cisco UCS Directorは VMへの VNCコンソールアクセスを自動的に設定し
ます。

VM の VNC コンソールウィンドウへのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーで、[VMクライアントの起動]を選択します。

ステップ 6 [クライアントの起動]ダイアログボックスで、アクセススキーマとして [VNCコンソール]を選択
します。

ステップ 7 [続行]をクリックします。
ESX/ESXiサーバのVNCポート（5900～ 5964）は、VMVNCのコンソールアクセス用
ハイパーバイザで開く必要があります。

（注）

Cisco UCSDirectorはVMにVNCコンソールの自動設定を提供します。設定するには、
ハイパーバイザの必須ポートを開く必要があります。

（注）
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ESX 4.Xおよび ESXi 5.0のハイパーバイザは VNCコンソールアクセスの設定をサポー
トしています。

（注）

VM の割り当て
ユーザグループにはリソースまたは VMを割り当てることができます。リソースまたは VMが
VMWareクラウドにある場合は、それを Cisco UCS Director内の特定のエンドユーザに割り当て
ることもできます。

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブをクリックします。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーで、[VMの割り当て]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [VMの割り当て]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VMの名前。[VM名]フィールド

[VM所有者（VM Ownership）]セクション

VMを特定のグループに割り当てるには、この
オプションボタンをオンにします。

[顧客組織（Customer Organizations）]オプショ
ンボタン

[選択（Select）]をクリックして、VMを割り当
てる特定のユーザグループを選択します。

このフィールドが表示されるのは、[顧客組織
（Customer Organizations）]オプションボタン
をオンにした場合のみです。

有効な vDCがあるグループだけが表
示されます。

（注）

[顧客組織（CutomerOrganizations）]フィールド

VMを特定のユーザに割り当てるには、このオ
プションボタンをオンにします。

[ユーザ]ラジオボタン
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説明名称

[選択（Select）]をクリックして、VMを割り当
てるユーザを選択します。このリストには、

ユーザへのリソース割り当てを許可するグルー

プからのユーザが表示されます。

ユーザへのリソース割り当てを許可するグルー

プに属するユーザだけが表示されます。

[ユーザ（User）]フィールド

[VMアクセス共有（VM Access Sharing）]セクション

[選択（Select）]をクリックして、VM情報への
アクセスのみを許可するユーザを選択します。

選択したユーザには、VMへのアクセスのみが
許可されます。管理操作を実行することはでき

ません。

このオプションを使用できるのは、[ユーザ
（User）]オプションボタンをオンにして、こ
の VMに特定のユーザを選択した場合のみで
す。

[アクセス権限のあるユーザ（Users with Access
Privilege）]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VMの管理の
みを許可するユーザを選択します。

選択したユーザは、VMの管理タスクを実行で
きます。

このオプションを使用できるのは、[ユーザ
（User）]オプションボタンをオンにして、こ
の VMに特定のユーザを選択した場合のみで
す。

[管理権限のあるユーザ（Users with Manage
Privilege）]フィールド

[割り当ての一般情報（General Assignment Information）]セクション

VDCを選択します。[VDC]ドロップダウンリスト

VMのカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト

VMラベル（必要な場合）。[VMユーザラベル]フィールド

VMのプロビジョニング時間を設定するには、
このチェックボックスをオンにします。

[プロビジョニング時間の設定]チェックボック
ス
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説明名称

VMプロビジョニングを実行する日時。日付の
カレンダー、時刻（時間および分）のドロップ

ダウンリスト、AMとPMのオプションボタン
があります。

このオプションは、[プロビジョニング時間の設
定]をオンにした場合に表示されます。

[プロビジョニング日時]カレンダー、ドロップ
ダウンリスト、オプションボタン

必要に応じて、コメントを入力します。[コメント]フィールド

ステップ 7 [割り当て]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

VM クレデンシャル
VMに対するWebまたはリモートアクセスのログインクレデンシャルは、管理者が VMがプロ
ビジョニングされるカタログに必要な権限を提供した場合にだけ表示されます。

VM クレデンシャルの表示

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 リストから VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーで、[VMクレデンシャルにアクセス]ボタンをクリックします。
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VM のインベントリ収集のリクエストの使用方法

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[インベントリ収集]を選択します。

ステップ 6 [送信]をクリックします。

VNC 接続のテスト
VNC接続のテストは、トラブルシューティングのために使用します。 VNC接続のテストが成功
すると、ホストノードの IPアドレスと VNCポート番号が表示されます。例：「VNC
connectivity intact at 172.29.110.75:5921（VNC は 172.29.110.75:5921 で接

続されています）」。

ただし、接続が失敗すると、エラーメッセージが表示されます。例：「VM is not configured

for VNC yet.（VM がまだ VNC に設定されていません）」。

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[VNCのテスト]を選択します。

ステップ 6 [VNC接続のテスト]ダイアログボックスで、[送信]をクリックします。

ステップ 7 結果を使用して、VNC接続をトラブルシューティングします。
接続に失敗した場合は、VMの IPアドレスに VNCポートが割り当てられていません。
詳細については、VMのVNCコンソールの有効化,（288ページ）を参照してください。

（注）
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VM の複製
VMの複製は、類似する性質を持つ新しい VMを作成する目的で既存の VMをコピーする操作と
同じです。複製では、新しいVMに必要な調整を行い、かつ複製元のVMの必要なパラメータを
維持することで、時間を節約できます。複製に指定される新しい名前は、システムポリシーで定

義されます。

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [複製]を選択します。

ステップ 6 [VMの複製]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

複製する定義済みのグループを選択します。デ

フォルトでは [デフォルトグループ]が選択され
ています。

[グループの選択]ドロップダウンリスト

特定のユーザにVMを割り当てる場合は、この
チェックボックスをオンにします。

このオプションは、選択したユーザグループに

適用されるグループ共有ポリシーについて、エ

ンドユーザに対するリソースの割り当てが有効

である場合のみ表示されます。グループ共有ポ

リシーの作成の詳細については、グループ共有

ポリシーの作成,（147ページ）を参照してくだ
さい。

[ユーザに割り当て]チェックボックス

このVMを割り当てる必要があるユーザを選択
します。

現在、特定のエンドユーザに割り当

てることができるのは、VMWareク
ラウド内の VMだけです。

（注）

[ユーザ]ドロップダウンリスト
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説明名称

リンクされた複製からVMを複製するには、こ
のチェックボックスをオンにします。

リンクされた複製とは、親VMと仮想
ディスクを共有する仮想マシンのコ

ピーです。リンクされた複製は、親

VMのスナップショットから作成され
ます。リンクされた複製は親 VMに
アクセスできる必要があります。親

VMにアクセスできない場合、リンク
された複製は無効化されます。

（注）

[リンクされた複製の使用]チェックボックス

リンクされた複製に関連付けられているスナッ

プショットを選択します。

次のいずれかを選択できます。

• [既存のスナップショット]

• [新しいスナップショット]

[スナップショットタイプ]ドロップダウンリ
スト

[選択]をクリックして、既存のスナップショッ
トのリストを表示します。

スナップショットをリストから選択し、[選択]
をクリックします。

このフィールドは、[既存のスナップ
ショット]を選択した場合にだけ表示
されます。

（注）

[既存のスナップショットの選択]フィールド

スナップショットの名前を指定します。

このフィールドは、[新しいスナップ
ショット]を選択した場合にだけ表示
されます。

（注）

[スナップショット名]フィールド

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [カスタマイズオプション]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

必要な VMカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト
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説明名称

ユーザに対し、VMアクセスクレデンシャル
（共有）の取得を許可するか、または禁止する

かを選択します。

管理者が Cisco UCS Director外部の別のユーザ
にクレデンシャルをプライベートに送信する場

合は、[共有しないでください]オプションを選
択します。

[クレデンシャルオプション]ドロップダウンリ
スト

以前に設定した単一データストアに含まれてい

るすべてのVMディスクをプロビジョニングす
るには、このチェックボックスをオンにしま

す。

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニングします]チェックボックス

ユーザ ID。

このオプションは、[クレデンシャルオプショ
ン]の下でいずれかの共有オプションを選択し
た場合に表示されます。

[ユーザID]フィールド

ユーザのパスワード。

このオプションは、[クレデンシャルオプショ
ン]の下でいずれかの共有オプションを選択し
た場合に表示されます。

[パスワード]フィールド

[有効化]チェックボックスがオンになっていま
す。

[自動ゲストカスタマイズ]チェックボックス

ワークフローを付加するには、[有効化]をク
リックします。 [ワークフロー]ドロップダウン
リストに、選択できるワークフローのリストが

表示されます。プロビジョニングの開始時に、

選択されたワークフローが開始します。

[プロビジョニング後のカスタムアクション]
チェックボックス

[毎時間]または [毎月]を選択します。[VMアプリケーションの請求間隔]ドロップダ
ウンリスト

テンプレートに含まれているアプリケーション

のコスト。

[アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

時間あたりまたは月あたりの非アクティブ状態

の VMのこのカタログにかかるコスト。
[非アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド
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ステップ 9 [次へ]をクリックします。

ステップ 10 [導入設定]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VMに設定するポリシーを含む VDCを選択し
ます。

[VDCの選択]ドロップダウンリスト

任意で、VDCの説明を入力します。[コメント]フィールド

VDCを今すぐプロビジョニングするには [今す
ぐ]を選択し、VDCを後でプロビジョニングす
るには [あとで]を選択します。

[あとで]を選択すると、日付と時刻を指定する
ためのフィールドが表示されます。

[プロビジョニング]ドロップダウンリスト

リースの有効期間を設定するには、このチェッ

クボックスをオンにします。

[リース時間]チェックボックス

リース期間の日数を指定します。

このフィールドは、[リース時間]
チェックボックスをオンにした場合

にだけ表示されます。

（注）

[日数]フィールド

リース期間の時間数を指定します。

このフィールドは、[リース時間]
チェックボックスをオンにした場合

にだけ表示されます。

（注）

[時間]フィールド

ステップ 11 [次へ]をクリックします。

ステップ 12 [カスタム仕様]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

プロビジョニングする VMの CPUコアを選択
します。

[CPUコア]ドロップダウンリスト

プロビジョニングするVMのメモリ容量を選択
します。

[メモリ]ドロップダウンリスト

ステップ 13 [次へ]をクリックします。

ステップ 14 [データストアの選択]ペインで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名称

ディスクにデータストアを割り当てるには、

[VMディスク]鉛筆アイコンをクリックします
（ディスクが使用可能な場合）。

[VMディスク]鉛筆アイコン

ステップ 15 [VMディスクエントリの編集]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

データストアが割り当てられているVMディス
クの名前。

ディスク名

VMディスクの種類を選択します。例：システ
ム。

[ディスクの種類]

このVMディスクに割り当てるデータストアを
選択します。表示されるデータストア選択項目

は、VDCに付加されているデータストレージ
ポリシーから取り込まれます。

[選択したデータストア]

ステップ 16 [送信]をクリックします。

ステップ 17 [次へ]をクリックします。

ステップ 18 [VMネットワークの選択]パネルで、次のフィールドから選択します。

説明名称

VMネットワークを編集するには、このアイコ
ンをクリックします。

[VMディスク]鉛筆アイコン

ネットワークポリシーの [エンドユーザにオプションのNICの選択を許可]チェックボッ
クスがオフの場合、[VMネットワークの選択]パネルは空です。

（注）

ステップ 19 [選択]ダイアログボックスで、VMに関連付けるクラウドを選択します。

ステップ 20 [送信]をクリックします。

ステップ 21 [サマリー]パネルで複製 VMの情報を確認します。

ステップ 22 [送信]をクリックします。
複製 VMの新しい名前は、VDCのポリシーから取得されます。
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VM の VDC への移動
VMを VDCに移動すると、VDCシステムポリシーのルールが VMで採用されます。既存の VM
は、VDCに移動されたものに置き換えられます。

古い VMは削除されます。新しい VM名が、システムポリシーに従って割り当てられます。（注）

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[VMをVDCに移動]を選択します。

ステップ 6 [VMをVDCに移動]ダイアログボックスでは、VDCを複製するときと同じ方法で、移動する VM
を変更できます。詳細については、VMの複製, （293ページ）を参照してください。

VM の再同期

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[仮想] > [コンピューティング]の順に選択します。

ステップ 2 クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [再同期VM]を選択します。

ステップ 6 [再同期VM]ダイアログボックスの [最大待機時間]ドロップダウンリストで、0～ 30の分単位の
数値を選択します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。
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第 16 章

CloudSense 分析の管理

この章は、次の内容で構成されています。

• CloudSense Analyticsについて, 301 ページ

• レポートの生成, 302 ページ

• アセスメントの生成, 303 ページ

CloudSense Analytics について
Cisco UCS Directorの CloudSense Analyticsは、インフラストラクチャリソースの使用率、ITイン
フラストラクチャスタック全体にわたる重要なパフォーマンスメトリック、およびリアルタイム

のキャパシティを可視化します。CloudSenseは、仮想インフラストラクチャおよびクラウドイン
フラストラクチャのキャパシティのトレンド、予測、レポート、プランニングの性能を大きく改

善します。

CloudSenseを使用して次のレポートを生成できます。

•顧客の課金レポート

• EMCのストレージインベントリレポート

• NetAppのストレージインベントリレポート

•グループごとの NetAppストレージ節約量

• NetAppストレージ節約量レポート

•ネットワークのインパクトアセスメントレポート

•仮想コンピューティングインフラストラクチャの組織使用状況

• PNSCアカウントの要約レポート

•グループの物理インフラストラクチャのインベントリレポート

•ストレージの重複除外状況レポート
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•グループのストレージインベントリレポート

•シンプロビジョニングされた領域レポート

• UCSデータセンターのインベントリレポート

•グループごとの VMアクティビティレポート

• VMwareホストのパフォーマンスサマリー

•仮想インフラストラクチャおよびアセットレポート

これは、システムで使用可能なレポートの完全なリストです。しかし、ユーザのシステムで

利用可能なレポート数はユーザロールによって異なります。デフォルトでは、[CloudSense]オ
プションはMSP管理者に表示されません。システム管理者はMSP管理者に対してこのオプ
ションを有効にする必要があります。こうすることで、MSP管理者がログインしたときに、
顧客組織に関連するレポートのみが表示されます。

（注）

レポートの生成

はじめる前に

このタスクを実行する前に、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[CloudSense] > [レポート]を選択します。

ステップ 2 左側のパネルからレポートを選択します。

ステップ 3 [レポートの生成]をクリックします。

ステップ 4 [レポートの作成（GenerateReport）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

レポートを生成するグループを選択します。

管理者の場合は、管理者権限があるす

べてのグループがこのドロップダウン

リストに表示されます。たとえば、

MSP管理者の場合は、このドロップ
ダウンリストには管理対象のすべての

顧客グループが表示されます。この

リストには、他のグループは表示され

ません。

（注）

[コンテキスト（Context）]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

生成する他のレポートと区別するために、レ

ポートにラベルを付けることができます。

[レポートラベル（Report Label）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
レポートはシステムで生成されます。この生成されたレポートには、あなたと管理対象のグルー

プのユーザのみがアクセスできます。たとえば、MSP管理者の場合、この生成されたレポートは
他のMSP管理者やグループには表示されません。

アセスメントの生成

はじめる前に

このタスクを実行する前に、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[CloudSense] > [アセスメント]の順に選択します。

ステップ 2 [仮想インフラストラクチャアセスメントレポート]をクリックします。

ステップ 3 [レポートの生成]をクリックします。
このステップにより、新しいインスタントレポートが HTML形式または PDF形式で生成されま
す。
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付録 A
付録

この章の内容は、次のとおりです。

• ESXサーバでの VNCコンソールの設定, 305 ページ

ESX サーバでの VNC コンソールの設定
はじめる前に

VMの VNCコンソールにアクセスするには、ハイパーバイザで ESX/ESXiサーバの VNCポート
（5900～ 5964）を開きます。 Cisco UCS Directorでは、VMのVNCコンソールを自動的に設定で
きます。

現在、VNCコンソールのアクセス設定では、ESX 4.Xおよび ESXi 5.0バージョンを搭載した
ハイパーバイザがサポートされています。

（注）

手順

ステップ 1 ESXi5.xホストにログインします。

ステップ 2 シェルを使用して次のコマンドを実行し、ファイアウォールの設定を無効化します。
# cat /etc/vmware/firewall/vnc.xml

ステップ 3 XML設定をコピーして vnc.xmlファイルに貼り付けます。
<!-- Firewall configuration information for VNC -->

<ConfigRoot>
<service>
<id>VNC</id>
<rule id='0000'>
<direction>inbound</direction>
<protocol>tcp</protocol>
<porttype>dst</porttype>
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<port>
<begin>5901</begin>
<end>6000</end>
</port>
</rule>
<rule id='0001'>
<direction>outbound</direction>
<protocol>tcp</protocol>
<porttype>dst</porttype>
<port>
<begin>0</begin>
<end>65535</end>
</port>
</rule>
<enabled>true</enabled>
<required>false</required>

</service>
</ConfigRoot>

ステップ 4 ファイアウォールルールを更新し、新しい設定が正確にロードされたことを確認します。
~ # esxcli network firewall refresh
~ # esxcli network firewall ruleset list | grep VNC
VNC true #****************************************
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